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第 97 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図②　(1/3)
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第 98 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図③　(1/3)
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第 99 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図④　(1/3・1/4)
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第 100 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図⑤　(1/3)
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第 101 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図⑥　(1/3)

【３区（第 95図）】

須恵器（867～870）　867・868は杯B蓋で、867は口縁部にカエリを有し、868は直立する。天井

部は867が回転ヘラケズリ、868はヘラ切りである。869は杯H身で、降灰のため調整は不明である。

870は杯B身で、高台の断面形状は方形を呈する。

【出土地点不明遺物（第 96～ 104 図）】

須恵器（871～ 944）　871〜 882は杯 H蓋で、872〜 877・881は外面にヘラ記号、878〜 880は竹

管文を有する。天井部は871がヘラ切り、873が手持ちヘラケズリ、他は回転ヘラケズリで、881・

882は内面に同心円当具痕が残る。883・884は杯G蓋で、外面にヘラ記号を有し、天井部は回転ヘ

ラケズリである。885〜 892は杯B蓋で、885〜 890は口縁部にカエリを有し、891・892は直立する。

天井部は889・890がヘラ切り、他は回転ヘラケズリである。889は外面にヘラ記号を有する。893〜

908は杯H身で、893〜 898・901～ 904・907は外面にヘラ記号を有し、899・900は竹管文を施す。

底部は890・896・908がヘラ切り、他は回転ヘラケズリもしくは回転ナデで仕上げる。901・903は

底部に焼成前穿孔がある。909は杯H蓋杯のセットと杯H蓋の溶着資料である。セットの蓋杯は底部・

天井部ともに回転ヘラケズリで、外面にヘラ記号を有する。溶着した蓋は天井部を手持ちヘラケズ
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第 102 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図⑦　(1/4)
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第 103 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図⑧　(1/4)
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第 104 図　大谷窯跡群出土地点不明遺物実測図⑨・月ノ浦窯跡出土遺物実測図　(1/3・1/4)
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リし、外面にヘラ記号を有する。910は杯G身で、底部は回転ヘラケズリである。911・912は杯B

身で、911は底部外面にヘラ記号を有する。高台は911が端部に張り出しを有し、912はやや高い。

913は長頸壺の底部であろう。高台の断面形状は方形である。914は椀で外面に沈線・カキメを施す。

915は杯で、外面にヘラ記号を有し、体部にカキメを施す。916は高杯の杯部片で、外面に沈線が

巡る。917〜919は高杯脚部で、内面にヘラ記号を有する。920〜922は𤭯である。920は口頸部片で、

下半部にカキメを施す。921は体部から頸部の破片で、頸部下半にカキメを施す。922は体部片で、

下半部は手持ちヘラケズリである。923・924は壺もしくは瓶類の体部片である。いずれも体部は球

形で、上半部にカキメを施す。925は把手の破片である。926は小型の甕の口縁部である。927は中

型の甕で、頸部外面にヘラ記号を有する。体部は外面に擬格子タタキ、内面には同心円当具痕が残

る。928〜 944は大甕である。口頸部は928〜 935が波状文、936〜 939が無文、940〜 942が斜線

文である。936・939は外面にヘラ記号を有し、931・934は器面の剥離が顕著である。944は体部片で、

外面に平行もしくは擬格子タタキ、内面には同心円当具痕が残る。

瓦（945～966）　945〜964は平瓦である。いずれも破片であるが、残存状況が良好な945は残存幅

8.0㎝、残存長13.1㎝、946は残存幅8.9㎝、残存長15.0㎝、厚さは平均1.5㎝前後である。凹面

は模骨痕・布目痕が残り、948・949は糸切り痕、948は模骨の紐の痕跡が残る。側縁部・端部は面

取りし、一部は凹面もしくは凸面まで調整が及ぶ。凸面はナデで仕上げるが、945・948・952・955

などは平行タタキが残る。965・966は丸瓦である。965は凹面に弧状の当具痕、凸面は平行タタキ

が残る。966は残存長18.7㎝で、凹面に模骨痕・布目痕があり、凸面はケズリ・ナデで仕上げる。

塼（967）　無文塼で、四面に遺存面がある。近現代の所産である可能性も考えたが、表面の調整の

雰囲気や焼成から古代のものと判断した。直方体を呈し、長さ17.3㎝以上、幅10.8㎝、厚さ11.7㎝

以上である。角が非常に鋭い稜を成すことから型作りと想定できる。破断面を見ると空隙を生じる

部分が複数あり、型の中に粘土を押し込んで成形したと推測される。各面ともに工具ナデ・ナデで

調整し、長軸方向に平行するナデが主体だが、一部は短軸方向に平行してナデを施す。焼成は瓦質

焼成で、表面は灰白色を呈し、内部は褐色を呈する部分もある。胎土は比較的精良で、他の須恵器

と変わらないが、直径３㎜程度の砂粒や植物質が抜け落ちたような痕跡もある。

焼き台（968・969）　968は須恵器大甕の体部片で、破断面にも被熱を受ける。外面平行タタキ、

内面には同心円当具痕が残る。969は土塊で、断面形状は三角形を呈し、底面は平坦である。

切削物（970）　須恵質で、一面に削り取った際の痕跡がある。

黒色土器（971）　内面を燻したA類の杯もしくは皿である。内面は精緻なミガキ、底部は回転糸切

りである。

【月ノ浦窯跡出土遺物（第 104 図）】

　大谷窯跡群の資料の中に、「月の浦古窯跡ステバ」と注記された土器が含まれていたため、参考

資料として報告する。

須恵器（972）　杯B身で、底部外面にヘラ記号を有する。高台は端部が外方に突出する。
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１．各窯跡の構造と操業時期

　ここでは、各窯跡の構造・操業時期や特徴について整理する。

（１）乙金窯跡

１号窯跡

【窯の構造】　平面胴張りプランで、全長7.3ｍである。焼成部に段はなく、煙道部に溝はない。

【操業時期】　ⅢA〜ⅢB期古段階と想定される。

【生産器種】　蓋杯類を中心に、高杯・𤭯・提瓶・甕のほか、手捏ね成形の皿を生産する。

【総重量】　　28.3kg

２号窯跡

【窯の構造】　平面胴張りプランで、全長7.4ｍである。焼成部に段はなく、煙道部に溝はない。

【操業時期】　ⅢA〜ⅢB期古段階と想定される。

【生産器種】　蓋杯類を中心に、𤭯・小型壺・提瓶・両耳付直口壺・甕を生産する。

【総重量】　　25.6kg

（２）東浦窯跡群

１号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランで、全長8.9ｍである。多孔式煙道窯で、煙道部に溝が接続する。燃

焼部の床面には舟底状ピットがある。右壁は補修に伴い設置したと考えられる石組がある。

【操業時期】　ⅣA期新段階を中心とした時期が想定される。

【生産器種】　蓋杯類を中心に、短脚高杯・椀・すり鉢・小型壺・平瓶・甕・大甕のほか、いわゆる

金属器模倣椀の可能性がある器種を生産する。

【総重量】　　75.8kg

【その他特徴】　蓋杯類の天井部・底部を指オサエにより押し出し、丸みを帯びた器形が特徴的で、

２号窯跡とも共通する。

２号窯跡

【窯の構造】　１号窯跡の構造とよく似る。平面寸胴プランで、全長8.6ｍである。多孔式煙道窯で、

煙道部に溝が接続する。燃焼部の床面には舟底状ピットがある。右壁には補修に伴い設置したと考

えられる石組がある。焼成部の窯尻部側床面には段を設置する。

【操業時期】　ⅣA期新段階を中心とした時期が想定される。

【生産器種】　蓋杯類を中心に、高杯・大甕がある。

【総重量】　　25.2kg

【その他特徴】　１号窯跡と同様に蓋杯類の天井部・底部が丸みを帯びる点が特徴的である。

　なお、本文中でも触れたように、焼成部右壁沿いからは複数の鉄鏃が出土した。２号窯跡出土遺

物のパンコンテナからは焼骨の可能性がある人骨が確認された。鉄鏃・焼骨の存在から、カマド塚

Ⅵ．総括
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状遺構の可能性があり、操業後に墳墓として窯を利用した可能性がある事例として注目される。

３号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランで、全長9.5ｍである。多孔式煙道窯の可能性がある。煙道部に溝が

接続し、焼成部の窯尻部側床面には段を設置する。焼成部では支柱の可能性がある粘土塊が出土した。

【操業時期】　ⅣA期古段階に位置付けられる。

【生産器種】　蓋杯類を中心に、高杯・椀・𤭯・甕がある。

【総重量】　　75kg

【その他特徴】　焼成部内の当初操業面から浮いた状態で、未焼成の甕などが出土した。調査時の所

見では、操業停止後に物置として再利用したと解釈されている。

（３）大谷窯跡群

１号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランで、全長8.9ｍの多孔式煙道窯である。煙道部に溝が接続する。焼成

部の窯尻部側床面には段を設置する。

【操業時期】　ⅣB期に位置づけられる。

【生産器種】　蓋杯・高杯・𤭯・椀・すり鉢・大甕・瓦がある。

【総重量】　　92.3kg

【その他特徴】　瓦陶兼業窯で、非常に多くの遺物が出土した。

２号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランの多孔式煙道窯である。煙道部に溝が接続する。

【操業時期】　ⅣB期に位置づけられる。

【生産器種】　蓋杯・高杯・椀・𤭯・すり鉢・平瓶・甑（もしくは鍋）・甕・大甕・瓦がある。

【総重量】　　398.4kg

【その他特徴】　瓦陶兼業窯で、非常に多くの遺物が出土した。

３号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランで、全長6.5ｍほどの多孔式煙道窯である。

【操業時期】　Ⅴ〜Ⅵ期に位置づけられる。

【生産器種】　蓋杯・高杯・椀・長頸壺・甕などがある。

【総重量】　　35.1kg

【その他特徴】　最新段階の多孔式煙道窯と考えられる。

４号窯跡

【窯の構造】　平面寸胴プランで、全長4.5ｍほどである。煙道部の構造は不明である。

【操業時期】　Ⅵ期を中心とした時期と考えられる。

【生産器種】　蓋杯・高杯・皿・椀・甕・大甕

【総重量】　　35.1kg

【その他特徴】　小型の窯である。大甕の出土量が比較的多い。
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２．大谷窯跡群出土の獣脚硯

上田龍児

（１）大谷窯跡群出土獣脚硯の特徴

　大谷窯跡群では、３点の獣脚硯が出土した。「Ⅲ区ステバ」の注記があることから灰原に伴うと

考えられるが、詳細な出土状況や帰属する窯は不明である。いずれも脚１本および脚周辺の破片で

ある。製作技法はいわゆる縁台獣脚硯と共通し、倒置状態で成形し縁台を作り出した上で、縁台外

端部に脚部を接合したものと想定される。外堤部を縁台外端部に接合し、縁台は突出しない。また、

脚上半と縁台外端は連続的なケズリにより調整する。脚頭は縁台上面（海底面）より上方に突出し、

脚下半は下方に向けて幅広になる。854・855は脚底面が丸みを帯び、端部は上方へと反り上がる。

脚部前面には５条の線を陽刻したスタンプにより施文し、器面の文様は凹面となる（註１）。

　854と 855の文様は同一の原体を使用し、法量・技法ともに酷似することから同工品と考えられ、

同一個体の可能性もある。853は文様や脚部の形態が若干異なり、854・855とは別個体である。し

たがって、少なくとも２個体の獣脚硯が存在する。

（２）白井克也氏による検討

　北部九州出土の獣脚硯については、白井克也氏による詳細な分析がある（白井2004）。白井氏は

北部九州出土の獣脚硯を16点抽出し、これに関連する畿内・百済出土資料を含めて、縁台や脚部

の製作技法を検討した。その結果、縁台を４式、脚部を５類に分類し、両者の組み合わせ７組を抽

出した。このうち、縁台１式と脚b・c類が組み合うものは、百済では出土例がなく北部九州に多

いことから、牛頸窯跡群での生産を想定し、脚部の断面形や文様から縁台１式・脚c類については

同工品群A、縁台１式・脚b類については同工品群Bと位置付けた。また、縁台２式・３式（脚部e類）・

４式（脚部d類）は百済に分布し、その一部は北部九州・畿内にも搬入されたが、これらは北部九

州・畿内には直接の影響を与えなかったとする。畿内における獣脚硯の出現については「畿内にも

たらされた未発見の獣脚硯（あるいは実物を伴なわない製作情報）をもとに、陶邑で獣脚硯18（筆

者註：縁台１式・脚a類）が生産された。これとほぼ同型の獣脚硯６（筆者註：元岡遺跡群出土（第

105図７）＝縁台１式・脚a類）が筑紫にもたらされるなど、畿内からの強い影響のもとに北部九

州でも獣脚硯の同工品群A・Bなど縁台獣脚硯が生産され」た、と結論づけた。縁台獣脚硯の年代

については、畿内においては蹄脚硯の出現よりやや遅れる７世紀後葉を中心とする短期間、北部九

州においては７世紀後葉から８世紀前葉と想定した。

　以上、白井氏の整理により、少なくとも縁台１式のうち脚b・c類（第105図１〜６）は北部九

州にしか存在せず、当地の獣脚硯の特徴といえる。

（３）北部九州出土獣脚硯の新例

①比恵遺跡群141次（Ⅱ区南側包含層）出土例①（第105図３）

　脚部１本のみの破片で、残存高3.9㎝である。断面形は楕円形である。背面と前面上半はヘラケ

ズリで調整する。前面下半には押圧により鋸歯文を施し、鋸歯文上縁に２条の突線を有する。文様

や断面形状は那珂遺跡群21次 SE61出土例や御供田遺跡４号住居出土例と酷似しており、白井氏の
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同工品群Aと考えられる。

②比恵遺跡群141次（Ⅰ区SX118）出土例②（第105図６）

　脚部１本のみの破片で、残存高3.9㎝である。断面形は円形から四角形に近い。背面と前面上半

はヘラケズリで調整する。前面下半には２条の突線により２段に分かれ、上段は三角形文、下段は

鋸歯文を押圧施文する。文様・断面形状やケズリの癖などが荒木西ノ原出土例や牛頸塚原遺跡溝出

土例に酷似しており、白井氏の同工品群Bに位置付けられる。

③日焼遺跡第２次（第105図８）

　脚部・外堤・海部および陸の一部が残る。縁台の直径15.8㎝、硯面の直径11.6㎝である。実見

していないが、外側に張り出すやや厚めの縁台で、海底面と縁台上面が同一の高さとなる。外端部

に脚を接合しており、縁台端面は脚頭の左右で連続し、脚頭の脚上面と縁台上面が一致する。こう

した特徴は白井氏の縁台１式・脚a類に該当し、元岡遺跡例や畿内出土例に近いものである。

④阿恵遺跡出土例（第105図９）

　脚部１本のみが出土した。残存高4.2㎝、表面をヘラケズリで調整し、断面五角形を呈する。

⑤博多遺跡群139次 SE0116出土例（第105図 10）

　脚部のみの遺存である。前面をヘラケズリで調整し、ヘラ状工具で削り出すことにより施文する。

色調は黄橙色を呈し、胎土は緻密であり、牛頸窯跡群には見られない特徴を有する。ⅦB期の須恵

器と伴出する。

⑥博多遺跡群102次出土例（第105図 11）

　皿状の硯面の外周に脚部が接続する。硯面の外端部はわずかに上方に立ち上がるが、明確な海・

陸はない。脚部は薄板状で外側上方に跳ね上がる。文様はなくヘラケズリにより調整する。自然釉

により全面に光沢があり、やや暗い灰色を呈し、黄色の砂粒を含む。牛頸窯跡群にはない特徴であ

る。有田遺跡77次 SD11出土例に近い。遺構に伴うものではなく、共伴遺物は不明である。

（４）大谷窯跡群出土獣脚硯の位置付け

　大谷窯跡群出土の獣脚硯と北部九州出土例を概観してきた。大谷例は、現状では北部九州出土

獣脚硯の中で型式的な連続性は認めがたく（註２）、畿内・朝鮮半島を含めても類例は見出せない。

ただし、基本的な製作技法はこれまで知られている縁台獣脚硯と同様である。脚部が縁台の外側お

よび上方に飛び出す点は北部九州出土の獣脚硯と共通する要素で、脚上半と縁台外端部に水平方向

の一連のケズリを施し、脚頭を削り出す技法は北部九州の獣脚硯に特徴的な白井氏c類に近い。一

方で、脚底面が丸みを帯びる点、原体を押し付けて施文する点や縁台端部に外堤部が接続する点な

ど、これまで知られていた獣脚硯にない特徴を有している。全体的な特徴は、白井氏が同工品群A・

Bとした御供田遺跡例や塚原遺跡例が最も近い。

　年代的な位置付けは帰属する窯や伴出遺物が不明なため確実ではないが、大谷窯跡群の操業期間

を考慮すると７世紀代の可能性が高い。他の諸例の年代観や大谷窯跡群の操業期間より、７世紀後

半頃の所産と位置付けたい（註３）。

　なお、獣脚硯としては牛頸地区の生産地で出土した唯一の事例であり、牛頸窯跡群で獣脚硯を生
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第 105 図　北部九州出土の獣脚硯 (同工品群 A・Bと関連資料 )(1/3)

(1・2・4・5・7 は白井 2004 より転載、他は各報告書より引用 )
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産したことを示す確実な根拠となる重要な資料といえよう。また、獣脚硯の新例を検討する中で、

比恵遺跡において牛頸産と考えられる資料を確認できたことも大きな成果である（註４）。

　本稿の執筆に際しては、白井克也氏に資料を実見していただき、製作技法・類例との比較・全体

的な位置づけについて有益なご意見をいただいた。獣脚硯の類例については、亀田修一氏・小田裕

樹氏よりご教示いただいた。また、大宰府出土の陶硯全般については、小田和利氏よりご教示いた

だいた。記して、感謝申し上げます。

【註】

（１）文様のネガとポジが反転していると理解した場合、月ノ浦窯跡出土の軒丸瓦の文様と同様の発想と捉えることができる。

月ノ浦の軒丸瓦は瓦工人そのものではなく、瓦の情報を知る須恵器工人により製作されたものと見る意見もある。牛頸窯跡

群における獣脚硯の希少性から見ても、大谷窯跡群出土獣脚硯は通常の須恵器工人が見よう見まねや獣脚硯に関する情報を

基に製作した可能性があり、興味深い。

（２）そもそも獣脚硯は生産量が少なく、通常の土器のような型式変化をするわけではない（白井氏よりご教示を得た）。

（３）北部九州出土の獣脚硯で年代的な位置付けが明確なものは少なく、少なくとも北部九州では７世紀中頃以前に遡り得

る陶硯の確実な例はない。なお、牛頸窯跡群内の本堂遺跡７次調査では杯 H身（法量・形態・技法からⅣ B期に近い）の形

態に近い器体に硯面を貼り付けた中空硯の事例（第 105 図 12）がある。ベースとなる器体が杯 H 身であるならば、７世紀

中頃以前に遡り得る資料であり、今後注意しておきたい資料である。

（４）牛頸産獣脚硯の多くが、那珂・比恵遺跡群に供給されたことが分かる。那珂 21 次は遺跡北西部、比恵遺跡との境界付

近に位置し、調査地西側には那珂川が北流する。比恵 141 次は遺跡南西部、那珂遺跡との境界付近の谷部に位置し、西側に

は那珂川が近接する。報告者は弥生時代においては、船着場の可能性も指摘する。今後は、獣脚硯の需給関係や使用の場に

ついても検討していく必要があろう。

【参考文献】

小田和利 2018『大宰府管内出土陶硯の科学分析的研究』

白井克也 2004「筑紫出土の獣脚硯」『九州考古学』第 79 号　九州考古学会

横田賢次郎 1983「福岡県内出土の硯について−分類と編年に関する一考察−」『九州歴史資料館研究論集９』

【報告書】

大野城市教育委員会 2008『牛頸本堂遺跡群Ⅶ』大野城市文化財調査報告書第 81 集

粕屋町教育委員会 2018『阿恵遺跡』粕屋町文化財調査報告書第 43 集

太宰府市教育委員会 2008『太宰府・佐野地区遺跡群 24』太宰府市の文化財第 100 集

福岡市教育委員会 1992『那珂５』福岡市埋蔵文化財報告書第 291 集

福岡市教育委員会 2002『博多 80』福岡市埋蔵文化財報告書第 706 集

福岡市教育委員会 2004『博多 98』福岡市埋蔵文化財報告書第 807 集

福岡市教育委員会 2018『比恵 80』福岡市埋蔵文化財報告書第 1348 集
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３．牛頸窯跡群の朝鮮半島系資料について

上田龍児

　大谷窯跡群では少数ながらも朝鮮半島との関わりが推測される資料を確認した。ここでは、亀田

修一氏（亀田2008ほか）や寺井誠氏（寺井2012ほか）をはじめ関連資料についての先行研究を参

照しつつ、生産地のみならず集落の資料も含めて牛頸窯跡群の朝鮮半島系資料を整理する。

（１）事例の紹介

新羅土器　４点ある。２点は採集品でそれぞれ５世紀前半から中頃の杯身（第106図２）、６世紀

初頭の蓋（第106図１）（白井1999）であり、牛頸開窯前の当地域と新羅との交流を示す資料とし

て注目できる。他２点は開窯期直後の工人集落で出土した例である。御供田遺跡例は単体スタンプ

文を有する蓋（第106図３）、上園遺跡例は単体スタンプ文を有する壺で、いずれも６世紀後半の

所産である。牛頸開窯直後の新羅との交流を示す資料といえよう。

陶質土器模倣椀　杯B出現以前の高台付椀（第106図４・５）で、金属器模倣椀とされることが多い。

最近では寺井誠氏により陶質土器の椀を模倣した土器の可能性が示され（寺井2012）、筆者も寺井

氏の見解に賛成である。本書で報告した東浦窯跡群や大谷窯跡群でも出土した。牛頸周辺以外では、

比恵遺跡や観音山古墳群などに分布し、牛頸窯跡群から供給したと推測される。なお、本堂遺跡の

椀に竹管状の施文をする事例（第106図５）があることは新羅土器との関わりにおいて示唆的である。

新羅土器を模倣した可能性がある須恵器　新羅土器を模倣したと考えられる須恵器のうち、もっと

も可能性が高いのが野添遺跡の例（第106図８）である。鉢や椀の可能性があり、７世紀後半に位

置付けられる。口縁部外面に竹管状の文様および櫛歯状工具による縦方向の文様があり、新羅土器

に見られるスタンプ円文や縦長連続文を想起させる。このほか、竹管状の文様を密に施す事例とし

て、本堂遺跡出土の平底直口壺（第106図６）と平田窯跡出土の蓋がある。前者は平底、後者は新

羅土器のおとし蓋のような形態に類似し、須恵器には一般的でない器形である。

頸基部突帯付壺　頸基部に突帯を有する須恵器については、新羅土器長頸壺との関わりで理解され

ている（亀田2004・2005、下原2013）。本堂遺跡では同形・同大で、製作技法や装飾が酷似した個

体が２点ある（第106図７）。体部はタタキ成形、底部は抹角平底で、頸基部に突帯を有す。扁球

形の体部最大径の位置に注口がある。７世紀前半頃の可能性が高い。機能的には𤭯に近いが、通常

の𤭯は時期が降るにつれて体部が縮小傾向にあるのに対し、本例は体部が大型である点で通常の型

式変化からは逸脱する。なお、牛頸窯跡群で生産された初期瓦の主要な供給地である那珂遺跡でも、

頸基部に竹管状の文様を施した突帯を有する壺が２点ある（第106図９・10）。破片資料であるも

のの突帯の存在と文様の特徴から新羅土器との親縁性を強く示唆する。以上、間接的な要素である

が、これらについても新羅土器との関わりの中で生産されたものと理解したい。

有溝把手付土器　甑や鍋の把手に溝を有するものである。日本列島では希少で、朝鮮半島では普遍

的に存在することや、日本列島の出土例の多くが他の要素から渡来人が居住したと考えられる遺跡

に伴うことから、製作に渡来人が関与したと考えられる（亀田2003）。本堂遺跡で２点（第106図

12）、上園遺跡で１点、惣利西遺跡で１点（第106図 11）あり、いずれも工人集落ないし須恵器窯
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に由来するものである。本堂遺跡例・上園遺跡例は須恵質、惣利西遺跡例も焼成は軟質だが胎土は

精良であることから焼成不良の須恵器と考える。これらは他の事例と同様に渡来人が関わった資料

と理解される。なお、牛頸周辺では須恵質の甑や鍋が多いのも一つの特徴である。

裁頭形把手付土器　日本列島の甑や鍋の把手先端部は先細りや丸く収めるものが通有であるが、把

手先端部を切り落とすことにより裁頭形にするものがあり、便宜的に「裁頭形把手付土器」と表現

する。有溝把手付土器同様、日本列島では希少で、朝鮮半島では普遍的に存在する。吉武遺跡群な

ど５世紀の渡来系集落とされる遺跡や初期須恵器窯に類例があるほか、近辺では薬師の森遺跡で瓦

質焼成のものがある。有溝把手付土器と同様に渡来人との関わりが想定できる。大谷２号窯で２点

の破片が出土した。須恵器というよりも瓦質を呈するものであり、薬師の森遺跡の例に近い。

多孔甑　本堂遺跡で丸底の底部に多数の小円孔を有する甑が１点ある（第106図 13）ほか、８世紀

代の事例で日ノ浦遺跡SK20出土例（第106図 14）、御供田遺跡出土例がある。寺井氏によると小円

孔を多数穿つものは慶尚北道に多いとされ（寺井2016）、本堂遺跡例は丸底という点からも新羅・

加耶地域との関係が想定できる。日ノ浦遺跡・御供田遺跡例も朝鮮半島との関わりで理解される資

料である（亀田2008）。なお、後述する春日市平田遺跡でも６～７世紀に位置づけられる多孔甑を

複数確認した。

内面平行当具痕を有する土器　寺井氏により新羅・加耶に特徴的な技法であることが明らかとなっ

ている（寺井2019）。牛頸窯では希少であることが指摘されるが、報告書の再読や未報告資料の検

討により牛頸周辺では御供田遺跡（第106図 16・17）・野添窯跡・梅頭遺跡（第106図 15）・春日

市平田遺跡で確認できた。前二者は須恵器蓋杯・高杯（ⅢB〜ⅣA期）、梅頭遺跡例は土師器甕で

ある。寺井氏が指摘するとおり大型の器種にはなく、数量的にも極めて稀な存在である。大野城市

東部に位置する乙金地区遺跡群では内面平行当具痕を有する土器が非常に多く存在することと対照

的で、新羅・加耶系渡来人の多寡や窯業生産への関与の度合いを示すものであろうか。

円筒状土製品　カマドの煙突と考えられ、百済系の資料と位置付けられる（權五榮・李亨源2006、

亀田2008）。小田浦窯跡で複数出土したことから、牛頸窯跡群で生産されていたことは間違いない。

惣利西遺跡（第106図 18）・塚原遺跡などの集落に供給されていることから、実際に使用する目的

で生産されたのであろう。

三足壺　三足器との関わりで百済土器的な要素とされる（嶋田1993）。生産地では小田浦窯跡群、

消費地では日ノ浦遺跡・塚原遺跡・惣利西遺跡などに分布する。

初期瓦　７世紀中頃以前のいわゆる初期瓦は、神ノ前２号窯例を最古例に大浦窯跡・野添窯跡・月

ノ浦窯跡・小田浦窯跡・浦ノ原窯跡・春日平田窯跡・本堂遺跡などの生産地や、浦ノ原遺跡・惣利

西遺跡（第106図 19）・御供田遺跡・梅頭遺跡・本堂遺跡・日ノ浦遺跡・塚原遺跡などの集落遺跡

で見つかっている。本書で報告した大谷1・２号窯でも初期瓦を生産することが確認できた。牛頸

周辺以外では、那津官家推定地である比恵・那珂遺跡群や那珂川流域の複数の遺跡のほか、御笠川

流域の立花寺遺跡などでも確認される。牛頸出土の初期瓦について、亀田氏は朝鮮半島からの渡来

人が生産に関わったと想定し、技術的な変遷から複数回にわたる渡来があったと指摘した（亀田
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2008）。その系譜については、高句麗や高句麗・百済・新羅の国境地帯付近と想定した。また、比

嘉えりか氏は月ノ浦Ⅰ号窯の軒丸瓦について、古新羅の高句麗系蓮華文に類例を求めたうえで、製

作技法は古新羅の百済系のものとし、伝播過程の複雑さと数度にわたる造瓦技術伝播の波があった

ことを指摘した（比嘉2008）。これら初期瓦の主要な供給地が那津官家推定地である比恵・那珂遺

跡群であることから、中央政権との関わりも注目される資料である。

無文塼　大谷窯跡で１点出土し、現状では７世紀代の所産と位置付けた。牛頸窯跡群では主要な生

産物ではないが、可能性があるものとして小田浦79地点２号窯で７世紀前半に位置付けられる資

料がある（第106図20）。残存長17.8㎝、幅11.0㎝、厚さ4.5㎝。粘土を幾重にも重ねながら成形し、

表裏面・側面・小口面ともにタタキ後ナデを施す。複数の面にタタキを施す点については違和感が

あるが、厚みがあることや粘土を重ねながら成形する点は塼の製作技法に近く、長さ・幅ともに大

谷窯跡出土例に近い。時期的には初期瓦の生産時期と重なり、瓦生産に関する情報や技術の導入と

ともに塼の生産を始めたと考えても不自然ではなかろう。７世紀代の事例は類例が乏しいことから

位置付けは不明確であるものの、大谷窯跡出土の塼も７世紀前半頃に位置付けられる可能性がある。

官衙や寺院などでの使用が想定されることから、公的機関との関わりにも注意が必要である。

初期の陶硯　大谷窯跡から３点の獣脚硯が出土し、先述のとおり７世紀の所産であると位置付けた。

このほか、御供田遺跡例や塚原遺跡例などは７世紀後葉から８世紀前葉の牛頸産と考えられる（白

井2004）。なお、本堂遺跡例は杯H身を基に硯面を貼り付けて硯として製作した可能性があり、注

目される。初期の陶硯についても前代に類例がないものであり、その系譜は朝鮮半島に求められる

可能性がある。ただし、主要な供給先が比恵・那珂遺跡群であることからしても、公的機関との関

わりを視野に入れておく必要がある。

ヘラ書き須恵器「内椋人」　ハセムシ窯跡群12地点では、複数のヘラ書き須恵器が出土している。

この中で、和銅六年の紀年銘がある須恵器に渡来系氏族である「内椋人」が記されている（第106

図 21）。８世紀代の資料であるが、牛頸窯跡群に渡来系氏族がいたことを示す。

溝付竪穴住居　重藤輝行氏により馬韓・百済地域との関連が指摘される資料である（2020重藤）。

春日市平田遺跡は６世紀後半を中心とした集落で、30〜 40基の竪穴住居が確認されている。未報

告資料であるが、「春日市史」の中に遺構配置図が掲載されており、その中に竪穴住居の隅に溝が

接続する溝付住居が複数ある（第106図 22）。

（２）まとめ

系譜　今回の整理を通じて、牛頸窯跡群では新羅土器や内面平行当具痕などの新羅・加耶的な要素

と、円筒状土製品や溝付住居などの馬韓・百済的な要素があることが改めて確認できた。前者では、

新羅土器といった直接的な搬入品のほか、模倣品・影響品や内面平行当具痕のように渡来人との関

わりを示すものがある。一方で、確実な百済土器はなく、三足壺を除き百済からの影響を示す土器

は少ない。ところが、円筒状土製品や溝付竪穴住居といった土器以外の要素に百済からの影響が明

瞭に現れており、やはり渡来人の存在を示すものである。

　渡来人がそれぞれの系譜ごとに排他的な関係ではなく、牛頸窯跡群の中で異なる系譜を持つ人々
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が共存していたことを示す。同様の現象は、博多湾沿岸の複数の地域で認めることができ、６・７

世紀に通有のあり方を示す（註１）。牛頸出土朝鮮半島系資料のうち、土器は新羅・加耶的、土器

以外は馬韓・百済的であることの背景は不明であるが、複数の系統が混在する状況は初期瓦におけ

る系譜関係の複雑さと同様であり、興味深い。

変遷　新羅土器は開窯期以前から開窯期直後の６世紀後半まで継続的に搬入される。新羅土器の模

倣品や影響を受けた土器は、新羅土器の搬入時期よりも遅れる６世紀末以降に増加する。７世紀後

半には野添遺跡のように縦長連続文の影響を受けた土器があり、新羅土器の変遷と合致する。以上

より、牛頸周辺では開窯期以前より断続的に新羅（・加耶）と直接あるいは間接の交流や影響関係

が認められ、開窯期直後では渡来人の存在が確実視できる。

　百済系の資料である円筒状土製品の多くは、７世紀前半前後の所産である。７世紀中頃から後半

では百済系の要素は希薄となり、これは660年に百済が滅亡することとも符合する。

背景　搬入品の新羅土器は直接的な交流を示すが、新羅土器以外はいずれも模倣品・影響品であり

間接的な交流を示す。円筒状土製品や溝付竪穴住居は、百済からの渡来人との関わりで理解できる。

有溝把手付土器・裁頭把手付土器の存在や内面平行当具の使用は、模倣といったレベルではなく製

作者の癖や習慣によるところが大きく、朝鮮半島からの渡来人により生産された可能性が高い。

　ところで、大野城市東部の乙金地区遺跡群では、６世紀中頃から渡来人の存在が明瞭になるが、

６世紀後半までは直接的な搬入品はなく、６世紀末以降に非常に多くの新羅土器が搬入される。牛

頸周辺では６世紀後半まで直接的な搬入品が認められ、６世紀末以降は継続しないことと対照的で

ある。したがって、牛頸窯跡群では開窯期直後までは朝鮮半島と直接的な交流があったが、６世紀

末以降は渡来人の存在が明確ながらも直接的な往来の痕跡が乏しいこととなる。

　初期瓦のみならず、生産地である牛頸窯跡群でも希少な存在である高台付椀や頸基部突帯付壺が、

那津官家想定地の比恵・那珂遺跡群で出土することを考慮すると、これらの器物は公的機関との関

わりの中で生産された可能性も想定できる。なお、初期瓦の系譜は複雑な様相を呈するものの、岡

田裕之氏は牛頸窯跡群における瓦陶兼業窯の多くが多孔式煙道窯を採用し、初期瓦の出現時期とも

合致することから両者の系譜に何らかの関係を持つと推測する（岡田2008）。初期瓦生産の開始や

多孔式煙道窯が出現する６世紀末頃は、牛頸窯跡群の生産拡大期にあたり集落の拡大・人口増加の

時期でもあることから、当該期が牛頸窯跡群の大きな画期になることは間違いない。この時期に百

済系の様相が明確になることや、牛頸産の初期瓦が那津官家推定地である比恵・那珂遺跡群に供給

されることから、その背景にはより大きな力が働いていたと考えることは想像に難くない。

　陶棺の生産・梅頭１次１号窯転用墓における象嵌大刀の副葬、さらには７世紀前半における「大

神部見乃官」ヘラ書き須恵器などに見る牛頸窯跡群と畿内との関係性を考慮すると、６世紀末以降

の牛頸窯跡群の渡来人たちは、畿内を経由してきた人々であった可能性も充分想定できるであろう

（註２）。今後、周辺の資料も含めて吟味を重ね、実態を明らかにしていきたい。

【註】

（１）例えば、福岡平野東部の乙金地区遺跡群、福岡平野西部の吉武遺跡群、糸島半島の元岡遺跡群などでは新羅・加耶系
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新羅土器 金属器 (陶質土器 )
模倣椀

新羅土器模倣・影響品

有溝把手付土器 多孔甑 円筒状土製品

参考資料
(那珂遺跡出土資料)

内面平行当具痕

初期の塼？

初期瓦 (ヘラ書きあり )

溝付竪穴住居

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

15 16 17

18

19

20
21

14

「内椋人」銘

頸基部突帯付壺

20

22

第 106 図　牛頸窯跡群の朝鮮半島系資料

(11 ～ 14・21 は 1/8、19 は 1/12、20 は 1/10、22 は縮尺任意、他は 1/6)

(1・2 は白井 1999 より転載、他は各報告書より引用 )
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資料と馬韓・百済系資料が混在しており、同一の集落内・小地域内に多様な系譜の渡来人が存在した可能性がある。

（２）この点について、亀田氏は「朝鮮半島から直接、または近畿地方などに一度立ち寄ってきたものと推測される。この

近畿地方経由の考えは考古学的に証明できるかどうかわからないが、朝鮮半島からの新しい渡来人たちが日本列島の各地に

移動・定着するときに、この７世紀前半頃にまったく近畿地方の大和政権中枢部との関わりなしで可能であったかは疑問で

ある」と指摘している ( 亀田 2008)。筆者は６世紀末以降において渡来人の存在が明確であるにも関わらず搬入品が乏しい

ことが、手がかりの一つになるのではと考えている。　
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４．ヘラ記号について

園井正隆

はじめに　須恵器に記されたヘラ記号については、従前の発掘調査の成果や研究報告書などで、多

くの考察が加えられ、さらに現在も研究が続けられている（註1）。ここでは、本書で報告した乙

金窯跡2基、東浦窯跡群3基、大谷窯跡群4基、合計9基の窯跡から出土した須恵器の蓋杯を対象

に、ヘラ記号の種類や画数についてまとめてみたい。

比率　本書に掲載した972点中、蓋杯の総数は530点を数え、全体の54.5％を占める。その中の

334点にヘラ記号が記されている。表1に示したように、乙金1号窯跡から出土した13点の蓋杯に

ヘラ記号は認められなかった。乙金2号窯跡では23点の蓋杯のうち、4点にヘラ記号が記されており、

17.4％の割合となる。東浦窯跡群1号窯跡では37.5％、2号窯跡では抽出した14点のうち全てに

ヘラ記号を認めた。3号窯跡では12点の蓋杯のうち、7点にヘラ記号があり、58.3％と高い数値を

示している。また、大谷窯跡群では、1・2・4号窯跡で60％を超える割合のヘラ記号を認めた。し

かし、3号窯跡は30％台にとどまっている。

分類　ヘラ記号の観察は、ヘラ記号の形状、画数や線種などに主眼を置いた。表2では、記された

ヘラ記号を小分類として挙げている。また、デザインの原形となる形状を大分類とした。中分類は

ヘラ記号のデザインの組み合わせを図示した。

各窯の傾向　各々の窯跡出土の蓋杯に記されたヘラ記号の出土点数や記号の内容を述べたい。

【乙金窯跡1号窯跡】　掲載遺物の点数は33点であったが、蓋杯が13点あるにもかかわらず、ヘラ

記号を有する蓋杯は認められない。蓋杯の形状や調整方法からⅢA～ⅢB期に位置づけられ、器種

構成としては、蓋杯、高杯、𤭯、壺、提瓶、甕である。

【乙金窯跡2号窯跡】　掲載遺物は45点で蓋杯は23点ある。ヘラ記号を有する蓋杯は4点あり、ヘ

ラ記号の種類は、「 ・ ・ 」の3種類である。「 」は2点あり、蓋と身に施されていた。

【東浦窯跡群1号窯跡】　掲載遺物72点中、蓋杯は48点で、18点にヘラ記号が認められた。細片な

ど10点については、ヘラ記号の形状の判別はできなかった。残る8点は6種類のヘラ記号が認められ、

※上記の点数は、出土遺物中より実測対象とした蓋杯の蓋と身を抽出した点数である。

※不明とは、窯跡群内における出土地点が不明の遺物を指す。

1号 2号 不明 1号 2号 3号 不明 1号 2号 3号 4号
トレ
ンチ

不明

杯蓋

杯身

計

乙金窯跡 東浦窯跡群 大谷窯跡群
合計窯名

ヘ
ラ
記
号

蓋杯数

割合
(％)

合計

表 1　ヘラ記号を有する須恵器蓋杯の出土数一覧表
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大
分
類

中
分
類

小
分
類

個
数

画
数

乙金窯跡 東浦窯跡群 大谷窯跡群
1号窯

蓋－身

19

4

16

8

10

18

2

4

17

2

7

6

9

6

4

3

9

11

10

28

17

4

1

1

2

2

3

3

4

4

1

2

2

3

1

1

2

3

2

3

4

2

3

4

蓋－身蓋－身 蓋－身 蓋－身 蓋－身 蓋－身 蓋－身 蓋－身蓋－身 蓋－身 蓋－身 蓋－身

2号窯 不明 1号窯 2号窯 3号窯 不明 1号窯 2号窯 3号窯 4号窯 トレンチ 不明

2

1

1

1 1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

5 12

10

2

2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

62

8

1

6

6

4

4

4

2

2

2

2

2

13

1

1

1

0 0 1 10 0 3 2 10 48 2 7 6 30

0334 4 1 18 14 7 3 43 134 13 22 22 53

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

7 3

1

1

1 1

1 1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

ヘラ記号総数

出土地点不明

その他

1

3

4

1

2

2－1

2

1－1 3－0

0－1 2－1

0－1

1－0 1－0

1－0

1－0

1－0

2－0

4－4

0－1

2－0

0－1

0－1

1－1

3－0

1－1

0－1

1－1

2－2

2－1

1－1

1－1

0－1

1－0

1－0

3－2

1－1

2－0

1－6

1－0

1－3

3－1

7－6

1－1

0－2

4－2

1－1

1－1

3－0

1－2

3－3

2－0

3－0

2－0

0－2

5－7

7－3

1－1

2－2

1－0

0－1

0－1

0－1

1－0

1－2

0－2

1－0

2－0

0－1

0－2

1－2

0－1

0－1

1－1

0－1

0－1

1－0

1－1

1－0

1－0

2－0

1－0

0－1

0－1

1－1

1－1

0－1

1－0

1－2

0－1

1－0

1－0

1－1

5－1

0－1

0－0 0－0 0－1 6－4 0－0 3－0 0－2 7－3 19－29 0－2 2－5 3－3 12－18

1－0

表 2　乙金窯跡、東浦窯跡群、大谷窯跡群におけるヘラ記号一覧表
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「 」が3点で全て蓋であった。

【東浦窯跡群2号窯跡】　掲載遺物28点中、蓋杯は14点で、ヘラ記号は14点確認した。4種類のヘ

ラ記号の内3種類が複数の遺物で確認された。「 」が3点、「 」が8点、「 」が2点を数える。

特に「 」と「 」は、乙金窯跡や東浦1号窯跡では見られなかったデザインである。「 」は

蓋4点、身4点で、「 」は2点とも蓋であった。

【東浦窯跡群3号窯跡】　掲載遺物23点中、蓋杯は12点で、ヘラ記号を有する蓋杯を7点確認した。

3種類のヘラ記号で、「 」が蓋2点、「 」が身1点、「 」が身1点であった。東浦3号窯跡（Ⅳ

A古）で出土した「 」は、東浦2号窯跡（ⅣA新）で出土した「 」と「 」の原型とも思われ、

ヘラ記号の使用の様相を考えるうえで興味深い。

【大谷窯跡群1号窯跡】　掲載遺物129点中、蓋杯は60点で、43点のヘラ記号を持つ蓋杯を確認した。

ヘラ記号の種類は15種類を数える。「 」を記されたものは5点あり、内訳は蓋が3点、身が2点

である。また、弧状「 」のヘラ記号の蓋・身が2点ずつ出土している。

【大谷窯跡群2号窯跡】　掲載遺物286点中、蓋杯は171点。ヘラ記号を有する蓋杯は総数134点で、

その内訳は蓋が65点、身が69点である。複数の蓋杯が同一ヘラ記号を有する。その内訳は、「 」

7点、「 」6点、「 」13点、「 」4点、「 」4点、「 」12点、「 」10点、「 」6点が主

なヘラ記号である。記号の種類は、判別不能のヘラ記号を含めると約30種を数える。今回報告し

た窯跡の中では最も多いバリエーションである。

【大谷窯跡群3号窯跡】　掲載遺物55点中、蓋杯は43点で、その内13点にヘラ記号を有する蓋杯

を認めた。ヘラ記号の形状が明瞭なものは8点で、蓋4点、身４点であり、7種類の形状を認めた。

複数の蓋杯に記されたヘラ記号は「 」が4点、「 」が2点であった。

【大谷窯跡群4号窯跡】　掲載遺物63点中、蓋杯は36点で、ヘラ記号を持つ蓋杯は22点であり、8

種類の形状の内、「 」「 」「 」「 」「 」の5種類の形状を複数個体で確認した。

使用時期　表3は、各窯跡の操業時期とヘラ記号の使用された時期を示した表である。

　窯跡の操業時期を当てはめると、乙金窯跡がⅢA～ⅢB期に操業し、東浦窯跡群がⅣA期、大谷

窯跡群1・2号窯跡がⅣB期、大谷窯跡群3号窯跡がⅤ～Ⅵ期、大谷窯跡群4号窯跡がⅥ期にかけ

て操業されたと考えられる。このことから、ヘラ記号はⅢA～ⅢB期に少なく、ⅣA期に増加し、

ⅣB期には種類のバリエーションが拡大し、Ⅴ期～Ⅵ期には減少する。牛頸窯跡群では、Ⅳ期に生

産が拡大することが明らかになっているが、ヘラ記号のバリエーションからすると生産のみならず、

流通も拡大・複雑化する様相が読み取れる。

　なお、ⅢA期から使用された「 」「 」「 」は、Ⅵ期まで継続して使用されたデザインであ

る。次に、ⅣA期には「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」が出現し、バリエーションの

増加がみられる。その内「 」「 」はⅣB期で途切れるが、他はⅥ期までの継続使用が認められる。

ⅣB期ではヘラ記号のデザインはさらに増加し、「 」「 」「 」「 」「 」「 」「　」「 」

「 」「 」「 」などが出現するが、「 」「 」「　」「 」はⅥ期まで継続する。他はⅣB期の

みの使用である。
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ⅢA期 ⅢB期 ⅣA期 ⅣB期 Ⅴ期 Ⅵ期

乙金窯跡

東浦窯跡群

大谷窯跡群

1号窯跡

2号窯跡

1号窯跡

2号窯跡

3号窯跡

1号窯跡

2号窯跡

3号窯跡

4号窯跡

時期
窯跡

表 3　乙金窯跡、東浦窯跡群、大谷窯跡群のヘラ記号使用時期一覧表
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ⅢA・ⅢB期 ⅣA期 ⅣB期 Ⅴ期 Ⅵ期

　なお、ⅢA～ⅢB期におけるヘラ記号の少なさは、表4に示されるように、他の窯にも同様の

傾向が認められ、ヘラ記号が需要され始めた当時の様相が想起される。

デザインの変遷　ヘラ記号が使用された時期を、窯の操業時期に照らし合わせた表3では、「 」

「 」「 」は乙金・東浦・大谷窯跡で認められ、基本ともいえるデザインである。この基本デザ

インに線を付加することで、デザイ

ンの種類を拡大させ、供給先への対

応を図ったものと思われる。表5で

図示したものはデザインの変遷であ

る。Ⅲ期に出現した基本形に、縦も

しくは横に1本の直線を加えたもの

がⅣA期に出現するヘラ記号である。

この時期に1画の「 」と、「 」

から発展したと思われる「 」が出

現し、1画ずつ付加されて新たな記

号を創り出している。ⅣB期には弧

状のデザインや1画で描くことがで

きる「 」や「 」などが創出される。

デザインの変遷はこのように1画を

どこに付加するか、または、複雑な

デザインを創り出すことでバリエーションの増加につながっている。

意義づけ　ヘラ記号の意義については、生産地と供給先に関する議論がこれまで行われ、供給先を

示す記号との見方が主流を占めている。ヘラ記号をデザインとして画数に注目してみた。

　当時、ヘラ記号を記す作業は工房において、土器の成形後に素早く行っていたと推察できる。ま

た、複数供給地に送るためには複数のヘラ記号が必要となろう。このような状況の下で、土器に記

す場合、必然的に効率的なデザイン、つまり、少ない画数の記号が想定されるため、窯跡より出土

したヘラ記号の画数について触れてみたい。

　現に描かれているヘラ記号の画数は「 」「 」「 」などの１画もあれば、「 」「 」のよ

うな４画もある。さらに、それ以上の画数のデザインも見られるのである。

表４　Ⅲ期操業窯のヘラ記号を有する蓋杯の出土数一覧表

窯　名
乙金窯跡(註2) 本堂遺跡14次(註3) 野添窯跡(註4)

１号(H24年調査) 灰原 ６号

出土蓋杯数

ヘ
ラ
記
号

杯蓋

（身・蓋）杯身

割合(％)

計

表 5　ヘラ記号のデザイン変遷表
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　そこで、出土した個体数から画数の比率を表6に示してみた。ここに挙げたヘラ記号は判読可能

なものを抽出したものである。破片や判読困難な資料は不明資料とした。ヘラ記号のデザインの1

画から3画までが58.1％であった。その中でも、2画のデザインが22．1％と最も高い値を示し、

次いで、3画が19.5％、1画が16.5％と、20％前後の数値であるのに対して、4画のデザインでは6.0％

と低い値であった。つまり、3画までのデザインをベースとして様々なデザインを加えていったと

考えられよう。

　工人が工房において土器の成形を行った後、ヘラ記号を記す際に時間をかけずに描くには、1画～

3画のデザインが主流であった可能性が高い。デザインの変遷で示したように、従来から使用され

たデザインに直線や弧、または円などを付加した新種のデザインであっても少画数の形状を創出し

ている。

　このようなヘラ記号のデザインの使用期間や増減に関しては、歴史的な背景や消費地の動向もふ

まえ、更なる検討が必要である。

ヘラ記号の
画数

1画

2画

3画

4画

不明その他

合計

乙金・東浦・大谷窯跡で使用されたヘラ記号 個体数
総数の
比率

55

74

65

20

120

334

16.5％

22.1％

19.5％

6.0％

35.9％

100％

表 6　ヘラ記号の画数における使用比率一覧表

【註】

（１）『牛頸窯跡群－総括報告書Ⅰ－』　大野城市文化財調査報告書　第 77 集　2008　大野城市教育委員会

（２）「乙金窯跡」は本書に掲載した乙金 1号と同一の窯跡で、平成 24 年の調査で出土した資料を参考資料として取り上げた。

　　『乙金地区遺跡群 22 ～善一田遺跡第 1次調査～』　大野城市文化財調査報告書　第 158 集　大野城市教育委員会

（３）「本堂 14 次遺跡」は灰原のみ確認された。

　　『牛頸本堂窯跡Ⅸ』　大野城市文化財調査報告書　第 83 集　2008 大野城市教育委員会　

（４）「野添窯跡」は 1969 年に調査が行われ、Ⅲ A期の窯跡に位置付けられている。

　　『野添窯跡』　大野城市文化財調査報告書　第 22 集　1987　大野城市教育委員会
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 1号焼成部下層 ①(13.8)　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N4/
外面ワラ状痕跡、歪み

須恵器 杯蓋 1号焼成部下層 ①(13.8)　②4.3　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、灰N6/～黒N2/ 内、灰白N7/

外面降灰、内面ワラ状

痕跡

須恵器 杯蓋 1号窯体下層 ①(16.0)　②3.9　⑤1/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜角閃石微量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/

須恵器 杯身 1号下層
①(13.2)　②4.1　⑤1/2

受部径(15.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/

須恵器
高杯

（杯部）
1号窯体上層

①(14.4)　②〈4.2〉

⑤2/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケ

ズリ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y5/1
歪み

須恵器
高杯

（杯部）
1号窯体下層

①(15.2)　②〈4.7〉

⑤1/3　受部径(16.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、工具痕

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1
歪み

須恵器
高杯

(脚部)
1号焼成部下層 ②〈12.3〉　⑤1/3

外面：杯部回転ナデ、脚部回転ナデ後カキメ

内面：杯部回転ナデ後ナデ、脚部回転ナデ後ナ

デ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/

外面降灰、3方向に2段

透孔、内面ワラ状痕跡

須恵器
高杯

(脚部)
1号窯体下層 ②〈6.1〉　③(7.6)　⑤1/5

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰7.5Y5/1

内面シボリ痕、3方向

に方形透孔

須恵器
𤭯𤭯

(頸部)
1号焚口部下層

②〈5.6〉　⑤頸部破片

頸部径(4.2)

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜石英少量　B：良好

C：外、青灰5B5/1　内、灰N5/
波状文

須恵器 杯蓋 1号灰原 ②〈3.7〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ、一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英白色粒子少量　B：やや不良　

C：外、灰N5/　内、灰7.5Y5/1

須恵器 杯蓋 1号灰原 ①(13.2)　②3.8　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白7.5Y7/1
内面降灰

須恵器 杯蓋 1号灰原
①(14.0)　②〈3.7〉

⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY6/1　内、オリーブ灰

須恵器 杯蓋 1号灰原下層 ①(14.4)　②3.7　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、オリーブ灰10Y6/2

須恵器 杯身 1号灰原
①(11.6)　②〈4.3〉

⑤1/4　受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜石英微量1～1.5㎜白色粒子長石多

量　B：良好　C：外、灰5Y6/1　内、灰白5Y7/1

須恵器 杯身 1号灰原
①(13.8)　②〈3.8〉

⑤1/16　受部径(15.8)

外面：回転ナデ後ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜黒色粒子少量白色粒子多量　B：

良好　C：外、灰5Y6/1　内、灰白5Y7/1

須恵器
高杯

(脚部)
1号灰原上層 ②〈10.0〉　⑤脚部破片

外面：杯部回転ナデ、脚部回転ナデ

内面：脚部ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰10Y5/1

3方向に2段の透孔、内

面シボリ痕

須恵器
甕

(口縁)
1号埋土中

①(14.6)　②〈4.1〉　

⑤口縁部1/3　頸部径(11.7)

外面：口縁部回転ナデ、頸部平行タタキ後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器
甕

(口縁)
1号灰原 ②〈6.0〉⑤1/10

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰5Y5/1

須恵器 皿状製品 1号灰原 ②1.6　⑤1/8
外面：ナデ、工具痕、指オサエ

内面：ナデ、当具痕、工具痕、指オサエ

A：精良　1～2㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰5Y5/1
手捏ね

須恵器 杯蓋 1号 ①(13.1)　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ、手持ちヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1

須恵器 杯蓋 1号 ①(14.4)　②4.5　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1

須恵器 杯身 1号
①(13.3)　②3.4　⑤1/3

受部径(15.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細粒子含む　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
外面降灰、溶着物

須恵器
高杯

(脚部)
1号 ②〈4.8〉　⑤1/8

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/
外面降灰、透孔

須恵器
高杯

(脚部)
1号 ②4.9　③(11.6)　⑤1/6

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
外面降灰

須恵器
高杯

(脚部)
1号表採

②〈10.9〉　⑤ほぼ完形

脚裾径(6.9)

外面：ナデ　工具痕

内面：ナデ

A：精良　長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

内面シボリ痕、3方向

の未貫通透孔

須恵器
提瓶

（体部）
1号 ②〈13.0〉　⑤1/10

外面：回転ナデ後一部カキメ、体部平行タタキ

内面：体部同心円当具後回転ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、青灰10BG5/1　内、青灰10BG5/1
肩部に環状把手

須恵器
甕

(口頸)
1号

①(13.8)　②〈5.3〉

⑤1/3

外面：回転ナデ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具痕

A：精良　1㎜長石多量　B：良好　C：外、灰

7.5Y6/1～オリーブ黒7.5Y3/1　内、灰7.5Y6/1

～黒N2/

内面降灰

須恵器
甕

(口頸)
1号

②〈9.1〉

⑤口縁～肩部破片

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ後カキ

メ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕後回

転ナデ

A：精良　1㎜石英長石微量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

須恵器
甕

(口頸)
1号

①(16.3)　②〈5.4〉

⑤1/8

外面：口縁部回転ナデ、頸部タタキ後ナデ、体

部平行タタキ後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗緑灰5G3/1　内、青灰5B5/1

須恵器
甕

(口頸)
1号

①(21.9)　②〈7.6〉

⑤1/8

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ後ナデ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰オリーブ7.5Y6/2

須恵器 甕 1号
②〈9.7〉　⑤1/4

頸部径(16.6)

外面：頸部カキメ、体部平行タタキ後カキメ、

一部ナデ

内面：頸部回転ナデ、体部当具後回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY6/1　内、灰N5/

須恵器 甕 1号 ②〈10.9〉　⑤1/5

外面：口縁部降灰の為調整不明瞭、体部平行タ

タキ後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具後回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰N4/
外面シボリ痕

須恵器
甕

(口頸)
1号 ②〈6.6〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰N4/

須恵器 杯蓋 2号焼成部下方 ①13.0　②4.5　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
歪み、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①(13.2)　②3.6　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、同心円当具痕

A：精良　微細長石少量1～3㎜石英多量　B：良好　

C：外、灰N4/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号焼成部下方 ①(13.2)　②4.2　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石微量　B：良好

C：外、暗灰N3/～灰N6/　内、灰N5/
ヘラ記号

乙金窯跡　1号窯跡

乙金窯跡　2号窯跡

表 7　乙金窯跡出土遺物観察表
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 2号焼成部下方 ①(13.6)　②3.9　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
外面降灰、別個体溶着

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①14.2　②3.8　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/
歪み

須恵器 杯身 2号焼成部下方
①11.4　②4.1　⑤3/5

受部径13.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰白N7/

ヘラ記号、外面降灰、

蓋と重焼き、溶着物多

数

須恵器 壺 2号焼成部下方 ①(7.4)　②〈5.8〉　⑤1/5
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英長石白色粒子少量　B：良好　

C：外、灰N4/　内、灰N6/

内外面降灰、自然釉、

溶着物

須恵器
甕

（口縁）
2号焼成部下方 ②〈5.6〉　⑤口縁部破片

外面：ナデ、カキメ後波状文

内面：ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰10Y6/1
内面降灰、波状文

須恵器 杯蓋 2号焚口部1層 ①10.3　②3.1　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具後ナデ

A：精良　3㎜石英多量　B：やや不良

C：外、灰N5/　内、灰5Y6/1

須恵器 杯身 2号焚口部2層
①11.9　②3.9　⑤ほぼ完形

受部径14.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　3㎜石英多量　B：やや不良

C：外、灰7.5Y6/1～4/1　内、灰7.5Y6/1

ヘラ記号、別個体溶

着、重焼痕

須恵器
甕

(口縁)
2号焚口部2層 ②〈4.3〉　⑤口縁部破片

外面：ナデ

内面：ナデ

A：精良　2㎜石英少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、褐灰7.5YR4/1

外面降灰、波状文、外

面磨滅

須恵器 杯蓋 2号燃焼部 ①13.0　②3.7　⑤2/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、頂部自然釉付

着の為調整不明瞭

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1～3㎜石英角閃石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N4/

別個体溶着、外面自然

釉

須恵器 杯蓋 2号燃焼部 ①13.3　②3.6　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量2～3㎜石英多量

B：良好　C：外、青黒10BG2/1　内、青灰10BG5/1
外面降灰、別個体溶着

須恵器 杯蓋 2号燃焼部 ①(13.8)　②3.4　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N4/

須恵器 杯蓋 2号2次床面下 ①(14.4)　②4.1　⑤2/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1.5㎜石英少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、黄灰2.5Y5/1

須恵器 杯蓋 2号2次床面下 ①(16.4)　②4.4　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰黄褐10YR5/2　内、灰黄褐10YR6/2

須恵器 杯身 2号燃焼部
①(11.0)　②4.0　⑤1/3

受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子　B：良好

C：外、灰7.5Y5/　内、灰N5/

外部降灰、蓋と重焼

き、歪み

須恵器 杯身 2号燃焼部
①(12.0)　②4.0　⑤1/3

受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1～2㎜乳白色粒子赤褐色粒子　B：やや

不良 C：外、黄灰2.5Y4/1　内、灰白2.5Y7/1

別個体溶着、外面降

灰、蓋と重焼き

須恵器 両耳壺 2号窯尻部
①(17.4)　②〈8.6〉

⑤口縁～肩部破片、把手片

外面：口縁部回転ナデ後一部カキメ、平行タタキ

後カキメ一部ナデ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具後ナデ

A：精良　1～2㎜長石少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY6/1～暗灰N3/　内、暗灰 環状把手、重焼痕

須恵器
提瓶

（肩部）
2号窯尻部

②〈3.8〉　⑤頸部破片

頸部径(6.8)

外面：頸部回転ナデ後カキメ、体部回転ナデ後一

部カキメ、把手回転ナデ、指オサエ

内面：頸部ナデ、体部同心円当具後回転ナデ

A：精良　B：良好　C：外、にぶい黄橙10YR6/3～

暗オリーブ5Y4/4　内、灰7.5Y6/1～4/1

内外面自然釉、外面溶

着物

須恵器
甕

(口頸)
2号窯尻部 ①(26.0)　②〈9.8〉　⑤1/5

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好　C：

外、黄灰2.5Y5/1　内、暗褐10YR3/3～灰10Y4/1

降灰、内面ワラ状痕

跡、内外面自然釉

須恵器
大甕

(頸部)
2号窯尻部 ②〈9.8〉　⑤頸部破片

外面：頸部回転ナデ、体部擬格子タタキ

内面：頸部回転ナデ、工具ナデ、体部同心円当具

痕

A：精良　1～5㎜石英多量　B：良好

C：外、黒7.5Y2/1、灰黄2.5Y6/2　内、黒7.5Y2/1

外面降灰、自然釉、波

状文、歪み

須恵器 杯身 2号灰原
①(11.9)　②〈4.8〉　⑤1/3

受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N5/～灰黄褐10YR6/2　内、灰N5/
外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原
①(12.6)　②〈3.7〉 ⑤1/3

受部径(15.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/
歪み

須恵器
甕

(口縁)
2号灰原 ②〈3.6〉　⑤1/6

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英多量　B：やや不良

C：外、黒N2/　内、灰7.5Y4/1
外面降灰、波状文

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原 ①(20.4)　②〈7.5〉　⑤破片

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部当具痕

A：精良　1～4㎜白色粒子多量　B：良好　C：

外、黒褐2.5Y3/1～暗灰黄2.5Y4/2　内、黒褐

2.5Y3/1～灰N5/

外面降灰、自然釉

須恵器 杯蓋 2号 ①(13.2)　②3.5　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、当具痕

A：精良　1㎜長石少量1～3㎜石英多量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N5/
外面降灰、外面自然釉

須恵器 杯蓋 2号 ①(13.2)　②3.5　⑤2/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、頂部自然釉付

着の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜角閃石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/
外面降灰、外面自然釉

須恵器 杯蓋 2号 ①(13.6)　②3.5　⑤1/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英角閃石少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、黒N2/

外面ヘラケズリが磨き

状の調整

須恵器 杯身 2号
①(11.9)　②4.2　⑤1/6

受部径(13.7)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、当具痕

A：精良　1㎜石英少量微細白色粒子多量　B：良

好　C：外、灰N5/　内、灰N6/
外面降灰

須恵器 杯身 2号
①(11.3)　②4.0　⑤1/3

受部径(13.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、灰N6/
外面降灰

須恵器 杯身 2号 ①(11.8)　②4.0　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N5/
ヘラ記号、別個体溶着

須恵器
𤭯𤭯

(口縁)
2号 ①(11.8)　②〈4.0〉　⑤1/3

外面：回転ナデ

内面　回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好　C：外、黒

2.5Y2/1　内、黒褐2.5Y3/1、黄灰2.5Y4/1

内面降灰、歪み、自然

釉、波状文

須恵器
𤭯𤭯

(口縁)
2号 ①(11.2)　②〈2.5〉　⑤1/8

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
波状文

須恵器 瓶類 2号 ②〈6.5〉　⑤底部破片

外面：回転ナデ後カキメ、底部短いピッチのケズ

リ

内面：タタキ後ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石微量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器
甕／壺

(口縁)
2号 ①(9.0)　②〈5.0〉　⑤1/4

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、工具ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1、黒N1.5/　内、暗灰N3/
内外面降灰

須恵器
甕

(頸部)
2号

②〈9.2〉　⑤1/4頸部

頸部径(15.6)

外面：頸部回転ナデ、体部平行タタキ後カキメ

内面：頸部回転ナデ、体部当具後一部ナデ

A：精良　1～2㎜黒色粒子赤色粒子

B：良好　C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白N7/

須恵器 大甕 2号 ②〈13.2〉　⑤1/7
外面：回転ナデ後カキメ、指オサエ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰10Y5/1

波状文、刺突による斜

線文

須恵器
大甕

（肩部）
2号 ②〈15.0〉　⑤頸部～肩部破片

外面：頸部回転ナデ、体部擬格子タタキ

内面：頸部付け根に指オサエ、体部当具痕

A：精良　1～2㎜白色粒子黒色粒子　B：良好

C：外、にぶい黄褐10YR5/3　内、褐灰10YR6/1
歪み

須恵器 杯身 不明
①(11.6)　②3.7　⑤4/1

受部径(13.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、当具痕

A：精良　微細黒色粒子少量　B：良好

C：外、明オリーブ灰2.5GY7/1　内、オリーブ灰 ヘラ記号

乙金窯跡　出土地不明
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
大甕

（頸部）
不明 ②〈10.1〉　⑤頸部破片

外面：回転ナデ、カキメ後回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～1.5㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、黄灰2.5Y5/1
斜線文、接合部で剥離

須恵器
器台

（脚部）
不明 ②〈6.6〉　③(31.2)　⑤1/8

外面：回転ナデ、ケズリ

内面：回転ナデ、ケズリ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

外面降灰、5方向に2段

透孔、波状文、歪み

須恵器
器台

（脚部）
不明 ②〈1.5〉　⑤破片

外面：回転ナデ、ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～3㎜長石少量　B：良好

C：外、青灰5B5/1　内、灰N6/
歪み、波状文

土製品 窯壁 不明 長16.4　幅16.1　厚8.8
A：粗　1～3㎜石英多量　　C：外、灰白10YR7/1　

内、橙5YR6/8～褐灰10YR5/1
スサ混入

縄文土器
浅鉢

(口縁)
不明 ②〈4.6〉　⑤1/10

外面：ナデ、磨滅により調整不明瞭

内面：ナデ

A：精良　石英長石角閃石赤色粒子多量　B：やや

不良

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y5/1

条痕

遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ①(10.4)　②〈3.6〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、黒5Y2/1　内、灰10Y4/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ①(12.8)　②3.6　⑤1/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ①(13.0)　②3.3　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰オリーブ5GY6/1　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号焼成部 ②3.5　⑤1/4
外面：回転ナデ、底部回転ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英角閃石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、黄灰2.5Y5/1

須恵器 杯身 1号焼成部 ②〈3.6〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、灰N6/　内、灰N6/
別個体溶着

須恵器
甕

(口縁)
1号焼成部 ②〈7.7〉　⑤1/10

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～3㎜石英少量　B：良好

C：外、褐灰10YR5/1　内、褐灰10YR5/1
連続斜線文

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(11.8)　②4.3　⑤3/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜長石少量石英多量　B：やや不良

C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(12.4)　②〈2.8〉　⑤1/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量白色粒子多量　B：良好

C：外、暗緑灰5G4/1　内、暗緑灰5G4/1

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(11.9)　②3.8　⑤1/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/1　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(12.1)　②3.9　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　2㎜石英多量　B：良好

C：外、青灰5B5/1　内、青灰5B6/1

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(13.0)　②〈3.3〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英角閃石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/

ヘラ記号、別個体溶

着、自然釉

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ②〈3.5〉　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、暗灰N3/　内、褐灰5YR4/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①13.0　②4.0　⑤完形

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜乳白色粒子　B：やや不良

C：外、暗灰N3/　内、暗灰N3/

内外面降灰、自然釉、

歪み

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(13.9)　②〈3.2〉　⑤1/8
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細石英長石少量　B：不良

C：外、にぶい黄橙10YR7/2　内、にぶい黄橙

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(12.8)　②〈3.7〉　⑤3/4
外面：回転ナデ後ケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3.5㎜石英多量　B：不良

C：外、淡黄2.5Y8/3　内、浅黄橙10YR8/3
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ①(12.2)　②〈4.0〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ　指オサエ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：不良

C：外、灰白10YR8/1　内、灰白N8/
全体的に磨滅

須恵器 杯蓋 1号焚口部
①(11.6)　②〈1.8〉　⑤1/4

受部径(13.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、オリーブ灰 外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ②〈1.9〉　⑤口縁部破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細黒色粒子微量1㎜白色粒子少量

B：良好　C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ②〈2.7〉　⑤口縁部破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、にぶい黄橙10YR7/2　内、灰白10YR8/2

須恵器 杯蓋 1号焚口部 ②〈3.3〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英微量　B：やや不良

C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1

須恵器 杯身 1号焚口部
①(9.9)　②3.1　⑤1/2

受部径(12.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　、回転ヘラケ

ズリ後ナデ、板状圧痕

内面：回転ナデ　指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、黒褐2.5Y3/1　内、暗灰N3/
外面降灰、歪み

須恵器 杯身 1号焚口部
①(10.3)　②〈2.4〉

⑤1/4口縁部　受部径(12.4)

外面：回転ナデ後ケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：やや不良

C：外、暗灰黄2.5Y5/2　内、灰褐10YR5/1
外面降灰

須恵器 杯身 1号焚口部
①(10.2)　②2.8　⑤1/3

受部径(12.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　、回転ヘラケ

ズリ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、黄灰2.5Y5/1
別個体溶着

須恵器 杯身 1号焚口部
①(10.2)　②〈3.7〉　⑤1/3

受部径(12.6)

外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ、底部ヘラ切

り

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰白N7/

須恵器 杯身 1号焚口部
①(10.4)　②3.3　⑤1/3

受部径(13.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　、回転ヘラケ

ズリ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、オリーブ黒5Y3/1　内、灰N4/
外面降灰

須恵器 杯身 1号焚口部
①10.9　②3.6　⑤4/5

受部径13.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N4/
別個体溶着

東浦窯跡群　1号窯跡

表 8　東浦窯跡群出土遺物観察表
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 1号焚口部
①11.1　②3.7　⑤完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜長石少量石英白色粒子多量　B：

良好　C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
内外面降灰、歪み

須恵器 杯身 1号焚口部
①(11.2)　②〈2.8〉　⑤1/5

受部径(13.0)

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 1号焚口部
①(11.4)　②〈2.8〉　⑤1/6

受部径(13.6)

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子　B：良好

C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰白2.5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号焚口部
①(11.6)　②〈2.1〉

⑤口縁部破片　受部径(14.0)

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR5/1　内、褐灰7.5YR5/1
外面溶着物

須恵器 杯身 1号焚口部 ②〈2.2〉　⑤口縁部破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/

須恵器 杯身 1号焚口部 ②〈3.1〉　⑤口縁部破片
外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y6/1
溶着片あり、外面降灰

須恵器 杯身 1号焚口部 ②〈2.7〉　⑤1/4口縁部
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、褐灰10YR6/1

須恵器
高杯

（杯部）
1号焚口部 ①(9.6)　②〈4.0〉　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰N5/

須恵器
高杯

（脚部）
1号焚口部 ②〈4.5〉　⑤脚部破片

外面：ナデ

内面：ナデ

A：精良　1㎜石英白色粒子微量　B：不良

C：外、にぶい橙7.5YR5/4　内、にぶい橙 3方向に透孔

須恵器 杯蓋 1号前庭部 ①(12.6)　②3.9　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号前庭部 ①(12.0)　②4.4　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～1.5㎜石英白色粒子多量　B：良好　

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 1号前庭部 ①12.7　②3.9　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、黒10Y2/1　内、灰N4/

ヘラ記号、重焼痕、別

個体溶着

須恵器 杯身 1号前庭部
①(10.8)　②3.7　⑤1/2

受部径(12.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2.5㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、青灰5PB6/1　内、明青灰5PB7/1

須恵器
高杯

(脚部)
1号前庭部 ②〈4.7〉　③(6.4)　⑤1/2脚部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y5/1

内面シボリ痕、外面降

灰

須恵器
高杯

(脚部)
1号前庭部 ②〈5.5〉　③8.4　⑤3/4

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕、外面磨滅

須恵器 壺 1号前庭部
①(8.4)　②〈4.1〉　

⑤1/6口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～1.5㎜石英白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR5/2　内、灰黄褐10YR4/2
内外面降灰

須恵器 壺 1号前庭部 ①10.6　②10.5　⑤ほぼ完形

外面：口縁部回転ナデ、体部上半部回転ナデ後カ

キメ下半部回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 𤭯𤭯 1号前庭部 ②〈6.3〉　⑤1/3胴部
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/
外面降灰

須恵器
大甕

（口縁）
1号前庭部

①(60.0)　②〈18.9〉

⑤1/7口縁部

外面：口縁部回転ナデ後一部カキメ、体部回転ナ

デ

内面：回転ナデ、工具ナデ後ナデ、指圧痕、体部

当具痕

A：精良　1～3㎜長石角閃石金雲母少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y4/1
波状文

須恵器 杯蓋 1号灰原 ①(12.1)　②3.6　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号灰原 ①(12.6)　②3.3　⑤1/4

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後手持ちヘラケズ

リ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、黄灰2.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号灰原
①(9.8)　②3.7　⑤1/4

受部径(11.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、暗灰黄2.5Y5/2

ヘラ記号、外面降灰、

溶着物、焼き膨れ

須恵器 杯身 1号灰原
①(10.6)　②〈4.0〉　⑤1/4

受部径(12.4)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、オリーブ黒7.5Y3/1　内、灰10Y5/1

ヘラ記号、焼き膨れ、

歪み

須恵器 高杯 1号灰原 ①(10.4)　②〈4.1〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2

須恵器 高杯 1号灰原 ①(11.2)　②〈4.2〉　⑤1/4

外面：上半部回転ナデ、下半部回転ヘラケズリ後

カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、灰7.5Y6/1

須恵器 椀 1号灰原 ①(8.4）　②〈5.0〉　⑤1/4
外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄褐10YR6/2　内、灰黄褐10YR5/2
ヘラ記号

須恵器 椀 1号灰原 ①(14.0)　②〈5.0〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1

須恵器 平瓶 1号灰原 ②〈10.0〉　⑤1/2

外面：上半部回転ナデ後カキメ、指頭痕、下半部

回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英長石少量　B：良好

C：外、赤灰10R6/1　内、褐灰7.5YR6/1

須恵器 すり鉢 1号灰原 ①(17.0)　②〈12.0〉　⑤1/4
外面：工具による回転ナデ、カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰白N5/　内、灰白N4/

接合部降灰、接合部で

剥離

須恵器 杯蓋 1号溝 ①(13.2)　②〈3.3〉　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 1号トレンチ ①(12.0)　②2.4　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号トレンチ ①(14.0)　②4.3　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号トレンチ
①(10.6)　②3.5　⑤1/3

受部径(12.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　2～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号トレンチ
①(10.0)　②3.7　⑤1/4

受部径(12.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器 杯身 1号トレンチ
①(12.7)　②3.0　⑤1/5

受部径(14.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号、別個体溶着

須恵器
高杯

(脚部)
1号トレンチ ②〈4.6〉　③8.5　⑤3/4底部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
1号トレンチ ②〈5.8〉　⑤脚裾部を欠損

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白N7/　内、灰N6/
内面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
1号トレンチ ②〈11.5〉　⑤脚裾部を欠損

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ、ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
内面降灰

須恵器 平瓶 1号トレンチ ②〈3.6〉　⑤頸部～肩部破片
外面：カキメ、浮文貼付

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜角閃石白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N5/　内、灰5Y5/1

ヘラ記号、風船技法、

内外面降灰
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
甕

(口頸)
1号トレンチ ②〈5.7〉　⑤1/8口縁部

外面：口縁部回転ナデ、頸部平行タタキ後回転ナ

デ

内面：口縁部回転ナデ、頸部平行タタキ後指当

痕、一部当具痕残る

A：精良　微細長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、黄灰2.5Y6/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器
甕

(口頸)
1号トレンチ ②〈7.4〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1
連続斜線文

須恵器 杯蓋 1号 ①11.1　②4.0　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石多量　B：良好

C：外、黒N2/　内、黒N2/
内外面黒変

須恵器 椀 1号 ①10.8　②4.6　⑤3/4
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後指オサエ

A：精良　小石混入　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号、歪み

須恵器
大甕

（口頸）
1号 ②〈14.0〉　⑤口縁部破片

外面：口縁部ナデ、工具によるナデ、強いハケの

アタリ、体部ナデ

内面：口縁部ナデ、降灰の為調整不明瞭、体部同

心円当具痕

A：精良　1㎜石英長石多量　B：良好

C：灰白5Y7/1～灰5Y6/1　内、灰5Y5/1
斜線文

須恵器
大甕

（口縁）
1号 ②〈4.2〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ、ハケ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石微量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1～灰N5/　内、黄灰2.5Y5/1
斜線文

須恵器 大甕 1号 ②〈28.9〉　⑤胴部破片
外面：擬格子タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜長石白色粒子　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1～黄灰2.5Y5/1　内、黄灰

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①12.8　②3.6　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　微細～1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
ヘラ記号

焼き台 焼き台 2号焼成部
長13.0　幅12.0　厚1.1　

⑤破片

外面：

内面：同心円当具痕、端部ヘラ切り

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青黒5B2/1　内、青灰5B6/1
花崗岩に溶着、窯道具

須恵器
甕

(口縁)
2号燃焼部 ①(16.0)　②〈5.8〉　⑤1/3

外面：口縁部回転ナデ、体部擬格子タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具後一部ナ

デ

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、浅黄2.5Y7/3　内、灰黄2.5Y7/2

ヘラ記号、全体的に磨

滅

須恵器
大甕

(口縁)
2号燃焼部 ②〈6.1〉　⑤口縁部破片

外面：カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白7.5Y7/1
連続斜線文

須恵器
大甕

(口縁)
2号燃焼部 ②〈5.9〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：ナデ、工具ナデ、指オサエ

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰7.5Y5/1
波状文

須恵器
大甕

(口縁)
2号燃焼部 ②〈6.4〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ、カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰白N4/　内、灰7.5Y5/1
波状文、内面降灰

須恵器 杯蓋 2号焚口部 ①(14.0)　②〈3.8〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ、当具痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、緑灰10G5/1　内、青灰5BG6/1
ヘラ記号、穿孔

須恵器 杯蓋 2号焚口部 ①(13.6)　②〈3.8〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、にぶい黄橙10YR7/2　内、にぶい黄橙

須恵器 杯蓋 2号溝 ①13.1　②4.6　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5B5/1　内、青灰5B6/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 2号溝 ①(13.1)　②〈3.0〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、青灰5BG6/1

須恵器
高杯

(杯部)
2号溝 ①(12.0)　②〈3.8〉　⑤1/8

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、浅黄2.5Y7/3
内面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①12.1　②4.1　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子少量黒色粒子赤色粒子多量　

B：やや不良　C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰白 ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①12.3　②4.3　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白7.5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①12.1　②4.3　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子少量黒色粒子多量　B：や

や不良　C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2

ヘラ記号、天井部押し

出し技法

須恵器 杯蓋 2号 ①12.4　②4.4　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ

A：精良　微細～1㎜石英長石角閃石少量　B：や

や不良　C：外、灰白10YR8/2　内、浅黄2.5Y7/3
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①13.8　②4.2　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 2号 ①12.7　②3.1　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰10BG6/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①12.7　②3.6　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ後指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰10BG5/1　内、青灰5BG5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①10.4　②4.0　⑤完形

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ

A：精良　微細角閃石少量1㎜白色粒子微量　B：

やや不良　C：外、灰白10YR7/1　内、にぶい黄橙 ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①10.6　②4.3　⑤3/5

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石1㎜角閃石少量　B：やや不良　

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①10.7　②3.8　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石角閃石少量　B：やや不良　

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①11.2　②3.3　⑤完形

受部径13.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜白色粒子赤色粒子多量　B：良好　

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①9.9　②3.7　⑤完形

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石微量　B：やや不良

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号、外面磨滅

須恵器 杯身 2号
①10.6　②3.8　⑤完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N7/
溶着物

須恵器 杯身 2号 ②〈3.0〉　⑤口縁～底部破片
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、淡黄2.5Y8/3　内、淡黄2.5Y8/3
穿孔

須恵器
甕

(口縁)
2号 ②〈5.5〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ、ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰7.5Y4/1
斜線文

須恵器
大甕

(口頸)
2号

①(72.8)　②〈16.3〉

⑤1/8口縁部

外面：口縁部ナデ、頸部工具による回転ナデ後一

部ナデ、体部平行タタキ

内面：口縁部ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜石英長石多量　B：良好

C：外、灰7.5Y4/1　内、灰10Y4/1

連続斜線文、内面頸部

粘土貼付

須恵器
高杯

(杯部)
3号焼成部 ②〈3.6〉　⑤杯部破片

外面：カキメ

内面：ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、にぶい赤褐5YR4/3　内、にぶい赤褐 沈線文

須恵器 𤭯𤭯 3号焼成部
②〈6.6〉

⑤胴部～底部破片

外面：上半部カキメ、下半部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1～2㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、黄灰2.5Y6/1～黒褐2.5Y3/1　内、黒 刺突文、内外面降灰

東浦窯跡群　2号窯跡

東浦窯跡群　3号窯跡
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋／身 3号焼成部
長〈12.0〉　②〈1.8〉

⑤破片

外面：磨滅の為不明瞭

内面：磨滅の為不明瞭

A：1㎜石英微量長石少量　B：良好　　C：外、に

ぶい黄橙10YR7/4　内、にぶい黄橙10YR7/4
穿孔

須恵器
甕

(口頸)
3号焼成部

①22.2　②〈14.3〉

⑤口縁～肩部破片

外面：ナデ、擬格子タタキ

内面：ナデ、同心円当具痕

A：精良　微細長石1㎜石英白色粒子少量　B：良

好　C：外、暗灰N3/～灰オリーブ5Y5/2　内、暗

灰N3/

溶着物

須恵器 杯蓋 3号燃焼部 ①(12.8)　②〈3.5〉　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1～2mm石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

ヘラ記号、外面降灰、

焼き歪み

須恵器 杯蓋 3号燃焼部 ①(12.3)　②3.5　⑤1/2

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ、一部未調整、

工具痕

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜石英2㎜白色粒子少量　B：

やや不良

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3号燃焼部 ①13.0　②3.9　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指圧痕

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 高杯 3号燃焼部
①13.0　②〈16.0〉　⑤4/5

受部径15.7

外面：杯部回転ナデ後カキメ、脚部回転ナデ後カ

キメ、カキメ後ナデ

内面：杯部回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/

杯部に激しい歪み、溶

着物

須恵器 杯蓋 3号焚口部 ①(13.2)　②3.3　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰白2.5Y7/1
ヘラ記号、焼き膨れ

須恵器 杯蓋 3号焚口部 ①(13.4)　②3.6　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰白N7/
自然釉、外面降灰

須恵器 杯蓋 3号焚口部 ①(14.2)　②〈3.9〉　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y7/1
ヘラ記号、焼成後穿孔

須恵器 杯身 3号焚口部
①11.1　②4.4　⑤ほぼ完形

受部径13.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量3㎜白色粒子微量　

B：良好　C：外、灰10Y4/～灰白7.5Y8/1　内、灰

白7.5Y7/1

須恵器 蓋 3号焚口部 ①(6.0)　②〈1.9〉　⑤1/4
外面：回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量黒色粒子多量　B：良

好　C：外、オリーブ黒10Y3/1　内、オリーブ黒 ヘラ記号

須恵器
高杯

(杯部)
3号焚口部 ①(11.2)　②〈3.9〉　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/
内外面降灰

須恵器
高杯

(脚部)
3号焚口部 ②〈4.8〉　③(11.2)　⑤破片

外面：回転ナデ、カキメ後一部ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子赤色粒子多量　B：不良

C：外、灰オリーブ5Y6/2　内、灰オリーブ5Y6/2
内外面線刻複数

須恵器 椀 3号焚口部 ①10.8　②6.8　⑤ほぼ完形

外面：回転ナデ、底部回転ヘラケズリ、中央部未

調整　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：やや不良　

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号、内面降灰

須恵器 杯身 3号前庭部
①10.6　②3.3　⑤2/3

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、ハケ状工具痕ナデ、指頭痕

A：精良　微細～3㎜石英長石やや多量　B：良好　

C：外、灰N6/～N4/　内、灰N4/
ヘラ記号

須恵器
高杯

(杯部)
3号前庭部

①(13.2)　②〈3.5〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ、脚付け後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細角閃石少量金雲母多量1㎜長石少量　

B：良好　C：外、灰7.5Y5/1～暗灰N3/　内、灰黄 刺突文、内面降灰

須恵器
甕

(口縁)
3号前庭部

①(17.2)　②〈4.2〉

⑤1/4口縁部

外面：口縁部回転ナデ、頸部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、頸部当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
内面降灰

須恵器 杯身 3号煙道
①12.9　②4.3　⑤完形

受部径16.1

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1
穿孔

須恵器 杯身 3号
①(12.4)　②〈4.1〉　⑤1/4

受部径(15.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　長石多量黒色粒子多量　B：やや不良　

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y5/1
内面降灰

須恵器 杯身 3号
①10.7　②3.7　⑤1/2

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ナデ

内面：ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　微細長石少量1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
ヘラ記号

縄文土器 浅鉢 3号 ②〈5.8〉　⑤破片
外面：ナデ

内面：ナデ

A：粒子少なめ　石英長石角閃石少量　B：良好　

C：外、にぶい黄褐10YR4/3　内、にぶい黄橙

須恵器 杯蓋 不明 ①12.0　②4.1　⑤4/5
外面：ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：ナデ、同心円当具後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白7.5Y7/2

須恵器 杯蓋 不明 ①(12.2)　②5.5　⑤1/4
外面：ナデ、回転ヘラケズリ　

内面：ナデ、同心円当具後ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子多量2㎜白色粒子微量　

B：良好　C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1
歪み

須恵器 杯蓋 不明 ①(13.0)　②4.5　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、同心円当具痕、指オサエ

A：黒色粒子多量2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y5/1
口縁部歪み

須恵器 杯蓋 不明 ①(13.2)　②4.8　⑤1/2
外面：ナデ、回転ヘラケズリ　

内面：ナデ、同心円当具後ナデ

A：精良　赤色粒子少量1～2㎜白色粒子多量　B：

良好　C：外、灰N7/　内、灰N7/

須恵器 杯蓋 不明 ①(11.7)　②3.5　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ後ナデ

A：精良　微細長石角閃石1～2㎜石英少量　B：や

や不良　C：外、黄灰2.5Y5/1　内、黄灰2.5Y6/1
降灰

須恵器 杯蓋 不明
②〈2.6〉　⑤破片

穿孔径2.5

外面：ナデ、回転ヘラケズリ

内面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　赤色粒子1㎜白色粒子多量　B：不良

C：外、橙7.5YR6/6　内、橙7.5YR6/6
焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 不明 ②〈2.7〉　⑤破片
外面：回転ナデ、ヘラ切り未調整

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子微細長石1～2㎜石英少量　B：

良好　C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯身 不明
①(9.8)　②3.2　⑤1/3

受部径(12.0)

外面：ナデ、回転ヘラケズリ　

内面：ナデ、当具痕後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好　C：外、灰

N5/～黒褐2.5Y3/1　内、オリーブ灰2.5GY5/1、受

部、灰N5/

ヘラ記号

須恵器 杯身 不明
①(11.6)　②3.1　⑤1/4

受部径(14.0)

外面：ナデ、ヘラケズリ

内面：ナデ、当具痕後ナデ

A：精良　微細角閃石微量1㎜長石少量　B：良好　

C：外、浅黄2.5Y7/3～暗灰黄2.5Y5/2　内、黄灰 ヘラ記号、別個体溶着

須恵器 杯身 不明
①(11.6)　②〈3.9〉　⑤1/5

受部径(14.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1
自然釉

須恵器 杯身 不明
①12.2　②2.7　⑤2/3

受部径15.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り

内面：回転ナデ、当具痕後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/2

内外面降灰、自然釉、

溶着物、歪み

須恵器 杯身 不明
①(12.2)　②3.8　⑤1/4

受部径(14.2)

外面：回転ナデ後ヘラケズリ

内面：回転ナデ、当具痕後ナデ

A：精良　微細長石1㎜石英白色粒子少量　B：良

好　C：外、灰N5/　内、黄灰2.5Y4/1

須恵器 杯身 不明
①(12.2)　　②4.1　⑤1/4

受部径(14.4)

外面：ナデ、回転ヘラケズリ　

内面：ナデ、指オサエ

A：精良　微細～2㎜石英長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1～にぶい黄2.5Y6/4　内、に

ぶい黄2.5Y6/4

須恵器 杯身 不明
①(12.4)　②〈4.8〉　⑤1/4

受部径(14.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、ナデ、当具痕

A：精良　微細長石1㎜角閃石白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰5Y6/1　内、灰7.5Y6/1

外面降灰、自然釉、別

個体溶着

東浦窯跡群　出土地不明
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
杯蓋

杯身
不明

杯蓋

①(13.6)　②3.3　

杯身

①(12.8)　②3.8　⑤1/4　

受部径(15.6)

杯蓋

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、当具痕

杯身

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：ナデ、当具後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：蓋身共に、外、浅黄2.5Y7/4　内、暗青灰
蓋と身が溶着、外面降

灰

須恵器 高杯 不明
②〈11.0〉

⑤杯部～脚部破片

外面：杯部ナデ、脚部カキメ

内面：杯部回転ナデ、指オサエ、脚部ナデ

A：精良　微細長石1～2㎜石英白色粒子少量　B：

やや不良　C：外、灰5Y4/1　内、暗灰黄5Y5/2
刺突文、3方向に透孔

須恵器 甕 不明
長〈9.3〉　厚1.5

⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜長石1～2㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、灰N4/　内、灰N4/

須恵器
甕

(底部)
不明 ②〈14.5〉　⑤破片

外面：擬格子タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、黒N2/　内、暗灰N3/

自然釉多量、須恵器破

片溶着

須恵器
甕

(体部)
不明 長〈22.8〉　厚1.3　⑤破片

外面：擬格子タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量微細金雲母微量　B：

良好　C：外、灰7.5Y5/1　内、にぶい黄橙

瓦 平瓦 不明 ⑤破片
凹面：布目痕

凸面：タタキ

A：白色粒子1㎜少量　B：良好

C：凹、灰5Y4/1　凸、灰7.5Y4/1

遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①11.2　②3.7　⑤7/8
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細～1㎜黒色粒子少量　B：良好

C：外、淡黄2.5Y8/3　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①11.4　②3.6　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、黒褐10YR3/1　内、褐灰10YR5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①11.6　②2.7　⑤7/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：やや良　B：良好

C：外、灰N5/　内、暗灰黄2.5Y5/2

ヘラ記号、溶着痕、内

外面降灰、歪み

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①（11.8）　②2.9　⑤3/4
内面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

外面：回転ナデ

A：やや良　砂粒多量1～3㎜石英角閃石白色粒子

ごく少量　B：良好　C：外、黒褐10YR3/1　内、

灰N4/

ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①11.8　②3.1　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜長石粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、褐灰10YR4/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①（11.9）　②3.2　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：やや良　1～3㎜長石粒子多量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR7/1　内、灰N6/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①（12.0）　②3.5　⑤7/8
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、青灰5PB6/1　内、灰N4/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①12.2　②4.2　⑤完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細～1㎜角閃石明青色粒子多量　B：

良好　C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①12.4　②3.6　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黒褐2.5Y3/1　内、黒2.5Y2/1

内外面降灰、ヘラ記

号、自然釉、重焼、焼

き膨れ

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①（12.4）　②4.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英長石白色粒子少量　B：やや

不良　C：外、浅黄2.5Y7/3　内、灰黄2.5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号燃焼部 ①12.5　②3.3　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR5/1　内、褐灰10YR4/1
ヘラ記号、自然釉

須恵器 杯蓋 1号燃焼部
①9.5　②3.5　⑤完形

受部径11.6

外面：手持ちヘラケズリ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～5㎜黒色粒子多量石英白色粒子少量　B：良

好　C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰5Y5/1

ヘラ記号、溶着物、外

面降灰、歪み

須恵器 杯身 1号燃焼部
①9.0　②3.3　⑤完形

受部径11.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、黒褐10YR3/1　内、黒褐5YR2/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号燃焼部
①10.0　②3.3　⑤ほぼ完形

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰白10YR7/1　内、にぶい黄橙10YR7/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号燃焼部
①11.0　②3.6　⑤9/10

受部径〈12.8〉

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜長石粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/

ヘラ記号、降灰、歪

み、溶着物

須恵器 杯身 1号燃焼部
①10.6　②3.4　⑤完形

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～5㎜粒子多量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、黒褐10YR3/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号燃焼部
①(10.5)　②3.5　⑤1/2

受部径(12.2)

外面：回転ナデ、底部降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

外面降灰、溶着物、歪

み

須恵器 杯身 1号燃焼部
①10.8　②3.5　⑤4/5

受部径(12.9)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：2～4㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰N4/
溶着物、外面降灰

須恵器 杯身 1号燃焼部
①(10.6)　②〈3.3〉　⑤1/3

受部径(11.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～5㎜石英白色粒子少量　B：良好

C：外、にぶい赤褐5YR5/3　内、にぶい赤褐 穿孔

須恵器 杯身 1号燃焼部
①10.7　②3.0　⑤ほぼ完形

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、黒褐2.5YR3/1

ヘラ記号、窯道具、穿

孔

須恵器 椀 1号燃焼部 ①(10.5)　②〈4.5〉　⑤1/8
外面：回転ナデ、底部工具ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

内面降灰、外面シボリ

痕

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈20.4〉　幅〈16.6〉　厚2.4

⑤1/4　側縁部、狭端部

凹面：ケズリ、

凸面：ケズリ後ナデ、一部工具ナデ、指頭圧痕

A：精良　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、灰白7.5Y7/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈16.2〉　幅〈14.6〉　厚1.5

⑤1/5　側縁部、狭端部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、タタキ後ナデ、一部ケズリ、

切断痕

A：精良　1～3㎜長石白色粒子多量　B：良好

C：凹、灰N5/　凸、暗赤褐2.5YR3/2

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈11.1〉　幅〈16.2〉　厚1.2

～1.5　⑤1/10　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：ナデ、工具痕、指オサエ

A：精良　2～3㎜白色粒子少量　B：不良

C：凹、灰7.5Y5/1　凸、黄灰2.5Y6/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡、粘土

継目

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈13.9〉　幅〈12.9〉　厚1.2

～1.6　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：端部面取り、タタキ、ナデ

A：精良　2～3㎜白色粒子少量　B：良好　

C：凹、灰7.5Y5/1　凸、7.5Y6/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈12.5〉　幅〈6.1〉　厚0.8

～1.5　⑤1/12　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：端部面取り、平行タタキ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子赤色粒子少量　B：不良

C：凹、灰白2.5Y7/1　凸、黄灰2.5Y6/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

大谷窯跡群　1号窯跡

表 9　大谷窯跡群出土遺物観察表
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈26.9〉　幅〈12.6〉　厚1.5　

⑤2/3　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：平行タタキ後ケズリ、ケズリ後ナデ、工具

痕

A：1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、暗灰N3/　凸、灰N4/

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡、降灰

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈21.0〉　幅〈11.8〉　厚1.1

～1.5　⑤1/5　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ、工具痕

A：1～3㎜白色粒子1～2㎜黒色粒子　B：良好

C：凹、灰10Y4/1　凸、灰7.5Y5/1

模骨痕、紐の痕跡、凸

面降灰

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈19.1〉　幅〈15.2〉　厚1.7

⑤1/5　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、板状圧痕、タガ状の圧痕

凸面：平行タタキ、工具痕

A：精良　B：良好

C：凹、黒褐2.5Y3/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、溶着

片、凹面降灰、二次焼

成

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈15.8〉　幅〈10.2〉　厚1.1

～1.4　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り、ナデ

凸面：端部面取り、平行タタキ後ケズリ

A：1㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰7.5Y6/1　凸、灰7.5Y5/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、凹面降灰

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈8.8〉　幅〈8.5〉　厚1.2～

1.8　⑤1/20　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、ナデ

凸面：端部面取り、タタキ後ナデ、工具痕

A：精良　2～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、灰N6/

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、帯状粘土継目

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈24.3〉　幅〈12.9〉　厚1.3

～2.2　⑤1/4　狭端部

凹面：降灰の為調整不明瞭

凸面：ナデ

A：2～6㎜白色粒子黒色微粒子多量　B：良好

C：凹、灰7.5Y4/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡　凹凸面降灰

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈6.8〉　幅〈9.0〉　厚1.2～

1.5　⑤1/20

凹面：降灰の為調整不明瞭

凸面：タタキ後ナデ、ヘラケズリ

A：精良　金雲母ごく少量　B：不良

C：凹、灰白10YR7/1　凸、灰白10YR8/2

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡、粘土

継目

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈14.5〉　幅〈11.4〉　厚1.5　

⑤1/12

凹面：降灰の為調整不明瞭

凸面：平行タタキ、指頭痕、工具痕

A：精良　1㎜長石等白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰N5/　凸、灰N5/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号燃焼部
長〈11.4〉　幅〈10.0〉　厚1.1

～1.7　⑤1/10

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：ヘラケズリ、タタキ、工具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰N5/～灰N6/　凸、灰N5/

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

須恵器 杯蓋 1号焚口 ①11.8　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ、工具ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜長石等白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焚口 ①(12.0)　②3.6　⑤3/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
竹管文、内外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焚口 ①12.1　②4.1　⑤9/10
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、暗灰N3/～灰褐7.5YR4/2　内、暗灰N3/
ヘラ記号、口径歪み

須恵器 杯身 1号焚口
①10.8　②3.9　⑤3/4

受部径12.8

外面：降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好　C：外、にぶい黄褐10YR5/4、

黒2.5Y2/1　内、黒褐10YR3/1

ヘラ記号、杯蓋溶着、

内外面降灰、自然釉、

内面焼き膨れ

須恵器
𤭯𤭯

（口頸）
1号焚口 ①(4.5)　②〈5.3〉　⑤2/5

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰7.5Y5/1
内外面シボリ痕

須恵器 椀 1号焚口 ②〈8.7〉　⑤1/10
外面：カキメ状回転ナデ、回転ヘラケズリ後ナデ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　白色微粒子少量　B：良好

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白2.5Y7/1
内外面降灰

須恵器 大甕 1号焚口
①(40.0)　②〈15.5〉

⑤6/1口縁部

外面：口縁部工具による回転ナデ、指頭痕、体部

平行タタキ痕

内面：口縁部回転ナデ後工具ナデ、指オサエ、体

部同心円当具痕

A：2～3㎜白色粒子ごく少量　B：良好

C：外、オリーブ黒5Y3/1　内、灰7.5Y5/1

外面降灰、自然釉、焼

き膨れ

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ①(11.8)　②<2.7>　⑤1/7
外面：回転ナデ　ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、黒2.5GY2/1　内、灰N5/
外面降灰、一部磨滅

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ②〈3.2〉　⑤1/3
外面：ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ　指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白10YR7/1　内、灰白10YR7/1
竹菅文、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号焼成部
①(10.6)　②3.3　⑤1/5

受部径(13.0)　摘み径2.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好　C：外、にぶい橙5YR6/4　　

内、にぶい橙5YR6/4
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号焼成部 ②〈1.1〉　⑤1/14
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細角閃石少量　B：良好

C：外、赤灰10R1/6　内、黄灰2.5Y5/1
外面降灰

須恵器 杯身 1号焼成部 ①(9.9）　②<3.3>　⑤1/4
外面：降灰により調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白10YR7/1　内、褐灰10YR6/1
外面降灰、溶着物

須恵器 杯身 1号焼成部
①11.9　②4.5

⑤ほぼ完形　受部径12.5

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰褐5YR4/2　内、にぶい赤褐2.5YR4/3
歪み

須恵器 高台付杯 1号焼成部 ③（9.5）　②〈16.0〉　⑤1/6
外面：ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：やや不良

C：外、浅黄2.5Y7/3　内、浅黄2.5Y7/3
磨滅

須恵器
高杯

(杯部)
1号焼成部 ①（9.8）　②<3.3>　⑤1/2

外面：回転ヘラケズリ後回転ナデ一部カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰5Y5/1
粘土貼り付け痕

須恵器
高杯

(脚部)
1号焼成部 ②<3.5>　③5.8　⑤脚部完形

外面：回転ナデ後上半部カキメ下半部回転ヘラケ

ズリ一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、暗オリーブ灰2.5GY4/1

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕、接合部で剥

離、歪み

須恵器
高杯

(脚部)
1号焼成部 ②〈5.8〉　③8.4　⑤4/5

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕

須恵器 椀 1号焼成部 ①(9.4)　②4.9　⑤1/2
外面：カキメ、底部手持ちヘラケズリ

内面：ナデ、指オサエ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　B：良好

C：外、暗褐7.5YR3/3　内、黒褐7.5YR3/1
内面降灰

須恵器 すり鉢 1号焼成部 ②〈6.7〉　③8.0　⑤1/2
外面：回転ナデ後ナデ、底部工具ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白N7/　内、灰N5/
内外面一部降灰

須恵器
杯蓋

（摘み）
1号焼成部 ②3.6　④3.7

外面：ナデ

内面：ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：不良　C：外、に

ぶい黄橙10YR7/3　内、灰黄褐10YR5/2

蓋部欠損、外面シボリ

痕

須恵器 杯蓋 1号窯尻NO3 ①10.2　②3.1　⑤9/10
外面：回転ナデ後工具による回転ケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、灰5Y4/1～褐灰7.5YR5/2　内、褐灰7.5YR5/2
穿孔

須恵器 杯蓋 1号窯尻 ①10.4　②3.4　⑤4/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子黒色微粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 1号窯尻けむ出し ①11.6　②3.5　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子極少量　B：やや不良

C：外、灰10Y5/1　内、灰赤2.5YR5/2

ヘラ記号、外面降灰、

内面焼き膨れ

須恵器 杯蓋 1号窯尻けむ出し ①12.4　②4.0　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、灰7.5YR6/1　内、灰N5/
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯蓋 1号窯尻けむ出し ①12.6　②3.6　⑤7/8
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、褐灰10YR5/1

ヘラ記号、杯身片溶

着、外面降灰、焼き膨

れ

須恵器 杯身 1号窯尻けむ出し
①11.1　②3.2　⑤5/6

受部径13.5

外面：降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～3㎜長石等白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰6/
外面降灰、溶着物

須恵器 杯身 1号窯尻NO4
①11.9　②3.2　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～3㎜石英長石少量　B：良好

C：外、黒7.5Y2/1　内、灰白7.5Y7/1
外面降灰、溶着物

須恵器 杯身 1号煙道
①10.2　②3.7　⑤ほぼ完形

受部径12.5

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2～3㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、黒褐7.5YR3/1、にぶい褐7.5YR5/3　内、褐灰

7.5YR4/1～灰褐7.5YR5/2

ヘラ記号

外面降灰
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 1号窯尻けむ出し
①(10.2)　②4.0　⑤5/6

受部径(12.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号

須恵器
高杯

(脚部)
1号窯尻けむ出し ②〈8.3〉　⑤脚部2/5

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y4/1

内外面シボリ痕、外面

降灰

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈13.8〉　幅〈9.8〉　厚1.6

⑤1/6 側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ケズリ、工具痕

A：1㎜～5㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、黒褐2.5Y3/1　凸、黄灰2.5Y5/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号焼成部

長〈9.5〉　幅〈12.2〉　厚1.2

～1.4　⑤1/10程度　狭端部、側

縁部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ

A：微細～4㎜白色粒子　B：良好

C：凹、オリーブ黒5Y3/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈11.9〉　幅〈12.1〉

厚1.1～1.4　⑤6/1　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：平行タタキ、ケズリ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子微量　B：良好

C：凹、黄灰10YR5/1　凸、黄灰10YR6/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈13.3〉　幅〈16.5〉　厚1.4

⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ、端部面取り

A：精良　1㎜～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：凹、黄灰2.5Y5/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈10.8〉　幅〈12.7〉　厚1.4

～1.6　⑤1/10　側縁部、広端部

凹面：ケズリ

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1～2㎜角閃石白色粒子少量　B：不良

C：凹、橙5YR7/8　凸、橙5YR7/8

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、磨滅

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈11.2〉　幅〈11.0〉　厚2.2

⑤1/10　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ、指オサエ

A：1～2㎜白色粒子多量　B：良好　C：凹、赤灰

2.5YR5/1　凸、にぶい赤灰2.5YR5/3

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈11.9〉　幅〈8.6〉　厚1.2

～1.4　⑤1/9　側縁部、広端部

凹面：

凸面：工具ナデ、工具痕

A：2～4㎜白色粒子微量　B：良好

C：凹、灰5Y4/1　凸、黄灰2.5Y4/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、糸切り痕

瓦 平瓦 1号焼成部
長〈16.4〉　幅〈11.6〉

厚1.2～1.7　⑤1/5　広端部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：タタキ後ナデ、ケズリ、工具痕、指オサエ

A：1～2㎜白色粒子微量　B：良好

C：凹、暗灰N3/　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 丸瓦 1号焼成部
長〈19.0〉　幅〈12.4〉

厚1.6　⑤1/4　側縁部、広端部

凸面：タタキ後ナデ

凹面：端部面取り、ナデ、ケズリ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、褐灰7.5YR5/1　凸、褐灰10YR6/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 道具瓦 1号焼成部
長〈17.9〉　幅〈16.6〉　厚1.7

⑤1/5　側縁部、広端部

凹面：ケズリ　ユビオサエ　模骨痕

凸面：ナデ　平行タタキ　ケズリ　指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰5Y5/1　凸、灰5Y4/1
布目痕、模骨痕

須恵器 杯蓋 1号溝 ①10.6　②4.5　⑤完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色微粒子1～2㎜白色粒子少量　B：良

好　C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯身 1号溝
①11.3　②3.6　⑤完形

受部径13.1

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～5㎜石英白色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰10Y5/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 1号灰原 ①(11.6)　②4.6　⑤2/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、灰白7.5Y7/1

ヘラ記号、内外面降

灰、歪み

須恵器 杯蓋 1号灰原 ①11.6　②4.1　⑤3/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、工具による頂

部調整

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～3㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰5Y6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 1号灰原
①(9.0)　②3.0　⑤4/5

受部径(11.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ　当具痕か

A：精良　微細角閃石ごく少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰N6/
ヘラ記号、溶着片

須恵器 杯身 1号灰原
①9.3　②2.7　⑤4/5

受部径11.3

外面：回転ナデ、底部ヘラ切り離し後手持ちヘラ

ケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、オリーブ黒5Y3/1　内、黄灰2.5Y4/1

ヘラ記号、外面降灰、

別個体溶着

須恵器 杯身 1号灰原
①10.8　②3.5　⑤4/5

受部径13.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部未調整　

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～3㎜長石等白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号灰原
①11.2　②3.7　⑤2/3

受部径13.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部降灰の為

調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器
高杯

(杯部)
1号灰原 ①(9.6)　②〈6.0〉　⑤3/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ナデ

内面：回転ナデ後指オサエ

A：精良　2～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、褐灰10YR4/1
外面降灰

須恵器
高杯

(脚部)
1号灰原

②〈6.0〉　⑤脚部完形

脚裾径7.2

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰N4/

内面ヘラ記号、内外面

シボリ痕

須恵器 長頸壺 1号灰原
②〈9.2〉　⑤1/8

肩部径(20.0)

外面：ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ、ナデ

A：1㎜白色粒子1～3㎜黒色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N6/

内面焼き膨れ、外面降

灰

瓦 平瓦 1号灰原
長〈12.7〉　幅〈7.4〉　厚1.6

⑤1/10　広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：平行タタキ後ナデ、磨滅により調整不明瞭

A：1～3㎜石英赤色微粒子1～4㎜長石少量　B：不

良　C：凹、にぶい黄褐10YR5/3　凸、にぶい黄橙
布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡

瓦 平瓦 1号灰原
長〈13.3〉　幅〈10.3〉　厚0.6

～1.2　⑤1/5　側縁部

凹面：端部面取り、工具ナデ

凸面：平行タタキ後ナデ、工具痕

A：1～2㎜白色粒子白雲母角閃石微粒子少量　B：

良好　C：凹、灰7.5Y5/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、凹凸

面降灰、溶着物、歪み

須恵器 杯蓋 1号左2A ①(12.0)　②〈3.2〉　⑤1/3
外面：ヘラ切り後回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

ヘラ記号、外面降灰、

内面焼き膨れ

須恵器 杯蓋 1号左2A ①(12.6)　②〈3.2〉　⑤1/3

外面：ヘラ切り後ナデ、一部回転ヘラケズリ一部

回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜黒色粒子白色粒子少量　B：良好

C：外、黒7.5YR2/1　内、褐灰5YR4/1

ヘラ記号、外面降灰、

自然釉、溶着片

須恵器 杯蓋 1号左2A ①(12.6)　②〈3.9〉　⑤1/2

外面：ヘラ切り後回転ナデ、回転ナデ後回転ヘラ

ケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1～褐灰5YR5/1　内、褐灰 ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 1号 ①12.0　②3.6　　⑤9/10

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰黄2.5Y5/2　内、褐灰10YR5/1

ヘラ記号、外面降灰、

自然釉、溶着片

須恵器 杯蓋 1号 ①11.7　②4.2　⑤5/6
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子黒色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、黄灰2.5Y6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 1号左2A
①(10.2)　②〈4.0〉　⑤1/4

受部径(12.2)

外面：回転ナデ　ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰N6/
外面降灰

須恵器 杯身 1号左2A
①(12.0)　②〈3.8〉　⑤1/7

受部径(14.9)

外面：ヘラ切り後ナデ、一部回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR5/1　内、灰褐7.5YR5/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 1号
①(11.4)　②〈3.3〉　

⑤2/5杯部　受部径(13.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、工具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良　C：

外、にぶい黄橙10YR7/2　内、にぶい黄橙10YR6/3

ヘラ記号、穿孔、窯道

具、内外面磨滅

須恵器
高杯

(杯部)
1号左2A ①(8.4)　②〈3.1〉　⑤1/4杯部

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、暗赤灰7.5R4/1　内、暗赤灰10R4/1
内外面降灰、ヘラ記号

須恵器
高杯

(杯部)
1号左2A ①(8.6)　②〈3.0〉　⑤1/3

外面：ヘラ切り後回転ナデ、回転ナデ後ヘラケズ

リ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰5Y5/1

須恵器
杯蓋

杯身
1号

杯蓋

⑤完形　受部径12.6　

杯身

①12.0　⑤完形

蓋：回転ナデ後回転ヘラケズリ

身：回転ナデ後回転ヘラケズリ

A：精良　杯蓋、1～8㎜石英白色粒子少量　杯

身、1～2㎜白色粒子少量　B：良好　C：杯蓋、黒

褐10YR2/1　杯身、褐灰10YR5/1

蓋と身が溶着、降灰、

蓋身ヘラ記号、溶着物
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
杯蓋

杯身
1号左2A

杯蓋

①(14.1)　②〈2.4〉　

杯身

②〈2.4〉　⑤1/10

受部径(14.0)

杯蓋

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

杯身

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：蓋身共に、外、暗青灰5PB3/1　内、灰白
別個体の杯身溶着、内

外面降灰

須恵器
杯蓋

杯身
1号

杯身a

②2.9　受部径12.9

杯蓋b

①12.2　②3.3

杯身c

②〈4.2〉　⑤a完形b完形c3/5

杯身a：回転ナデ

杯蓋b：回転ナデ

杯身c：回転ナデ、指オサエ

その他3個体とも降灰の為調整不明瞭

A：精良　B：良好

C：杯身a、灰黄褐10YR4/2、

杯蓋b、橙7.5YR6/6、

杯身c外、橙7.5YR6/6　内、褐灰10YR4/1

3点溶着、ヘラ記号、自

然釉、全体に降灰

須恵器 高杯 1号左2A
①(11.2)　②〈8.0〉　⑤2/5

受部径(13.6)

外面：杯部回転ナデ後回転ヘラケズリ、脚部調整

不明

内面：杯部回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：不良　C：外、浅

黄橙10YR8/3～橙7.5YR6/6　内、浅黄橙10YR8/4
内面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
1号左2A

②〈5.8〉　③(7.6)　

⑤9/10脚部

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、褐灰10YR4/1、黒褐2.5Y3/2　内、褐灰
ヘラ記号、内面シボリ

痕、外面降灰

須恵器
高杯

(脚部)
1号左2A

②〈5.9〉　③(8.9)　

⑤4/5脚部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、青灰10BG5/1
内外面シボリ痕

須恵器 壺 1号左2A ①(6.4)　②〈6.0〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　白色微粒子少量　B：不良　

C：外、灰白5Y7/2　内、灰白5Y7/1

須恵器
甕

(頸部)
1号左2A ②〈11.7〉　⑤破片

外面：カキメ

内面：ナデ

A：精良　1～2㎜長石等白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰5Y4/1

斜線文、山形文、頸部

肩部接合痕

須恵器 甕 1号
長〈12.2〉　幅〈12.1〉　厚0.6

～1.2　⑤破片

外面：擬格子タタキ、工具痕

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、暗赤灰10R4/1
穿孔、外面降灰

須恵器 甕 1号右 ⑤破片
外面：擬格子タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰10Y6/1
焼成前穿孔

瓦 平瓦 1号
長〈19.8〉　幅〈11.2〉　厚0.8

～1.4　⑤1/6　側縁部

凹面：端部面取り、ヘラケズリ

凸面：端部面取り、ケズリ後ナデ、タタキ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、黄灰2.5Y5/1　凸、黄灰2.5Y5/1

布目痕、模骨痕、粘土

帯の継目、紐の痕跡

瓦 平瓦 1号
長〈15.5〉　幅〈11.5〉　厚1.5

～2.1　⑤1/6　側縁部

凹面：ケズリ　

凸面：端部面取り、タタキ後ケズリ、帯状粘土貼

り合わせ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰5Y6/1　凸、灰5Y6/1

布目痕、模骨痕、甕の

破片溶着(同心円当具

痕)

瓦 平瓦 1号左2A
長〈12.2〉　幅〈9.8〉　厚1.2

～1.6　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ、ナデ

A：精良　B：良好　

C：凹、灰5Y6/1～黄灰2.5Y6/1　凸、灰5Y6/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 1号
長〈8.2〉　幅〈18.3〉　厚1.2　

⑤1/7　側縁部

凹面：タタキ後ナデ、工具痕

凸面：タタキ後ナデ、工具痕

A：精良　B：良好

C：凹、褐灰10YR4/1　凸、黒褐10YR3/1
糸切り痕、降灰

瓦 平瓦 1号右
長〈14.9〉　幅〈10.4〉　厚1.2

～1.8　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：端部面取り、平行タタキ後ナデ、ケズリ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰白2.5Y7/1　凸、黄灰2.5Y6/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 平瓦 1号
長〈14.2〉　幅〈9.1〉　厚1.5

⑤1/10　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、タタキ

A：1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、灰N6/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号
長〈11.2〉　幅〈7.9〉　厚1.2　

⑤1/16　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：ヘラケズリ

A：精良　1～2㎜白色粒子粒子少量　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、黄灰2.5Y6/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号
長〈10.1〉　幅〈10.3〉　厚0.7

～1.2　⑤1/10　側縁部

凹面：降灰の為調整不明瞭

凸面：タタキ後ナデ

A：2～3㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：凹、暗赤灰7.5R3/1　凸、灰5Y5/1

布目痕、模骨痕、凸凹

面降灰、溶着物

瓦 平瓦 1号右
長〈9.3〉　幅〈7.9〉　厚1.6

⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　B：良好

C：凹、灰N4/　凸、灰7.5Y5/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、凸面降灰

瓦 平瓦 1号右
長〈11.0〉　幅〈8.6〉　厚1.2　

⑤1/16　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：ヘラケズリ

A：精良　1～4㎜白色粒子粒子少量　B：良好

C：凹、灰N5/　凸、灰N4/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号
長〈9.5〉　幅〈7.4〉　厚1.0～

1.1　⑤1/15　側縁部、狭端部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、ケズリ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、黄灰2.5Y5/1　凸、黒褐2.5Y3/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号右
長〈8.3〉　幅〈7.6〉　厚1.1～

1.4　⑤1/15　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

A：1㎜石英赤色粒子少量　B：不良

C：凹、橙5YR6/6　凸、橙5YR7/6

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、凸面磨滅

瓦 平瓦 1号
長〈6.4〉　幅〈8.0〉　厚1.9

⑤1/30　広端部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ　工具圧痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、青灰5B6/1　凸、暗青灰5B4/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 平瓦 1号
長〈6.6〉　幅〈9.5〉　厚1.1～

1.6　⑤破片　狭端部

凹面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

凸面：ナデ、磨滅により調整不明瞭

A：1～2㎜白色石英少量赤色粒子ごく少量　B：不

良　C：凹、橙5YR7/6　凸、橙5YR6/6

布目痕、紐の痕跡、凹

凸面磨滅

瓦 平瓦 1号
長〈7.4〉　幅〈7.2〉　厚0.9～

1.5　⑤1/20

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：タタキ、磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細金雲母ごく少量　B：不良

C：凹、橙7.5YR6/6　凸、橙7.5YR7/6
模骨痕、凹凸面磨滅

瓦 平瓦 1号右
長〈11.1〉　幅〈5.9〉　厚1.1

～1.3　⑤1/9　側縁部、狭端部

凹面：端部面取り、ケズリ

凸面：端部面取り、タタキ後ナデ、指オサエ、工

具痕

A：1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰5Y5/1　凸、黄灰2.5Y5/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、溶着物

瓦 平瓦 1号
長〈13.1〉　幅〈10.4〉　厚0.8

～1.3　⑤1/5～1/8　側縁部

凹面：端部面取り、ケズリ

凸面：端部面取り、タタキ後ナデ、工具痕、指オ

サエ

A：1～3㎜石英少量　B：良好

C：凹、にぶい赤褐5YR4/3　凸、灰褐5YR4/2

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡

瓦 平瓦 1号
長〈10.6〉　幅〈11.4〉　厚1.6　

⑤1/9　側縁部、狭端部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、平行タタキ後ナデ

A：2～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、オリーブ黒10Y3/1　凸、灰N5/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 1号
長〈7.3〉　幅〈8.9〉　厚0.7～

1.4　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り、工具痕

凸面：平行タタキ後ナデ、工具痕、指オサエ

A：1～5㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、黄灰2.5Y5/1　凸、灰5Y4/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、凸面降灰

瓦 平瓦 1号
長〈6.8〉　幅〈9.0〉　厚1.4　

⑤1/25　側縁部

凹面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：1～2㎜白色粒子少量　B：不良

C：凹、橙5YR7/6　凸、橙5YR7/6

布目痕、模骨痕、凹凸

面磨滅

瓦 平瓦 1号右
長〈6.3〉　幅〈6.3〉　厚1.4～

2.1　⑤1/25　側縁部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：端部面取り、タタキ後ナデ、工具痕

A：1～3㎜白色粒子少量　B：凹、良好　凸、不良

C：凹、黄灰2.5Y5/1　凸、浅黄2.5Y7/3
模骨痕、凹面磨滅

須恵器 杯蓋 2号燃焼部 ①11.8　②4.1　⑤完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、天井部指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、明オリーブ灰2.5GY7/1　内、灰白5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号燃焼部
①12.1　②3.2　⑤完形

受部径14.4　摘み径2.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、明オリーブ灰2.5GY7/1　内、灰白10Y7/1

須恵器 杯蓋 2号燃焼部
①(17.8)　②1.2　⑤1/2

摘み径2.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰5BG5/1

須恵器
高杯

(杯部)
2号燃焼部 ①(15.8)　②〈4.1〉　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、灰10Y6/1
外面降灰

須恵器 杯身 2号焚口
①11.6　②3.7　⑤2/3

受部径13.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1～灰N5/　内、灰7.5Y6/1

ヘラ記号、外面降灰、

溶着物

大谷窯跡群　2号窯跡
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①(10.2)　②〈3.0〉　⑤1/4
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石1㎜白色粒子少量　B：

やや不良　C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰白

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①12.0　②3.5　⑤1/2
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：不良

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、にぶい褐7.5YR5/3
窯道具、焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①(12.0)　②4.0　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、褐灰10YR5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①(12.4)　②4.0　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～2㎜白色粒子やや多量　B：不良

C：外、にぶい橙7.5YR6/4～7/3　内、にぶい橙 ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①12.6　②4.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰白2.5Y8/2

須恵器 杯蓋 2号焼成部 ①(11.2)　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子微量　B：やや不良

C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1

ヘラ記号、降灰、焼成

時の気泡による膨張

須恵器 杯身 2号焼成部
①9.8　②3.3　③6.1　⑤完形

受部径11.8

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好　C：外、青

灰5PB5/1～暗青灰5PB3/1　内、暗青灰5PB4/1

ヘラ記号、歪み、外面

降灰

須恵器 杯身 2号焼成部
①(9.8)　②3.5　⑤1/2

受部径(11.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英長石多量　B：良好　C：外、暗

赤灰2.5YR3/1～赤灰2.5YR4/1　内、赤灰2.5YR4/1

ヘラ記号、外面降灰、

別個体溶着物

須恵器 杯身 2号焼成部
①(10.6)　②3.4　⑤1/2

受部径(12.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細白色粒子微量　B：不良

C：外、淡黄2.5Y8/3　内、淡黄2.5Y8/3
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号焼成部
①(10.6)　②3.6　⑤2/3

受部径(12.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、灰5Y4/1～灰オリーブ5Y6/2　内、灰5Y5/1

ヘラ記号、重焼痕、外

面降灰

須恵器 杯身 2号焼成部
①(10.8)　②3.7　⑤1/2

受部径(13.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～2㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号焼成部
①(11.4)　②3.4　⑤1/2

受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y5/1～灰N5/　内、灰10Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号焼成部
①(10.2)　②3.4　⑤1/4

受部径(12.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号、焼成後穿孔

須恵器 杯身 2号焼成部
①(11.8)　②〈2.2〉　⑤1/3

受部径(14.0)

外面：回転ナデ、回転ヘラケズリ

内面：

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、暗オリーブ灰5GY3/1　内、灰7.5Y4/1

重焼痕、内外面降灰、

溶着物

須恵器
高杯

（杯部）
2号焼成部 ①(10.8)　②〈3.3〉　⑤1/4

外面：回転ヘラケズリ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N4/

須恵器
高杯

(杯部)
2号焼成部 ①(11.6)　②3.0　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、青5B5/1、黒N2/、灰白5Y7/2　内、灰 ヘラ記号、外面降灰

須恵器
大甕

(口縁)
2号焼成部 ①(42.0)　②〈8.1〉　⑤破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量3㎜白色粒子少量　B：

やや不良　C：外、褐灰7.5YR4/1　内、灰褐 斜線文

須恵器
甕

（口縁）
2号焼成部 ②〈3.5〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、緑灰5G5/1　内、暗緑灰10G4/1

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①10.8　②3.4　⑤3/4

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ、ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細白色粒子やや多量　B：やや不良

C：外、灰10Y4/1　内、灰10Y4/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①(11.4)　②3.8　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、灰N6/～暗灰N3/　内、オリーブ灰2.5GY6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①(11.6)　②3.4　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、灰白5Y7/2、黒N5/　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①(11.6)　②4.2　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰黄2.5Y7/2

ヘラ記号、全体的に摩

耗

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①(12.0)　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石やや多量微細金雲母微量　

B：良好　C：外、黄灰2.5Y5/1　内、黄灰2.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①(12.0)　②3.8　⑤1/2
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　C：外、オ

リーブ灰2.5GY5/1　内、オリーブ灰2.5GY6/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原上層 ①12.2　②4.3　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯身 2号灰原上層
①(10.3)　②3.5　⑤1/4

受部径(12.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y4/1
焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原上層
①9.3　②3.5　⑤3/4

受部径12.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰10Y7/1　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原上層
①10.2　②3.4　⑤ほぼ完形

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N4/
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯身 2号灰原上層
①(10.5)　②3.7　⑤3/4

受部径(12.6)

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ、ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器
高杯

(杯部)
2号灰原上層 ①(10.0)　②〈5.4〉　⑤3/4

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、黄灰2.5Y5/1
内外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(11.1)　②〈3.7〉　⑤3/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(11.8)　②3.7　⑤1/6
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(11.9)　②3.5　⑤1/6

外面：回転ナデ、一部回転ヘラケズリ、ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、褐灰N4/1　内、褐灰N5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①11.1　②3.4　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(11.4)　②2.9　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　B：良好

C：外、黒N2/　内、暗灰N3/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(12.2)　②3.8　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①12.2　②3.3　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石多量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰黄2.5Y6/2
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(11.2)　②3.5　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～5㎜石英多量　B：良好　C：外、灰

オリーブ7.5Y6/2～暗灰N3/　内、暗オリーブ灰 ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①11.9　②3.2　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y8/1　内、灰白5Y7/1
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①11.8　②3.7　⑤ほぼ完形

穿孔径1.9

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好　C：外、暗

オリーブ灰2.5GY4/1　内、灰7.5Y4/1～灰褐
ヘラ記号、焼成前穿

孔、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(11.6)　②3.1　⑤1/2

穿孔径(1.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　穿孔部分微細金雲母微量　B：やや不良

C：外、浅黄2.5Y7/3　内、暗青灰5BG4/1～黒

内外面ヘラ記号、焼成

前穿孔、溶着物、一部

降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(13.8)　②2.4　⑤1/2

穿孔径2.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細金雲母1㎜白色粒子微量　B：やや

不良　C：灰黄2.5Y6/2～黒2.5Y2/1　内、暗灰N3/

～灰黄2.5Y7/2

ヘラ記号、穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
②〈1.8〉　⑤穿孔部破片

穿孔径(2.8)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(10.4)　②3.6　⑤1/2

穿孔径1.6

外面：回転ヘラケズリ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細金雲母白色粒子微量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y6/1～黒2.5Y2/1　内、暗灰N3/
穿孔、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(12.0)　②4.2　⑤1/4

穿孔径2.6

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y4/1～灰黄2.5Y6/2　内、黄灰 焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ②〈1.0〉　⑤穿孔部破片
外面：ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～3㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原下層 ①(8.6)　②1.8　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(9.0)　②3.1　⑤1/4

受部径(11.5)　摘み径(1.7)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰N4/

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(9.0)　②3.5　⑤1/3

受部径(11.5)　摘み径1.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、暗灰黄2.5Y4/2　内、暗灰黄2.5Y4/2

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①8.1　②2.4　⑤4/5

受部径10.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、褐灰7.5YR5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①(9.4)　②2.4　⑤2/3

摘み径1.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、暗青灰5B3/1　内、暗青灰5B4/1

ヘラ記号、摘み貼付、

外面降灰、自然釉

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
①9.7　②2.2　⑤完形

摘み径2.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英少量　B：良好

C：外、暗オリーブ灰2.5GY3/1　内、灰N4/
ヘラ記号、別個体溶着

須恵器 高杯蓋 2号灰原下層
①(12.6)　②4.2　⑤1/4

受部径(15.2)　摘み径(1.5)

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　5㎜白色粒子1～3㎜石英多量　B：良好

C：外、暗緑灰5G4/1　内、青灰5B5/1
重焼痕、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原下層
②3.0　⑤1/8天井部～肩部

摘み径3.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y4/1

須恵器 杯身 2号灰原下層
①9.9　②3.1　⑤ほぼ完形

受部径12.2

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰オリーブ5Y5/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①10.3　②3.6　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量黒色粒子多量　B：やや良

好　　C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰N6/

ヘラ記号、外面降灰、

鉄分溶着

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①10.0　②4.0　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英多量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰オリーブ7.5Y5/2

ヘラ記号、外面降灰、

鉄分溶着

須恵器 杯身 2号灰原下層
①10.2　②2.9　⑤3/4

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、にぶい橙5YR6/4　内、にぶい橙5YR6/4
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層
①10.2　②3.2　⑤3/4

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、黄褐2.5Y5/3　内、黄灰2.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①(10.2)　②3.3　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰白N7/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層
①10.4　②4.0　⑤ほぼ完形

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、浅黄2.5Y7/3　内、浅黄2.5Y7/3
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①(10.4)　②4.1　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜石英多量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰N5/

ヘラ記号、重焼痕、別

個体溶着

須恵器 杯身 2号灰原下層
①10.5　②3.7　⑤3/4

受部径13.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①10.0　②3.1　⑤2/3

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ、ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　B：良好

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰N6/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原下層
①11.4　②3.7　⑤ほぼ完形

受部径13.5

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号、別個体溶着

須恵器 杯身 2号灰原下層
①12.2　②3.2　⑤3/4

受部径10.4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層
①12.6　②3.9　⑤2/3

受部径10.1

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好　C：外、

褐灰10YR5/1～灰黄褐10YR5/2　内、灰5YR5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層
①(11.2)　②3.6　⑤1/4

受部径(13.0)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原下層
①10.0　②3.4　⑤3/4

受部径12.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好　

C：外、灰N5/　内、灰7.5Y5/1
別個体溶着、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①9.9　②3.5　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、暗灰N3/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①10.2　②4.7　⑤1/4口縁部
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y4/1

焼成時の気泡による膨

張

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①(10.4)　②〈3.8〉　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
内面焼成時の気泡あり

須恵器 杯身 2号灰原下層 ①(12.4)　②4.1　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英角閃石少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1
外面降灰、自然釉

須恵器 椀 2号灰原下層 ①(9.4)　②4.2　⑤1/3
外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　5㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰黄2.5Y5/2　内、暗灰黄2.5Y5/2
ヘラ記号

須恵器 椀 2号灰原下層
①(9.6)　②4.5　③(5.8)

⑤1/4

外面：回転ナデ、一部回転ヘラケズリ、底部ヘラ

切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子少量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5B4/1
ヘラ記号

須恵器 椀 2号灰原下層 ①(14.0)　②〈6.1〉　⑤1/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
突帯貼付

須恵器 椀 2号灰原下層 ②〈4.9〉　⑤1/2
外面：回転ナデ後カキメ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好　C：外、灰

7.5Y5/1　内、浅黄2.5Y7/3～灰褐10YR6/1
ヘラ記号

須恵器 鉢 2号灰原下層 ①(15.0)　②〈5.0〉　⑤1/8
外面：回転ナデ後カキメ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好　C：外、灰黄

2.5Y6/2～オリーブ黒7.5Y3/1　内、暗灰N1/

須恵器 杯 2号灰原下層 ①(16.6)　②4.7　⑤1/3
外面：回転ナデ後カキメ、底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰白N7/
ヘラ記号
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
高杯

（脚部）
2号灰原下層

②〈6.8〉　⑤2/3

脚裾径(8.2)

外面：回転ナデ　杯部カキメ

内面：回転ナデ　杯部ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好　C：

外、杯部、暗灰N3/、脚部、灰赤2.5YR4/2　内、

杯部、暗灰N3/、脚部、灰赤2.5YR4/2

須恵器 壺蓋 2号灰原下層 ①(6.6)　②3.5　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：良好

C：外、灰オリーブ5Y5/2　内、灰褐7.5YR5/2
ヘラ記号

須恵器 壺蓋 2号灰原下層 ①(8.2)　②3.3　⑤1/3
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜角閃石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y6/1
ヘラ記号、外面磨滅

須恵器 壺 2号灰原下層 ②〈4.9〉　③3.4　⑤1/3

外面：回転ナデ、一部回転ヘラケズリ、底部ヘラ

切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、褐灰5YR4/1　内、褐灰5YR4/1
ヘラ記号

須恵器 平瓶 2号灰原下層 ①(6.4)　②〈15.4〉　⑤2/3
外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ、閉塞痕

A：精良　微細長石1～3㎜白色粒子少量1㎜黒色粒

子多量　B：良好　C：外、灰N4/　内、灰N4/
自然釉、外面降灰

須恵器 平瓶 2号灰原下層
②〈9.8〉　⑤2/3

頸部径4.5

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ、閉塞痕

A：精良　微細長石1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 瓶／壺 2号灰原下層
②〈8.2〉　③(12.4)

⑤1/4底部

外面：回転ナデ後下半部のみヘラケズリ、底部ナ

デ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1

須恵器 平瓶 2号灰原下層
②〈11.4〉　⑤2/3

頸部径(6.2)

外面：回転ナデ後上半部カキメ下半部回転ヘラケ

ズリ

内面：回転ナデ、閉塞痕

A：精良　1～3㎜石英少量　B：やや不良

C：外、褐灰10YR6/1　内、褐灰10YR6/1
ヘラ記号

須恵器 瓶／壺 2号灰原下層 ②〈11.3〉　⑤1/3

外面：回転ナデ後上半部カキメ下半部回転ヘラケ

ズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器
把手

甑／鍋
2号灰原下層 長〈8.5〉　幅〈4.3〉　厚3.0

外面：工具ナデ、先端部ケズリ　指オサエ

内面：ナデ

A：精良　1㎜石英長石微量　B：良好　C：外、灰

白5Y8/1～灰5Y6/1　内、灰白5Y8/1～灰5Y6/1

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原下層

①14.2　②〈6.4〉

⑤口縁部完形

外面：回転ナデ　頸部平行タタキ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好　C：外、灰

7.5Y5/1　内、褐灰7.5YR5/1
ヘラ記号

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原下層

①18.0　②〈7.6〉　

⑤口縁部完形

外面：口縁部回転ナデ後カキメ　体部平行タタキ

後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　2㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄褐10YR6/2　内、暗赤褐7.5R3/2
自然釉

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原下層

①(23.4)　②〈12.6〉

⑤1/3口縁部

外面：口縁部回転ナデ　体部擬格子タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　2㎜長石少量　B：良好　C：外、灰黄

2.5Y7/2～黒N2/　内、灰黄2.5Y7/2～暗灰N3/

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原下層

①(44.0)　②〈14.1〉　

⑤1/2口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好　C：外、灰黄

2.5Y6/2　内、暗灰黄2.5Y5/2～オリーブ黒 斜線文

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原下層 ②〈15.8〉　⑤1/12口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1～灰5Y4/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器
甕

(体部)
2号灰原下層 ②〈11.6〉　⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　2㎜長石少量　B：良好　

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y4/1
焼成前穿孔

瓦 平瓦 2号灰原下層
長〈14.3〉　幅〈13.7〉　厚

〈2.0〉　⑤破片　側縁部

凹：端部面取り

凸：平行タタキ後ナデ

A：砂粒1～2㎜石英少量　B：良好

C：凹、灰7.5Y5/1　凸、灰N6/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原下層
長〈13.6〉　幅〈8.2〉　厚1.2

⑤破片　側縁部、広端部

凹：端部面取り

凸：ナデ

A：砂粒1～2㎜石英少量　B：良好

C：凹、灰7.5Y6/1　凸、灰7.5Y6/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原下層
長〈12.0〉　幅〈9.5〉　厚1.9　

⑤破片　側縁部、広端部

凹：一部ナデ

凸：ナデ、ケズリ

A：砂粒1～2㎜石英少量　B：良好

C：凹、灰7.5Y6/1　凸、灰7.5Y5/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 丸瓦 2号灰原下層
長〈7.4〉　幅〈6.6〉　厚1.3

⑤破片　側縁部

凹：端部面取り

凸：ナデ、一部ケズリ

A：砂粒1～2㎜石英少量　B：良好

C：凹、灰7.5Y6/1　凸、灰7.5Y7/1
布目痕、模骨痕

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①9.7　②3.1　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(10.2)　②2.2　⑤1/2
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5PB4/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①10.6　②3.7　⑤1/4

外面：回転ナデ、一部回転ヘラケズリ、ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、赤灰2.5YR4/1　内、赤灰2.5YR4/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.0)　②3.2　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y8/1　内、灰白5Y8/1
ヘラ記号、一部磨滅

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①11.3　②3.5　⑤ほぼ完形

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ　ヘラ切り

後ナデ、一部剥離の為調整不明

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、赤灰2.5YR4/1　内、赤灰2.5YR4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①11.0　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜石英多量微細長石少量　B：やや

不良　C：外、灰オリーブ10Y6/2　内、灰オリー

ブ7.5Y5/2

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.0)　②3.7　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、褐灰10YR4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.8)　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、オリーブ灰5GY5/1～緑黒5G2/1　内、灰 ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(12.0)　②3.8　⑤2/3
外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～6㎜石英微細長石多量　B：良好

C：外、黒2.5GY2/1　内、灰N4/

ヘラ記号、外面降灰、

焼成時の気泡

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①11.4　②3.2　⑤3/4

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ　ヘラ切り

後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子多量1～3㎜石英少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N4/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.4)　②3.8　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英多量2㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N5/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.2　②4.1　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR6/2　内、明褐灰7.5YR7/2
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.0　②4.2　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.0　②4.0　⑤4/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、暗緑灰7.5GY4/1　内、暗緑灰7.5GY4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.6　②4.4　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(12.2)　②3.2　⑤1/2
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2～3㎜石英少量　B：良好　C：外、暗

オリーブ灰2.5GY4/1　内、暗オリーブ灰5GY4/1
ヘラ記号、一部降灰
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.6　②4.4　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2～4㎜石英多量微細角閃石少量　B：や

や不良　C：外、オリーブ灰2.5GY6/1　内、オ

リーブ灰2.5GY5/1

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.0　②4.2　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N4/～灰褐7.5YR6/2　内、灰N4/

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①10.1　②3.6　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ、底部調整不明

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、浅黄2.5Y7/3

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.6　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N4/
自然釉、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.3)　②3.4　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR4/2　内、褐灰5YR4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.4)　②4.1　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰白N7/　内、灰N6/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.5)　②3.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜石英多量3～5㎜白色粒子多量　

B：良好　C：外、オリーブ灰5GY5/1　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(12.6)　②3.3　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜石英少量　B：良好

C：外、灰褐5YR4/2　内、灰褐5YR5/2
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(12.4)　②3.5　⑤1/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①11.6　②3.5　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、褐灰10YR6/1　内、褐灰7.5YR6/1
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①12.0　②3.3　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　3～4㎜石英少量　B：良好

C：外、暗青灰10BG4/1　内、暗青灰10BG4/1
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.8)　②3.2　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜石英多量　B：良好

C：外、赤褐10R4/3　内、灰赤10R4/2
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(12.0)　②3.6　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、灰白N6/　内、灰白N6/
竹管文

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①(11.0)　②3.6　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：砂粒少量1㎜石英少量　B：不良

C：外、灰白5Y8/2　内、灰白5Y8/2
穿孔、内外面磨滅

須恵器 杯蓋 2号灰原 ②〈3.1〉　⑤1/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後一部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英多量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄褐10YR6/2
ヘラ記号、穿孔

須恵器 杯蓋 2号灰原 ①8.6　②2.3　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石少量　B：良好　C：外、オ

リーブ灰2.5GY5/1　内、オリーブ灰2.5GY5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号灰原
①(7.6)　②3.0　⑤1/4

受部径(9.8)　摘み径1.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原
①8.8　②3.2　⑤1/2

受部径11.0　摘み径1.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜角閃石少量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5B4/1

須恵器 杯蓋 2号灰原
①9.0　②3.1　⑤3/4

受部径10.6　摘み径1.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、暗灰N3/
外面降灰

須恵器 杯蓋 2号灰原
①(9.5)　②〈2.3〉　⑤3/4

受部径11.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、灰10Y6/1
摘み部欠損

須恵器 杯蓋 2号灰原
①(10.0)　②1.8　⑤1/2

受部径(11.6)　摘み径2.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰10Y5/1
外面降灰、歪み

須恵器 杯蓋 2号灰原
①(12.6)　②〈2.9〉　⑤1/2

受部径(15.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰10Y5/1

摘み部欠損、摘み部貼

付

須恵器 杯蓋 2号灰原
①15.0　②2.5　⑤2/3

受部径15.4　摘み径3.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量3～5㎜白色粒子少

量　B：良好　C：外、灰赤10R5/2　内、灰5Y5/1

～灰赤10R5/2

外面黒色化

須恵器 杯身 2号灰原
①(9.4)　②2.4　⑤1/3

受部径(11.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY6/1　内、青灰10BG6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原
①(9.2)　②2.9　⑤3/4

受部径(11.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①9.7　②3.8　⑤3/4

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰白7.5Y7/2　内、灰白7.5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①(9.6)　②3.5　⑤1/2

受部径(11.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、オリーブ灰2.5GY6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.8)　②4.1　⑤1/2

受部径(12.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰白5Y7/1　内、灰N4/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原
①10.2　②3.4　⑤完形

受部径12.2

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子多量2～3㎜白色粒子

少量　B：良好　C：外、灰N4/　内、灰N4/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.4)　②3.4　⑤2/3

受部径(12.4)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子やや多量2㎜白色粒子多量　

B：良好　C：外、灰7.5Y4/1　内、灰N5/

ヘラ記号、溶着物、外

面降灰

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.6)　②3.5　⑤3/4

受部径(12.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英多量1㎜長石小量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰N4/

ヘラ記号、外面降灰、

別個体溶着

須恵器 杯身 2号灰原
①10.6　②4.0　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子2㎜白色粒子少量1㎜白色粒子

多量　B：良好　C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰 ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①(9.8)　②3.2　⑤1/3

受部径(12.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、青灰5BG6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.8)　②〈3.7〉　⑤1/3

受部径(13.0)

外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5B6/1　内、青灰5B6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原
①11.2　②3.6　⑤ほぼ完形

受部径13.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　黒色粒子2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、オリーブ黒10Y3/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯身 2号灰原
①(11.0)　②〈3.3〉　⑤1/4

受部径(13.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1
竹管文

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.4)　②〈3.4〉　⑤1/4

受部径(12.4)
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子多量黒色粒子2～3㎜白色粒子

少量　B：良好　C：外、暗灰N3/　内、暗灰N3/
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原
①(10.6)　②2.8　⑤1/6

受部径(12.2)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量2㎜白色粒子多量　B：良

好　C：外、灰N4/　内、暗灰N3/
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原
②〈3.6〉　⑤1/5

受部径(12.4)

外面：磨滅の為調整不明

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子少量赤色粒子多量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰白2.5Y8/2
外面磨滅、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原 ②〈2.3〉　⑤底部破片
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、にぶい褐7.5YR6/3
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号灰原 ②〈1.8〉　⑤底部破片
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～10㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、にぶい橙7.5YR7/3　内、褐灰10YR4/1
焼成前穿孔、ヘラ記号
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 2号灰原 ①(9.9)　②4.2　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰白5Y7/1～灰7.5Y4/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原 ①(9.8)　②4.1　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰オリーブ7.5Y5/2　内、灰オリーブ ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原 ①10.4　②3.9　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石角閃石微量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1

須恵器 杯身 2号灰原 ①10.6　②3.8　⑤3/4
外面：回転ナデ後カキメ、底部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1

須恵器 杯身 2号灰原 ①(11.0)　②4.1　⑤1/3

外面：回転ナデ、口縁部カキメ、底部回転ヘラケ

ズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜石英少量　B：良好

C：外、青黒5BG2/1　内、青黒5BG2/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号灰原 ①(11.0)　②4.4　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰5Y4/1～灰褐7.5YR4/2　内、灰N4/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 2号灰原 ①(11.4)　②4.2　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英多量　B：良好

C：外、暗オリーブ灰2.5GY4/1　内、暗オリーブ

灰2.5GY4/1

ヘラ記号

須恵器 椀 2号灰原 ①(11.0)　②5.2　⑤破片
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、灰黄褐10YR6/2　内、にぶい黄橙10YR7/2
ヘラ記号

須恵器 椀 2号灰原
①(12.1)　②〈7.4〉

⑤1/3口縁部

外面：回転ナデ後カキメ、底部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰5Y6/1

須恵器 椀 2号灰原 ①(14.0)　②5.1　⑤口縁破片
外面：回転ナデ後カキメ、底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、暗灰N3/～灰N6/　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 椀 2号灰原 ②〈4.9〉　⑤口縁破片
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
突帯貼付

須恵器 椀 2号灰原 ②〈4.4〉　⑤破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰N4/　内、灰N4/

須恵器 高杯蓋 2号灰原
①9.4　②4.0　⑤4/5

受部径11.7　摘み径2.1

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～10㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良

好　C：外、灰7.5Y5/1　内、灰10Y5/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器
高杯

(杯部)
2号灰原 ①(9.2)　②〈3.8〉　⑤1/4

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰10BG6/1　内、灰7.5Y6/1
内外面降灰

須恵器
高杯

(杯部)
2号灰原 ①(10.2)　②4.1　⑤3/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

須恵器 高杯 2号灰原 ①(16.5)　②〈5.8〉　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、灰オリーブ7.5Y6/2　内、灰N6/

重焼痕、外面降灰、別

個体溶着

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈6.3〉　⑤脚部ほぼ完形

脚裾径8.6

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細～1㎜石英長石微量　B：良好

C：外、灰N5/～黒N1.5/　内、灰7.5Y5/1～灰黄

内面ヘラ記号、外面シ

ボリ痕、一部降灰、内

面磨滅

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈5.6〉　⑤脚部完形

脚裾径7.5

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

内面ヘラ記号、内外面

シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈5.3〉　⑤脚部ほぼ完形

脚裾径7.8

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

内面ヘラ記号、外面降

灰、内外面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈6.1〉　⑤脚部完形

脚裾径8.2

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N4/

内面ヘラ記号、内外面

シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈5.1〉　⑤1/2

脚裾径6.5

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y6/2

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈5.9〉　⑤脚部1/2

脚裾径(6.8)

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、灰褐7.5YR6/2

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈5.2〉　⑤脚部1/4

脚裾径(6.8)

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細石英長石微量　B：良好　

C：外、黄灰2.5Y4/1～浅黄2.5Y7/3　内、黄灰
方形透孔、内外面降

灰、内面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
2号灰原

②〈7.6〉　⑤脚部完形

脚裾径10.4

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、青灰5B5/1

4方向に方形透孔、外面

降灰、内面シボリ痕

須恵器

杯身

高杯(脚

部)

2号灰原
①(11.2)　②3.6　⑤1/4杯身　

外面に高杯(脚部)溶着

外面：降灰の為調整不明

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：やや不良

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y6/1

杯身と高杯(脚部)溶

着、高杯(脚部)シボリ

痕、外面降灰

須恵器 すり鉢 2号灰原
①(12.4)　②6.6　③(7.0)

⑤1/2

外面：回転ナデ、底部ナデ

内面：回転ナデ

A：1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、暗灰N3/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 すり鉢 2号灰原 ①(14.8)　②8.6　③8.5　⑤1/2
外面：回転ナデ後カキメ、底部ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰白N7/

ヘラ記号2か所、底部貼

付

須恵器
𤭯𤭯

（口頸）
2号灰原

①(8.5)　②〈6.2〉

⑤1/5口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、褐灰7.5YR5/1
内外面シボリ痕

須恵器
𤭯𤭯

（口頸）
2号灰原

①9.8　②〈9.3〉

⑤4/5口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR4/1　内、褐灰7.5YR4/1
外面シボリ痕

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
2号灰原 ②〈6.0〉　⑤胴部破片

外面：回転ナデ後体部下半回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/1　内、灰白5Y7/1

ヘラ記号、内面シボリ

痕

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
2号灰原 ②〈6.3〉　⑤胴部破片

外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、褐灰7.5YR6/1　内、灰褐7.5YR5/2

ヘラ記号、内面シボリ

痕

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
2号灰原 ②〈6.5〉　⑤胴部破片

外面：回転ナデ後底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
刺突文

須恵器 壺 2号灰原
①(5.0)　②〈6.1〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰N6/

内外面降灰、溶着物、

内面シボリ痕

須恵器 壺 2号灰原
①(8.2)　②〈7.8〉

⑤1/4口縁～胴部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

須恵器 壺 2号灰原 ②〈5.3〉　⑤胴部破片
外面：調整不明瞭、下半部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：1～3㎜石英多量　B：不良　C：外、にぶい黄

橙10YR7/3　内、にぶい黄橙10YR7/3
外面調整不明瞭

須恵器 瓶 2号灰原
②〈12.9〉　⑤1/4胴部～底部

胴部径(18.4)

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
外面降灰

須恵器 平瓶 2号灰原 ①6.1　②12.2　⑤完形
外面：回転ナデ後カキメ、底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
側面、底部ヘラ記号

須恵器 平瓶 2号灰原
①(9.8)　②〈5.8〉

⑤1/3口縁～肩部

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ、閉塞痕

A：精良　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/

須恵器 平瓶 2号灰原
⑤頸部～肩部破片

頸部径(5.7)

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ、閉塞痕

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白N8/　内、灰N5/
外面降灰

須恵器
横瓶

（体部）
2号灰原 ②〈21.9〉　⑤体部破片

外面：平行タタキ後回転ナデ

内面：回転ナデ、一部同心円状の当具痕、閉塞痕

A：精良　1㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 瓶 2号灰原
②〈9.3〉　⑤1/4

胴部径(12.6)

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰10Y5/1

須恵器 瓶 2号灰原
②〈10.4〉　⑤4/5

胴部径(19.8)

外面：回転ナデ後カキメ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
内面シボリ痕

須恵器 甕 2号灰原
①(14.0)　②〈13.8〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ、下半部に当具痕あり

A：精良　1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、暗灰N3/
ヘラ記号、外面磨滅

須恵器 甕 2号灰原
①(14.6)　②〈13.6〉

⑤口縁～胴部破片

外面：口縁部回転ナデ、体部上半部回転ナデ下半

擬格子タタキ後カキメ

内面：回転ナデ、体部下半に孤状の当具痕

A：1～5㎜石英1㎜長石多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、暗灰N3/
内外面降灰

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原

①12.4　②〈5.4〉

⑤9/10口縁部

外面：口縁部回転ナデ　体部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部孤状の当具痕

A：精良　1～2㎜石英やや多量微細長石少量　B：

やや不良　C：外、灰7.5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2

溶着物多量、頸部接合

痕

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原

①18.1　②〈7.4〉

⑤1/2口縁部

外面：口縁部回転ナデ　体部横平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1～3㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/

ヘラ記号、外面降灰、

頸部接合痕

須恵器 甕 2号灰原
①16.0　②〈7.6〉

⑤1/2口縁～胴部

外面：口縁部回転ナデ　体部回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号、内面降灰

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原

①(23.0)　②〈5.3〉

⑤1/3口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　C：外、灰

N5/～灰黄2.5Y6/2　内、灰N5/～灰黄2.5Y6/2
内外面降灰

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原

①(21.0)　②〈7.9〉

⑤1/3口縁部

外面：口縁部回転ナデ　体部擬格子タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部孤状の当具痕

A：精良　1～3㎜石英多量微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号、頸部接合痕

須恵器
甕

(口頸)
2号灰原

①(22.0)　②〈7.4〉

⑤1/2口縁部

外面：口縁部回転ナデ(平行タタキ面残る)、体部

平行タタキ後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
内外面降灰

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原

①(34.0)　②〈15.1〉

⑤1/4口縁部

外面：口縁部回転ナデ　体部平行タタキ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜長石角閃石少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR4/1　内、褐灰7.5YR4/1
波状文、外面降灰

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原 ①(35.4)　②〈13.9〉　⑤1/5

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ　指オサエ

A：精良　1～3㎜石英多量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2
波状文

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原 ①37.0　②〈15.5〉　⑤2/3

外面：回転ナデ　工具痕　線刻あり

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　白色粒子1～5㎜石英多量　B：不良

C：外、橙7.5YR7/6　内、橙7.5YR7/6
波状文

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原

①(36.0)　②〈13.6〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ、一部カキ目あり、接合部剥離

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y5/1
斜線文、接合部剥離

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原 ①(50.0)　②〈14.0〉　⑤1/3

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1～4㎜石英1㎜長石多量　B：良好　C：

外、オリーブ灰2.5GY6/1、黒N2/　内、暗灰N3/
斜線文、自然釉

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原

①(52.2)　②〈17.8〉

⑤1/4口縁～頸部

外面：口縁部回転ナデ後カキメ　体部平行タタキ　

指オサエ

内面：口縁部回転ナデ、　体部同心円当具痕

A：精良　B：良好

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰黄2.5Y6/2
斜線文

須恵器
大甕

(口頸)
2号灰原 ②〈16.5〉　⑤口縁部破片

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、灰5Y6/1～浅黄2.5Y7/3～黒N1.5/　内、暗明

褐10R3/2～黄灰2.5Y5/1

斜線文、内外面降灰

須恵器
甕

（体部）
2号灰原 ②〈9.2〉　⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：不良　C：外、灰

黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2～黄灰2.5Y6/1
焼成前穿孔、外面降灰

須恵器
甕

（体部）
2号灰原 ②〈7.3〉　⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、黒N1.5/　内、灰N4/
焼成前穿孔、外面降灰

須恵器
把手

甑／鍋
2号灰原 長8.6　幅3.5

外面：ナデ、一部指オサエ、先端部ケズリ

内面：ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好　C：外、に

ぶい黄橙10YR7/3～灰10YR8/2～にぶい赤褐5YR5/3　

内、灰5Y5/1

須恵器 切削物 2号灰原 長9.0　幅1.9　厚1.3 ケズリ、指オサエ、同心円当具痕、平行タタキ目
A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰5Y4/　内、灰N4/

瓦 平瓦 2号灰原
長〈14.5〉　幅〈17.5〉　厚2.6

⑤破片　側縁部、狭端部

凹面：ナデ

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y5/1
模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈11.9〉　幅〈12.6〉　厚1.4

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ、端部面取り

A：精良　1～5㎜石英少量　B：良好

C：凹、暗オリーブ灰5GY4/1　凸、暗オリーブ灰 布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈15.6〉　幅〈12.6〉　厚1.5

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：ナデ　端部面取り

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量2㎜白色粒子

少量　B：良好　C：凹、暗灰N3/　凸、灰N5/

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈10.9〉　幅〈10.4〉　厚1.2

⑤破片　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　2～3㎜石英少量　B：良好　C：凹、オ

リーブ灰2.5GY5/1　凸、オリーブ灰2.5GY5/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 2号灰原
長〈14.9〉　幅〈10.8〉　厚1.8

⑤破片　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ、端部面取り

A：精良　1～5㎜石英多量　B：良好　C：凹、暗

オリーブ灰2.5GY4/1　凸、暗オリーブ灰2.5GY4/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈14.6〉　幅〈10.0〉　厚1.9

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ、端部面取り

A：精良　B：良好　

C：凹、灰N5/　凸、灰白5Y8/1～灰N5/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈11.4〉　幅〈11.3〉　厚1.3

⑤破片　側縁部

凹面：ナデ

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、灰N6/

模骨痕　凹面降灰　置

台片溶着

瓦 平瓦 2号灰原
長〈5.0〉　幅〈9.0〉　厚1.0

⑤破片　側縁部、狭端部

凹面：一部ナデ

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：凹、灰N5/　凸、灰N5/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈7.6〉　幅〈8.3〉　厚1.3

⑤破片　側縁部

凹面：ナデ　線刻あり

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：凹、灰N5/　凸、灰N5/

布目痕、模骨痕、凹面

降灰

瓦 平瓦 2号灰原
長〈12.3〉　幅〈8.2〉　厚1.5

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1～5㎜石英多量　B：不良

C：凹、黄橙10YR8/6　凸、浅黄橙10YR8/4

模骨痕、焼成前穿孔、

凹凸面磨滅

瓦 平瓦 2号灰原
長〈10.8〉　幅〈8.5〉　厚1.3

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：ナデ、端部面取り

A：精良　1㎜石英少量　B：不良

C：凹、浅黄橙10YR8/4　凸、浅黄橙10YR8/4

布目痕、模骨痕、凹凸

面磨滅

瓦 平瓦 2号灰原
長〈6.9〉　幅〈7.2〉　厚1.1

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：一部ナデ

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：凹、灰黄2.5Y7/2　凸、灰黄2.5Y6/2
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号灰原
長〈9.4〉　幅〈7.3〉　厚1.3

⑤破片

凹面：

凸面：ナデ

A：精良　B：やや不良

C：凹、灰オリーブ5Y6/2　凸、灰オリーブ5Y6/2

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 2号灰原
長〈13.1〉　幅〈4.9〉　厚1.2

⑤破片　広端部

凹面：

凸面：ナデ

A：精良　1～3㎜石英少量　B：良好

C：凹、灰N6/　凸、灰N6/

布目痕、模骨痕、二次

被熱

瓦 平瓦 2号灰原
長〈10.5〉　幅〈9.6〉　厚1.1

⑤破片

凹面：一部ナデ

凸面：ナデ

A：精良　4㎜石英少量　B：良好　C：凹、暗オ

リーブ灰2.5GY4/1　凸、暗オリーブ灰2.5GY4/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 丸瓦 2号灰原
長〈8.9〉　幅〈7.5〉　厚1.3　

⑤破片

凹面：

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：凹、黄灰2.5Y6/1　凸、褐灰10YR6/1

布目痕、模骨痕、同一

個体破片2つ

瓦 丸瓦 2号灰原
長〈12.4〉　幅〈5.2〉　厚1.1　

⑤破片

凹面：

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：凹、黄灰2.5Y6/1　凸、褐灰10YR6/1

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡、同一個体破片2つ

瓦 丸瓦 2号灰原
長〈6.2〉　幅〈6.9〉　厚0.7

⑤破片　側縁部

凹面：

凸面：ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：凹、灰黄2.5Y7/2　凸、黄灰2.5Y5/1
布目痕、模骨痕

瓦 熨斗瓦 2号灰原
長〈11.6〉　幅11.5　厚1.6

⑤1/3　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：凹、灰10Y5/1　凸、灰10Y5/1
布目痕、模骨痕
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 2号 ①12.2　②3.9　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子やや多量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2、黒N1.5/　内、灰白2.5Y7/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①12.0　②3.9　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ　指オサエ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N4/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①12.2　②4.6　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量1～2㎜石英やや多量　B：

やや不良　C：外、灰5Y6/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①(11.4)　②3.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①(12.6)　②4.2　⑤2/5口縁部
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ、指頭痕

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①11.6　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①12.0　②3.1　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①(12.2)　②3.7　⑤3/4
外面：回転ナデ、天井部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英　B：不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰白2.5Y7/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①(11.8)　②3.3　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2号 ①(11.8)　②3.7　⑤1/3口縁部
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N4/
外面降灰

須恵器 杯蓋 2号 ①12.6　②3.6　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量1㎜石英多量　B：不良

C：外、灰白10YR8/2　内、灰褐7.5YR6/2
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯蓋 2号
①8.9　②2.5　⑤1/2

受部径10.7

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5B4/1
ヘラ記号、重焼痕

須恵器 杯蓋 2号
①10.1　②1.1　⑤ほぼ完形

受部径11.8　摘み径1.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　C：外、青

灰5B5/1、暗赤灰7.5R3/1　内、暗赤灰7.5R4/1～

赤灰7.5R4/2

ヘラ記号、重焼痕、内

外面降灰、歪み

須恵器 杯身 2号
①10.3　②3.4　⑤完形

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリか

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～10㎜白色粒子1㎜黒色粒子少量　B：

不良　C：外、灰白N5/　内、赤黒2.5YR2/1

ヘラ記号、二次焼成、

溶着物

須恵器 杯身 2号
①10.8　②3.3　⑤ほぼ完形

受部径13.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子やや多量　B：やや不良

C：外、灰5Y6/1　内、灰N5/、黒N2/

ヘラ記号、重焼痕、外

面降灰

須恵器 杯身 2号
①10.5　②3.5　⑤3/4

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～4㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗赤褐7.5R3/2～灰7.5Y4/1　内、灰N4/

ヘラ記号、重焼痕、外

面降灰、溶着物

須恵器 杯身 2号
①10.5　②3.7　⑤2/3

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①11.0　②3.8　⑤ほぼ完形

受部径13.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y8/1　内、灰白5Y8/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①(9.1)　②3.5　⑤2/3

受部径12.0

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①10.4　②3.6　⑤2/3

受部径12.9

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y8/1　内、灰白5Y8/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①10.4　②3.5　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：回転ナデ、底部ヘラ切り後手持ちヘラケズ

リ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y7/1　内、淡黄2.5Y8/3
ヘラ記号

須恵器 杯身 2号
①(10.6)　②3.5　⑤2/3

受部径(12.2)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰N5/
ヘラ記号、一部歪み

須恵器 杯身 2号
①9.8　②3.6　⑤ほぼ完形

受部径12.1

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰白N7/　内、灰N4/

ヘラ記号、外面降灰、

溶着物

須恵器 杯身 2号
①11.8　②3.1　⑤ほぼ完形

受部径13.2

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、にぶい黄橙10YR7/3　内、淡黄2.5Y8/2
ヘラ記号か

須恵器 杯身 2号
①11.6　②3.8　⑤ほぼ完形

受部径13.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR7/3　内、灰白10YR8/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号
①10.8　②3.9　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号
①11.1　②〈4.3〉　⑤ほぼ完形

受部径13.6

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、浅黄橙10YR8/3　内、にぶい橙7.5YR7/3
ヘラ記号、焼成後穿孔

須恵器 杯身 2号
①10.6　②3.9　⑤ほぼ完形

受部径12.9

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、淡黄5Y8/3　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号、焼成前穿孔

須恵器 杯身 2号
①(11.3)　②4.0　⑤1/3

受部径(13.2)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y8/1　内、灰白5Y8/1

ヘラ記号、焼成前穿

孔、焼成後底部割れ

須恵器 鉢 2号 ①(20.0)　②〈4.3〉　⑤破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子赤色粒子多量　B：不良

C：外、暗灰黄2.5Y5/2　内、暗灰黄2.5Y5/2
突帯貼付

須恵器
甕

(口頸)
2号

①(16.0)　②〈5.9〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器
甕

(口頸)
2号

①(22.4)　②〈5.7〉

⑤1/12口縁部

外面：回転ナデ、体部平行タタキ

内面：回転ナデ、体部孤状の当具痕

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰2.5N6/1　内、灰2.5N6/1
内面降灰

須恵器
甕

(口縁)
2号 ②〈8.1〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
斜線文

須恵器
大甕

(口縁)
2号 ②〈12.1〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
斜線文、接合部で剥離

須恵器
甕

(口縁)
2号 ②〈11.8〉　⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白2.5Y7/1　内、灰白2.5Y7/1

須恵器
大甕

(口縁)
2号

①(48.6)　②〈12.1〉

⑤1/3口縁部

外面：回転ナデ後一部カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、褐灰10YR5/1　内、灰N6/
斜線文、接合部で剥離

須恵器
大甕

（体部）
2号

長〈13.3〉　幅〈16.4〉　厚1.3

⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/

破断面・表裏面に被熱

あり、焼き台か

須恵器
甕

（体部）
2号 ②〈5.0〉　⑤破片

外面：平行タタキ後一部カキメ

内面：孤状の当具痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR6/4　内、灰黄2.5Y6/2
窯道具、焼成前穿孔

瓦 平瓦 2号
長〈14.0〉　幅〈11.3〉　厚1.9

⑤破片　側縁部

凹面：

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、暗赤褐2.5YR3/2　内、暗赤褐2.5YR3/2～

灰5Y5/1

布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号
長〈12.0〉　幅〈11.8〉　厚1.5

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：ナデ

A：精良　3㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、オリーブ灰5GY5/1　内、オリーブ灰
布目痕、模骨痕、紐の

痕跡
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

瓦 平瓦 2号
長〈8.2〉　幅〈12.7〉　厚2.2

⑤破片

凹面：

凸面：平行タタキ後ナデ

A：砂粒1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、橙5YR7/6　内、橙5YR6/6
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 2号
長〈9.5〉　幅〈8.2〉　厚2.2

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、橙7.5YR　内、橙7.5YR

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 2号
長〈13.3〉　幅〈7.1〉　厚1.6

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、線刻あり

凸面：ナデ、端部ケズリ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰白5Y7/1
布目痕、模骨痕

瓦 丸瓦 2号
長〈8.1〉　幅〈12.2〉　厚1.2

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、浅黄橙7.5YR8/4　内、浅黄橙7.5YR8/4
模骨痕、凹凸面磨滅

土製品 紡錘車 2号
①3.4　②1.7　③〈4.0〉

⑤ほぼ完形
降灰の為調整不明。側面はケズリか

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：灰白10Y8/1
外面降灰、二次焼成か

須恵器 杯蓋 3号燃焼部
②〈1.5〉　⑤1/2

摘み径2.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好　C：外、灰

N5/～灰7.5Y5/1　内、灰N5/、赤7.5R4/8
転用硯か

須恵器 杯身 3号燃焼部
①(9.1)　②3.0　③(5.1)

⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(10.4)　②3.3　⑤1/4
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y6/2

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(11.2)　②3.9　⑤2/3

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ、ヘラ切り

後回転ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　赤色粒子多量4㎜石英少量1㎜長石多量

B：不良　C：外、橙7.5YR7/6　内、橙7.5YR7/6

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(11.2)　②3.4　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、灰7.5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①11.9　②2.7　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石1㎜角閃石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、黄灰2.5Y5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 3号灰原
①9.2　②2.9　⑤ほぼ完形

受部径11.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　微細白色粒子やや多量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、にぶい褐7.5YR5/3
ヘラ記号、簾状圧痕

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(8.2)　②〈1.7〉　⑤1/4

受部径(11.0)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：やや不

良　C：外、暗灰N3/　内、灰N4/

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(11.8)　②2.7　⑤3/4

受部径(14.2)　摘み径2.1

外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ、回転ヘラ

切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、黄灰2.5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(12.3)　②3.8　⑤1/4

受部径(14.8)　摘み径2.7

外面：ヘラ切り後回転ナデ、回転ナデ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰10Y5/1

摘み部貼付、別個体溶

着、歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(12.6)　②2.3　⑤1/3

受部径(15.2)　摘み径2.3

外面：回転ナデ後ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細～3㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、暗緑灰7.5GY3/1

須恵器 杯蓋 3号灰原
①13.6　②2.1　⑤2/3

受部径15.8　摘み径2.8

外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量3㎜白色粒子多量　B：や

や不良　C：外、褐灰10YR4/1　内、褐灰10YR4/1

須恵器 杯蓋 3号灰原
①14.4　②3.1　⑤9/10

受部径16.6　摘み径2.6

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ、ヘラ切り後回

転ナデ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
杯身一部溶着

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(14.6)　②2.9　⑤1/4

受部径(16.8)

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ヘラケズリ、ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰10Y6/1　内、灰10Y6/1

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(14.6)　②3.7　⑤1/4

受部径(17.0)　摘み径2.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細石英長石少量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5BG4/1
歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(15.1)　②〈1.7〉　⑤1/3

受部径(17.2)　摘み径2.7

外面：回転ヘラ切り、回転ナデ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、青灰10BG5/1

摘み部分欠損、外面降

灰

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(15.0)　②3.2　⑤1/8

受部径(17.6)

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後回転ナデ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、青黒10BG2/1　内、暗緑灰5G4/1
摘み部分陥没

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(15.2)　②3.0　⑤1/3

受部径(17.6)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰オリーブ7.5Y6/2
歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(14.7)　②〈2.5〉　⑤1/4

受部径(17.2)

外面：回転ヘラ切り、回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰10BG5/1
摘み部分欠損

須恵器 杯蓋 3号灰原
①11.6　②2.0　⑤完形

受部径13.6

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ、ヘラ切り後回

転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子多量　B：良好　C：

外、オリーブ黒7.5Y3/1　内、暗赤灰2.5YR3/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原
①13.8　②1.9　⑤2/3

受部径11.4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ、回転ヘラ

切り後一部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰褐7.5Y5/2

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(10.2)　②1.3　⑤1/4

摘み径1.8

外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子多量3㎜白色粒子少量　B：や

や不良　C：外、褐灰7.5YR5/1　内、暗灰N3/

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(10.7)　②〈1.0〉　⑤1/3
外面：回転ヘラ切り、回転ナデ、

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、褐灰5YR5/1　内、赤灰2.5YR4/1
摘み部分欠損

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①11.4　②〈3.2〉　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰N4/
溶着物、歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(15.2)　②〈1.9〉　⑤2/3

摘み径2.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
内外面降灰

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(16.0)　②1.4　⑤1/3

摘み径2.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗青灰10BG4/1　内、暗緑灰10G3/1
歪み

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(16.0)　②1.7 ⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y4/1

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(16.6)　②1.9　⑤1/8

摘み径2.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰10Y5/1

須恵器 杯蓋 3号灰原
①(17.0)　②2.3　⑤1/6

摘み径(2.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：やや不良

C：外、にぶい褐7.5YR6/3　内、灰オリーブ5Y6/2

須恵器 杯蓋 3号灰原 ①(17.6)　②1.9　⑤1/3
外面：回転ヘラ切り、回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰10BG5/1

摘み部分欠損、外面降

灰、歪み

須恵器 杯身 3号灰原 ①(9.6)　②2.0　⑤1/4
外面：回転ナデ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：や

や不良　C：外、灰7.5Y6/1　内、暗灰N3/
ヘラ記号

須恵器 杯身 3号灰原
①(10.3)　②〈3.1〉　⑤1/3

受部径(12.6)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y6/1

須恵器 杯身 3号灰原
①(11.2)　②4.0　⑤1/4

受部径(13.0)

外面：回転ナデ、ヘラ切り、底部手持ちヘラケズ

リ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子少量黒色粒子多量　B：やや不

良

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1

ヘラ記号

大谷窯跡群　3号窯跡
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 3号灰原 ①(10.0)　②3.5　⑤1/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子微量白色粒子黒色粒子少量　

B：不良　C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 3号灰原 ①(10.6)　②3.3　③5.9　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英1㎜白色粒子微細長石少量　

B：良好　C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 3号灰原 ①(11.8)　②〈3.8〉　⑤1/5
外面：回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　2㎜石英微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y5/1

須恵器 杯身 3号灰原
①(12.0)　②3.5　③(8.8)

⑤2/3

外面：回転ナデ、ヘラ切り後一部ナデ

内面：回転ナデ、磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、褐灰10YR6/1
内面磨滅

須恵器 杯身 3号
①(12.0)　②2.9　③(7.8)

⑤1/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量1～2㎜白色粒子少量　B：

良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y5/1

ヘラ記号

須恵器 杯身 3号
①(12.8)　②2.8　③(8.8)

⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜石英微細長石少量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2

須恵器 杯身 3号灰原
①(16.0)　②3.7　③(8.8)

⑤1/4

外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り後一部ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、青灰5PB6/1　内、オリーブ灰2.5GY6/1
外面降灰

須恵器 杯身 3号灰原 ①(13.0)　②4.5　③8.2　⑤1/3

外面：回転ヘラ切り後ナデ、磨滅により調整不明

瞭

内面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、淡黄2.5Y8/4　内、淡黄2.5Y8/3
ヘラ記号、内外面磨滅

須恵器 杯身 3号灰原 ①13.2　②4.5　③8.5　⑤1/2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部回転ヘラ

切り後ケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、にぶい黄橙10YR7/4　内、浅黄2.5Y7/4
ヘラ記号

須恵器 杯身 3号灰原
①(13.4)　②5.2　③(9.0)

⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部回転ヘラ

切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子赤色粒子3㎜白色粒子少量　

B：不良

C：外、橙5YR7/6　内、にぶい橙5YR6/4

ヘラ記号

須恵器 杯身 3号灰原
①(15.8)　②4.4　③(10.6)

⑤1/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、青灰10BG5/1　内、青灰10BG5/1

須恵器
高杯

(杯部)
3号灰原

①(15.4)　②〈3.6〉　③(10.6)

⑤1/4

外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：や

や不良　C：外、黒7.5Y2/1　内、暗灰N3/
外面降灰、歪み

須恵器 高杯 3号灰原 ②〈4.7〉　③(10.8)　⑤4/5
外面：杯部回転ナデ、工具痕、脚部回転ナデ

内面：杯部回転ナデ後ナデ、脚部回転ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：不良

C：外、灰褐5YR4/2　内、にぶい赤褐5YR5/4

須恵器 椀 3号灰原 ①(14.7)　②〈6.5〉　⑤1/6
外面：回転ナデ後ナデ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、暗灰N3/

須恵器 椀 3号灰原
①(14.2)　②6.8　③(8.2)

⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り

後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰白2.5Y7/1　内、黄灰2.5Y6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 台付皿 3号灰原
①(22.0)　②3.0　③(18.4)

⑤1/8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗青灰5PB3/1　内、青灰5PB5/1
高台貼付

須恵器 長頸壺 3号灰原
②〈9.0〉　⑤胴部破片

胴部最大径(19.0)

外面：回転ナデ後下半部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰赤2.5YR4/2　内、赤灰10R5/1
外面降灰

須恵器 長頸壺 3号灰原 ②〈5.9〉　③(13.8)　⑤1/8

外面：回転ナデ後ナデ、回転ナデ、回転ヘラケズ

リ　

内面：回転ナデ、当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/2　内、灰白5Y7/2
別個体片溶着

須恵器
大甕

（口頸）
3号 ①(61.0)　②〈5.8〉　⑤破片

外面：回転ナデ後工具の凹線、ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/～灰N5/　内、灰N6/～暗青灰5BG3/1
波状文

須恵器
甕

（体部）
3号灰原 ②〈9.8〉　⑤破片

外面：擬格子タタキ

内面：当具痕

A：精良　1㎜白色粒子黒色粒子赤色粒子多量　

B：良好　C：外、暗灰N3/　内、灰N4/
別個体片溶着

須恵器
甕

（体部）
3号灰原 ②〈10.7〉　⑤破片

外面：擬格子タタキ

内面：当具痕

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR6/2　内、褐灰7.5YR6/1

須恵器
甕

(口縁)
3号灰原 ②〈4.3〉　⑤破片

外面：回転ナデ

内面：ナデ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　3㎜白色粒子微量黒色粒子多量　B：良

好　C：外、灰N4/　内、灰N5/

列点文、波状文、内面

降灰

須恵器 不明 3号灰原 ②〈1.6〉　⑤破片
外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量赤色粒子少量　B：や

や不良　C：外、灰黄褐10YR5/2　内、灰褐 穿孔

須恵器 杯蓋 4号焼成部
①12.6　②2.1　⑤ほぼ完形

受部径15.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量2㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰赤10R5/　内、にぶい赤橙10R6/4

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①10.2　②3.4　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①(10.4)　②3.2　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　微細角閃石微量1mm白色粒子少量　B：

良好　C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①10.4　②3.3　⑤4/5
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：や

や不良　C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰白7.5Y7/2

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①10.4　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子多量3㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、暗灰N3/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①(10.6)　②3.1　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1～3㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/～黒N2/　内、灰N6/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 4号灰原 ①10.6　②3.5　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1

ヘラ記号、歪み、内外

面降灰、磨滅

須恵器 杯蓋 4号灰原
①7.8　②〈3.5〉　⑤1/2

受部径10.0　摘み径1.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、黄灰2.5Y4/1　内、灰5Y6/1

別個体溶着、外面降

灰、焼き膨れ

須恵器 杯蓋 4号灰原
①(7.7)　②3.7　⑤1/4

受部径(10.6)　摘み径1.1

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰N6/
外面降灰

須恵器 杯蓋 4号灰原
①8.5　②3.8　⑤2/3

受部径10.4　摘み径1.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰N4/

別個体溶着、外面降

灰、天井部焼き膨れ

須恵器 杯蓋 4号灰原
①8.6　②3.3　⑤4/5

受部径10.6　摘み径1.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕
A：精良　白色粒子黒色粒子多量2㎜白色粒子少量　

B：良好　C：外、灰5Y5/1　内、灰N5/
外面降灰、別個体溶着

須恵器 杯蓋 4号灰原
①8.1　②2.4　⑤3/4

受部径10.5

外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、黄褐2.5Y5/3　内、灰N4/

ヘラ記号、外面降灰、

別個体溶着

須恵器 杯蓋 4号灰原
①(10.9)　②2.1　⑤1/2

受部径(13.3)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、褐灰10YR6/1　内、灰黄褐10YR6/2
外面簾状圧痕

須恵器 杯蓋 4号灰原
①12.5　②2.6　⑤2/3

受部径14.6　摘み径2.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰5BG5/1
歪み

大谷窯跡群　4号窯跡
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 4号灰原
①(12.8)　②3.1　⑤1/2

受部径(15.4)　摘み径2.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石1～2㎜白色粒子多

量　B：やや不良　C：外、褐灰7.5YR4/1　内、灰

褐7.5YR4/2

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 4号灰原
①13.4　②3.2　⑤完形

受部径15.7　摘み径2.5

外面：回転ナデ後回転ヘラケズ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、赤灰10R5/1　内、灰赤10R5/2
歪み

須恵器 杯身 4号灰原
①(8.2)　②2.5　③5.1　⑤2/3

受部径(10.4)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y6/1

ヘラ記号、焼き膨れ、

外面降灰

須恵器 杯身 4号灰原
①9.0　②3.0　③5.5

⑤ほぼ完形　受部径11.0

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、灰N4/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
①9.7　②3.2　③7.3　⑤完形

受部径11.4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰赤2.5YR5/2　内、にぶい赤褐2.5YR5/4
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
①(11.0)　②2.9　③(7.0)

⑤2/3　受部径(13.2)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石1㎜角閃石白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
①8.8　②3.1　③3.5　⑤3/4

受部径11.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、暗灰N3/～灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①9.9　②3.6　③6.7　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR5/2　内、灰褐5YR5/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①(8.6)　②3.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y4/1　内、褐灰7.5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①9.0　②3.7　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰5YR4/1～黒褐7.5YR3/1　内、灰N4/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
①(10.2)　②3.4　③(6.6)

⑤1/3

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、にぶい赤褐5YR5/4　内、にぶい赤褐 ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
①(10.6)　②3.4　③(7.2)

⑤1/2

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石1㎜角閃石白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①11.0　②2.8　③(6.6)　⑤1/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N3/
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①10.2　②3.6　③5.9　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、青灰10BG6/1

須恵器 杯身 4号灰原 ①(10.0)　②3.3　⑤1/2
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、褐灰7.5YR4/1　内、黄灰2.5Y5/1

須恵器 杯身 4号灰原 ①(12.0)　②3.8　⑤1/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ、指頭痕

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

須恵器 杯身 4号灰原
①(12.2)　②4.1　③(8.0)

⑤1/4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗オリーブ灰2.5GY3/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①12.5　②4.5　③9.0　⑤4/5

外面：回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ一部回転ヘ

ラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、緑灰10GY5/1　内、暗緑灰10Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原 ①12.5　②4.3　③7.0　⑤9/10
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石少量　B：良好　C：外、オ

リーブ灰2.5GY6/1　内、オリーブ灰2.5GY6/1

須恵器 杯身 4号灰原
①(12.8)　②3.6　③(8.8)

⑤1/4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜角閃石少量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、灰N5/

須恵器 杯身 4号灰原
①(12.8)　②4.1　③(8.6)

⑤1/4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗オリーブ5Y4/2　内、灰7.5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 4号灰原
②〈5.7〉　⑤3/4

高台径(7.9)

外面：回転ナデ後底部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜角閃石白色粒子少量　B：

やや不良　C：外、黄灰2.5Y6/2　内、灰N4/

ヘラ記号、高台貼付、

著しい歪み

須恵器 杯身 4号灰原
②〈2.6〉　⑤1/2

高台径8.4

外面：回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/

須恵器 高台付皿 4号灰原
②〈1.4〉　③高台部径12.6

⑤底部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
高台貼付

須恵器 高杯蓋 4号灰原
①(7.4)　②3.1　⑤1/2

受部径(9.5)　摘み径1.0

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、暗灰N3/
歪み、外面降灰

須恵器
高杯

(杯部)
4号灰原 ①(15.0)　②〈3.2〉　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細長石少量　B：不良　C：外、にぶ

い褐7.5YR5/3　内、にぶい褐7.5YR5/4

須恵器 高杯 4号灰原 ①(12.2)　②8.5　③8.8　⑤1/2
外面：回転ナデ、杯部下半カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　赤色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：外、明赤褐5Y5/6　内、明赤褐5Y5/6
内面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
4号灰原 ②〈4.7〉　⑤1/3

外面：回転ナデ後杯部下半回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　赤色粒子多量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：外、明赤褐5Y5/6　内、明赤褐5Y5/6

須恵器
高杯

(脚部)
4号灰原 ②〈4.7〉　⑤1/2

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子多量　B：不良

C：外、暗褐10YR3/3　内、にぶい褐7.5YR5/4
内面シボリ痕、歪み

須恵器 鉢 4号灰原
①(16.5)　②5.6　③(8.9)

⑤1/4

外面：回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、灰N4/　内、灰10Y5/1

ヘラ記号、内外面降

灰、外面シボリ痕

須恵器 皿 4号灰原
①(23.2)　②2.6　③(20.6)

⑤1/5

外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ工具ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、灰N5/～黒N1.5/　内、灰7.5Y4/1
内面降灰

須恵器 皿 4号灰原
①(27.8)　②3.7　③(24.2)

⑤1/4

外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y5/1　内、灰10Y5/1

須恵器 壺 4号灰原
②〈10.2〉　③(9.4)

⑤頸部～底部破片

外面：回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：1㎜長石白色粒子少量　B：不良

C：外、橙5YR7/6　内、橙5YR7/6
ヘラ記号

須恵器 横瓶 4号灰原 ①11.0　②〈15.5〉　⑤2/3

外面：口縁部回転ナデ、体部擬格子タタキ後一部

ナデ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕、一部

ナデ、内外面ヘラ記号

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：やや不

良

C：外、にぶい黄橙10YR7/2　内、にぶい黄橙
内外面ヘラ記号

須恵器
甕

(口縁)
4号灰原

①(21.2)　②〈5.2〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石1㎜白色粒子少量　

B：不良　C：外、橙7.5YR7/6　内、橙7.5YR7/6

須恵器
甕

(口頸)
4号灰原

①(21.1)　②〈7.1〉

⑤1/4口縁～頸部片

外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ後カキメ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1～5㎜石英1㎜長石少量　B：不良

C：外、にぶい赤褐5YR5/3　内、橙5YR6/6

須恵器
甕

（口頸）
4号灰原

①(22.8)　②〈6.0〉

⑤1/5口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部擬格子タタキ後カキ

メ

内面：回転ナデ、体部孤状の当具痕

A：精良　1～2㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/～褐灰10YR4/1　内、褐灰10YR5/1～ ヘラ記号

須恵器
甕

（口頸）
4号灰原

①(24.6)　②〈7.7〉

⑤1/8口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部格子目タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜石英長石白色粒子少量　B：不良

C：外、にぶい赤褐5YR5/4　内、橙5YR6/6

須恵器
大甕

（口頸）
4号灰原

①(38.4)　②〈11.5〉

⑤1/5口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR6/3　内、褐灰10YR4/1

波状文、内外面降灰、

接合部で剥離

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原

①(46.0)　②〈9.5〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y5/1
波状文、内外面降灰
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原

①(40.0)　②〈5.7〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　2㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗灰黄2.5Y5/2　内、黄灰2.5Y5/1
波状文、内外面降灰

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原

①(41.2)　②〈10.3〉

⑤1/4口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　2～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、青黒5PB2/1　内、灰黄2.5Y6/2
波状文、接合部で剥離

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原

①(39.0)　②〈12.0〉

⑤1/3口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部孤状の当具痕

A：精良　2～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、浅黄2.5Y7/4　内、灰黄2.5Y6/2

波状文、接合部で剥

離、外面降灰、自然釉

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原 ②〈7.4〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、灰N4/　内、灰N4/
波状文

須恵器
大甕

（口縁）
4号灰原 ②〈8.3〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄褐10YR6/2　内、黄灰2.5Y4/1
波状文、内外面降灰

須恵器
大甕

（口頸）
4号灰原 ②〈16.4〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後カキメ、体部平行タタキ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕、頸部

付け根に指頭痕

A：精良　1～4㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、褐灰10YR4/1
歪み、内外面降灰

須恵器
大甕

（口頸）
4号灰原

①(48.6)　②〈10.8〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　2～3㎜石英1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰赤2.5YR5/2　内、褐灰5YR5/1
斜線文、接合部で剥離

須恵器
大甕

（口頸）
4号灰原

①(49.0)　②〈10.1〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～5㎜石英1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR5/2　内、灰褐7.5YR6/2
斜線文、接合部で剥離

須恵器
大甕

（口頸）
4号灰原

①(38.4)　②〈13.7〉

⑤1/3口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、黄褐10YR5/6　内、灰黄褐10YR4/2
歪み、内外面降灰

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
0トレ ②〈6.0〉　⑤体部破片

外面：回転ナデ後下半部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、黒N1.5/　内、灰白N7/

ヘラ記号、刺突文、別

個体溶着

須恵器 杯蓋 1トレ ①12.2　②3.5　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、頂部切り離し

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細石英長石微量　B：やや不良　C：

外、黄灰2.5Y7/2、青黒5BG2/1　内、黄灰2.5Y6/2

ヘラ記号、溶着物、外

面降灰

須恵器 杯蓋 1トレ ①(12.0)　②3.6　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～2㎜石英長石少量　B：良好　C：

外、黄灰2.5Y5/1～黄褐2.5Y5/3　内、黄灰 ヘラ記号、自然釉

須恵器
瓶

（口縁）
1トレ ①8.0　②〈5.0〉　⑤1/2口縁部

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号

須恵器
瓶／壺

（胴部）
1トレ

②〈13.3〉　③(10.6)

⑤胴部～底部破片

外面：上半部カキメ、ヘラケズリ後ナデ、下半部

回転ヘラケズリ、底部ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 2トレ ①12.0　②4.1　⑤完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　微細～2㎜石英長石やや多量　B：やや

不良　C：外、暗青灰5BG3/1～灰黄2.5Y6/2、内、

暗青灰10BG4/1

ヘラ記号、外面粘土補

充、外面降灰、歪み、

溶着物

須恵器 杯蓋 2トレ ①(11.0)　②〈3.3〉　⑤1/4
外面：回転ナデ後、ヘラ切り後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　石英少量黒色粒子1㎜白色粒子3㎜白色

粒子多量　B：良好　C：外、灰N4/　内、灰 ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 2トレ ①(11.4)　②3.5　⑤1/2
外面：ヘラ切り後ヘラケズリ、ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、青灰10BG5/1　内、青灰10BG5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2トレ ②(11.6)　②〈3.2〉　⑤1/6
外面：回転ナデ後ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：やや不

良C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 2トレ ①11.6　②3.5　⑤1/2
外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石1㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N4/　内、灰N4/
ヘラ記号

須恵器 杯身 2トレ
①10.9　②4.2　③3.8　⑤1/2

受部径13.2

外面：ナデ、回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y7/1～灰黄2.5Y7/2　内、灰黄 ヘラ記号

須恵器 杯身 2トレ
①(11.4)　②4.0　③(4.0)

⑤1/4　受部径(13.4)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～2㎜白色粒子微量　B：やや不良　

C：外、灰オリーブ5Y6/2～灰5Y6/1　内、灰オ

リーブ5Y6/2

ヘラ記号

須恵器 杯身 2トレ
①(10.8)　②3.6　⑤1/2

受部径(13.0)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ、指オサエ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1
ヘラ記号

須恵器
高杯

(杯部)
2トレ ①(10.0)　②〈5.2〉　⑤1/3

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：白色粒子多量3㎜白色粒子微量　B：やや不良

C：外、褐灰7.5YR5/1　内、灰黄褐10YR4/2

須恵器
壺

（口頸）
2トレ

①(9.7)　②〈8.1〉

⑤1/4口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部板状工具回転ナデ

内面：口縁部回転ナデ、指オサエ、体部回転ナデ

後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/～黄灰2.5Y6/1
内面降灰

須恵器 壺 3トレ ①6.1　②4.1　③4.4　⑤3/4

外面：口縁部回転ナデ、体部下半部ヘラ状工具ナ

デ、底部ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y6/2　内、灰黄2.5Y6/2
内外面シボリ痕

須恵器
瓶／壺

（胴部）
3トレ ②〈7.8〉　⑤胴部破片

外面：回転ナデ、ハケ状工具回転ナデ

内面：頸部ナデ、体部回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰N6/　内、暗灰N3/

内面シボリ痕、外面降

灰

須恵器
瓶／壺

（肩部）
3トレ ⑤肩部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰N7/　内、灰N5/
刺突文、歪み

須恵器 杯蓋 4トレ ①12.4　②2.8　⑤2/3
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗青灰5B4/1　内、暗青灰5B4/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 4トレ ①12.4　②3.9　⑤2/3
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 4トレ ①13.6　②3.9　⑤1/4
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り、頂部一部未調整　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5BG5/1　内、青灰5BG5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 4トレ
①11.0　②3.5　⑤1/2

受部径13.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良　C：外、灰

オリーブ7.5Y6/2　内、灰オリーブ7.5Y6/2
ヘラ記号

須恵器 壺 4トレ ①(8.0)　②〈6.8〉　⑤1/4
外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y4/1　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 5トレ ①12.2　②3.4　⑤3/4
外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　5㎜白色粒子微量3㎜白色粒子1㎜白色粒

子多量黒色粒子少量　B：やや不良　C：外、暗灰

黄2.5Y4/2　内、暗灰黄2.5Y4/2

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 5トレ ①11.4　②3.3　⑤3/4
外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　3㎜白色粒子少量黒色粒子1㎜白色粒子

多量　B：良好　C：外、褐灰5YR5/1　内、灰N6/
ヘラ記号、簾状圧痕

須恵器 杯蓋 5トレ ①(11.6)　②3.3　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜石英微細長石1㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N5/　内、灰N5/
竹管文

須恵器 杯蓋 5トレ ②〈3.1〉　⑤破片
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細角閃石微細～2㎜白色粒子微量　

B：良好　C：外、青灰10BG5/1～青黒10BG2/1　

内、灰N6/

外面降灰、竹管文、歪

み

須恵器 杯蓋 5トレ
①(9.0)　②2.7　⑤1/2

受部径(10.8)　摘み径1.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、灰5Y4/1～灰5Y5/1　内、灰5Y5/1～灰5Y5/2

大谷窯跡群　トレンチ
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 5トレ
①10.2　②3.6　⑤完形

受部径12.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ　指オサエ

A：精良　黒色粒子少量3㎜白色粒子多量　B：や

や不良

C：外、灰N6/　内、灰N6/

外面降灰、歪み

須恵器 杯身 5トレ
①9.9　②3.1　⑤完形

受部径12.0

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、中央部未調整

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰10Y4/1　内、灰7.5Y5/1

須恵器 杯身 5トレ
①(12.4)　②3.8　⑤1/5

受部径(14.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：1～3㎜石英やや多量1㎜長石少量　B：不良

C：外、橙7.5YR7/6　内、橙7.5YR7/6

焼成前穿孔、窯道具、

一部磨滅

須恵器 杯身 5トレ
①10.1　②3.7　⑤5/6

受部径12.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、青灰5B6/1　内、青灰5B6/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯身 5トレ
①10.2　②3.6　⑤2/3

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り

後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　黒色粒子3㎜白色粒子少量1㎜白色粒子

多量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

ヘラ記号

須恵器 杯身 5トレ
①10.7　②3.9　⑤3/4

受部径12.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/2　内、灰白5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 5トレ
①10.4　②3.1　⑤3/4

受部径12.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石1㎜角閃石少量　B：やや不良

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、黄灰2.5Y6/1
竹管文、別個体溶着

須恵器 杯身 5トレ
①(10.6)　②3.6　⑤1/3

受部径(12.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰白5Y7/1
竹管文

須恵器 椀 5トレ ①(9.6)　②4.4　③5.0　⑤1/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石少量1～2㎜白色粒子少量　B：

良好　C：外、灰N4/　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 椀 5トレ ①10.0　②4.7　⑤ほぼ完形
外面：回転ナデ後ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～2㎜石英微細長石1～2㎜白色粒子少

量　B：やや不良　C：外、灰褐7.5YR6/2　内、灰

褐7.5YR5/2

ヘラ記号

須恵器 高杯蓋 5トレ
①(11.4)　②3.3　⑤3/4

摘み径2.3

外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～5㎜白色粒子多量　B：良好　C：

外、青黒5BG2/1～暗青灰5BG4/1　内、暗青灰 ヘラ記号

須恵器
𤭯𤭯

(口頸)
5トレ ①(10.0)　②〈5.5〉　⑤1/8

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　4㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗青灰10BG3/1　内、暗青灰10BG4/1

内外面シボリ痕、外面

降灰

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
5トレ

②〈5.7〉　③2.2　⑤体部破片

最大胴部径9.4

外面：上半部回転ナデ後カキメ、下半部回転ヘラ

ケズリ

内面：

A：精良　1～5㎜白色粒子やや多量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR5/2　内、灰褐5YR5/2

ヘラ記号、櫛目文、刺

突文

須恵器 平瓶 5トレ ①5.3　②〈11.1〉　⑤1/3
外面：回転ナデ後上半部棒状工具ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰白5Y7/2　内、青灰10BG5/1

底部円盤貼付、接合部

で剥離、外面降灰

須恵器 杯蓋 1・2号灰原 ①(12.0)　②3.7　⑤3/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜石英長石微量微細角閃石微量　

B：良好　C：外、灰N4/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯身 1・2号灰原
①10.6　②3.7　⑤ほぼ完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/

ヘラ記号、一部外面降

灰、歪み

須恵器 杯 1・2号灰原
①(12.0)　②3.0　③(8.6)

⑤1/3

外面：回転ナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　赤色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：外、橙7.5YR6/6　内、橙7.5YR6/6
外面一部磨滅

須恵器 椀 1・2号灰原 ①(11.4)　②5.6　⑤1/3

外面：上半部カキメ、下半部回転ヘラケズリ後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子ごく少量　

B：やや不良　C：外、灰10Y5/1　内、灰7.5Y6/1

須恵器 椀 1・2号灰原 ②〈5.1〉　⑤口縁部破片
外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好　C：外、青

黒5PB2/1、暗赤灰5R3/1　内、暗赤灰5R3/1
突帯

瓦 平瓦 1・2号灰原
長〈7.3〉　幅〈8.7〉　厚1.5　

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：ナデ

A：精良　赤色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：凹、明黄褐10YR7/6　凸、明黄褐10YR7/6
布目痕、模骨痕

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①10.4　②2.7　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子赤色粒子多量3㎜白色粒子微量　

B：不良　C：外、褐灰10YR6/1　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①10.9　②3.3　⑤3/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り

後工具ナデ、板状圧痕

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、橙7.5YR6/6　内、橙7.5YR6/6

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①(11.2)　②3.4　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～3㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗赤褐10R3/2　内、褐灰5YR4/1
ヘラ記号、重焼痕

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①12.0　②3.8　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、灰褐5YR4/2
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①(12.8)　②4.0　⑤1/2
外面：回転ナデ後頂部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子やや多量　B：良好

C：外、暗青灰5B3/1　内、灰N5/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 3区灰原
①8.3　②3.8　⑤2/3

受部径10.0　摘み径1.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量微細角閃石微量　B：良好

C：外、暗オリーブ灰N4/1～浅黄2.5Y7/4　内、暗

灰N3/

焼き膨れ、外面降灰、

歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原
①7.8　②〈2.6〉　⑤ほぼ完形

受部径9.8

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　微細石英長石少量　B：良好

C：外、橙5YR6/6～明赤褐5YR5/6　内、橙5YR6/6

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(8.0)　②1.9　⑤2/3

受部径(10.0)

外面：回転ナデ後一部回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、にぶい赤褐2.5YR4/3　内、明赤褐 ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 3区灰原
①9.4　②2.8　⑤完形

受部径11.3

外面：回転ナデ後、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/
歪み、外面降灰

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(7.0)　②2.1　⑤1/3

受部径(10.0)

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、褐灰10YR5/1　内、褐灰7.5YR5/1
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3区灰原
①9.0　②2.7　⑤完形

受部径11.2

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、橙7.5YR6/6　内、橙7.5YR6/6
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(11.0)　②2.2　⑤1/2

受部径(12.8)　摘み径2.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子微量1㎜白色粒子多量3㎜白色

粒子微量　B：良好　C：外、灰N5/　内、灰 歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(11.6)　②3.0　⑤1/2

受部径(14.0)　摘み径2.9

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N5/

須恵器 杯蓋 3区灰原
①12.2　②2.6　⑤2/3

受部径14.0　摘み径2.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量2㎜白色

粒子少量　B：良好　C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(13.7)　②2.7　⑤1/2

受部径(16.0)　摘み径2.6

外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～4㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、オリーブ黄5Y6/3　内、灰オリーブ5Y4/2
外面降灰

須恵器 杯蓋 3区灰原
①11.6　②2.5　⑤ほぼ完形

受部径14.0　摘み径2.1

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子多量1㎜白色粒子少量　B：良

好　C：外、灰7.5Y4/1　内、オリーブ黒7.5Y3/1

焼き膨れ、内外面降

灰、歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原
①12.6　②2.4　⑤ほぼ完形

受部径15.0　摘み径2.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量3㎜白色粒子微量　B：

良好　C：外、褐灰10YR5/1　内、褐灰10YR5/2
歪み

大谷窯跡群　出土地その他、不明
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(11.6)　②2.0　⑤4/5

受部径(13.3)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰10Y4/1

ヘラ記号、別個体溶

着、内外面降灰、歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原
①11.6　②〈2.0〉　⑤2/3

受部径14.0

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、オリーブ灰2.5GY5/1　内、オリーブ灰 摘み部欠損

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(12.6)　②2.6　⑤1/4

受部径(14.8)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR5/2　内、橙5YR6/6
ヘラ記号

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(11.3)　②1.7　⑤1/3

受部径(13.4)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜白色粒子　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、10Y5/1

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(12.2)　②1.7　③(10.2)

⑤1/2　受部径(14.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細石英長石微量　B：やや不良

C：灰褐7.5YR5/2　内、暗灰黄2.5Y5/2
歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原
①(12.8)　②〈2.2〉　⑤1/4

受部径(14.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：不良　C：外、にぶ

い赤褐5YR5/4　内、にぶい赤褐5YR5/4

ヘラ記号、外面別個体

溶着

須恵器 杯蓋 3区灰原
①16.0　②2.5　⑤3/5

摘み径2.7

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子微量1㎜白色粒子少量　B：良

好　C：外、オリーブ黒10Y3/1　内、灰10Y5/1

別個体溶着、外面降

灰、歪み

須恵器 杯蓋 3区灰原 ①(15.8)　②2.2　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、オリーブ灰2.5Y6/1

須恵器 杯蓋 3区灰原
②〈1.2〉　⑤摘み部破片

摘み径3.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
別個体溶着

須恵器 杯身 3区灰原
①(11.0)　②4.0　⑤1/2

受部径(13.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1～4㎜石英多量1㎜長石少量　B：やや

不良　C：外、にぶい橙2.5YR6/3　内、にぶい赤

橙2.5YR5/4

ヘラ記号

須恵器 杯身 3区灰原 ①9.3　②3.5　③5.8　⑤完形

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量1～2㎜白色粒子少量　B：

不良

C：外、褐灰10YR4/1　内、にぶい褐7.5YR5/3

外面簾状圧痕

須恵器 杯身 3区灰原 ①9.0　②3.7　③7.3　⑤完形
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰白2.5Y8/2
ヘラ記号、内外面磨滅

須恵器 杯身 3区灰原 ①(9.8)　②3.2　⑤2/3
外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子多量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N4/
ヘラ記号、簾状圧痕

須恵器 杯身 3区灰原 ①(10.0)　②3.7　⑤2/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後一部ケズリ

内面：回転ナデ、指頭痕

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰オリーブ5Y5/2

ヘラ記号、歪み、外面

降灰

須恵器 杯身 3区灰原 ①(10.4)　②3.0　⑤3/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：やや不良

C：外、灰N4/　内、灰N5/
ヘラ記号

須恵器 杯身 3区灰原 ①10.4　②3.5　⑤4/5
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　C：外、オ

リーブ灰2.5GY5/1　内、オリーブ灰2.5GY5/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 3区灰原 ①(11.4)　②3.2　⑤1/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N6/
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯身 3区灰原
①(10.8)　②3.1　③(6.4)

⑤1/4

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子少量　B：やや不良

C：外、灰白N7/　内、灰白N7/
ヘラ記号

須恵器 杯身 3区灰原 ①(10.8)　②3.2　⑤1/2
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後一部ナデ

A：精良　微細白色粒子微量　B：やや不良

C：外、灰10Y5/1　内、灰7.5Y4/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 3区灰原 ①(12.4)　②〈3.4〉　⑤1/3
外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量赤色粒子少量　B：や

や不良　C：外、灰2.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
ヘラ記号、高台貼付

須恵器 杯身 3区灰原
①(13.0)　②3.5　③(8.6)

⑤1/2

外面：回転ヘラ切り後ナデ

内面：

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/
ヘラ記号、高台貼付

須恵器 杯身 3区灰原 ①(13.2)　②4.5　③9.6　⑤2/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ケ

ズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英白色粒子微細長石少量　B：

やや不良　C：外、にぶい赤褐2.5YR5/3　内、に

ぶい赤褐2.5YR5/4

ヘラ記号、高台貼付

須恵器 杯身 3区灰原
①(14.0)　②4.6　③(8.6)

⑤1/5

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：やや不

良　C：外、にぶい黄褐10YR5/3　内、暗灰黄 高台貼付

須恵器 杯身 3区灰原
②〈4.3〉　③(6.8)

⑤1/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、底部回転ヘラ

ケズリ後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰7.5Y4/1
高台貼付、内外面降灰

須恵器 杯身 3区灰原 ①(13.0)　②〈3.2〉　⑤1/4
外面：回転ナデ、ヘラ切り

内面：回転ナデ
A：精良　3㎜白色粒子微量白色粒子黒色粒子多量　

B：良好　C：外、灰7.5Y4/1　内、灰7.5Y4/1

須恵器 皿／盤 3区灰原
①(19.0)　②3.4　③(16.4)

⑤1/2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り後ナ

デ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、褐灰7.5Y5/1

須恵器 皿／盤 3区灰原
①(20.0)　②4.9　③(12.8)

⑤2/5

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：やや不良

C：外、にぶい橙5YR6/4　内、にぶい橙5YR6/4

須恵器 壺 3区灰原 ②〈5.3〉　③(9.8)　⑤1/4

外面：回転ナデ後ハケ状工具ナデ、ヘラケズリ、

底部回転ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　赤色粒子1㎜白色粒子多量　B：不良

C：外、黄橙10YR8/6　内、褐灰10YR5/1

須恵器 すり鉢 3区灰原 ②〈1.7〉　③8.8　⑤1/2
外面：回転ナデ

内面：ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子多量　B：やや不良

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1
底部刺突痕

須恵器
瓶

(口縁)
3区灰原

①(7.0)　②〈4.6〉

⑤口縁破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1

須恵器
甕

（口頸）
3区灰原

①(12.0)　②〈4.9〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ、磨滅により調整不明瞭

内面：回転ナデ、磨滅により調整不明瞭

A：1㎜長石白色粒子少量　B：やや不良

C：外、にぶい橙7.5Y6/4　内、にぶい橙7.5Y6/4
内外面磨滅

須恵器
甕

（口縁）
3区灰原 ②〈6.7〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、暗灰N3/
波状文、刺突文

須恵器
大甕

（口縁）
3区灰原 ②〈11.0〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N5/
波状文、接合部で剥離

須恵器 獣脚硯 3区灰原
②〈3.6〉　⑤1/6

縁台径(17.0)

上面：回転ナデ、突堤剥落

下面：ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：不良

C：上、にぶい赤褐5YR4/3　下、暗赤褐5YR3/4

側面ケズリ、爪型スタ

ンプ、線刻

須恵器 獣脚硯 3区灰原
②〈4.2〉　⑤1/5

縁台径(17.6)

上面：回転ナデ、指オサエ、突堤剥落、海部剥落

下面：ナデ、工具ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：不良

C：上、にぶい褐7.5YR5/4　下、褐7.5YR4/3

側面ケズリ、爪型スタ

ンプ

須恵器 獣脚硯 3区灰原 ②〈4.1〉　⑤脚部破片
上面：器面剥離の為調整不明瞭

下面：ナデ

A：精良　微細白色粒子　B：良好

C：褐灰10YR4/1

側面ケズリ、爪型スタ

ンプ、二次焼成か

須恵器 杯蓋 3区道路断面 ①(12.0)　②3.6　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～1.5㎜石英1㎜長石少量　B：不良

C：外、橙7.5YR7/6　内、橙7.5YR7/6
歪み

須恵器 杯蓋 3区道路断面
①7.5　②〈3.4〉　⑤1/4

受部径9.8　摘み径1.4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗青灰10BG3/1　内、青灰10BG5/1
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 3区道路断面
①8.3　②2.3　③5.4　⑤4/5

受部径10.0

外面：回転ナデ、磨滅により調整不明瞭

内面：回転ナデ、磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰白2.5Y8/2
ヘラ記号、内外面磨滅
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯蓋 3区道路断面
①11.1　②2.4　⑤ほぼ完形

受部径12.9　摘み径2.0

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ、指オサエ

A：1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗青灰10BG3/1　内、青灰10BG5/1

須恵器 杯蓋 3区道路断面
①9.9　②3.2　⑤完形

受部径12.8　摘み径2.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、暗緑灰5BG4/1　内、暗緑灰5BG4/1
ヘラ記号

須恵器 杯身 3区道路断面
①9.0　②2.9　⑤2/3

受部径10.7

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1
ヘラ記号、溶着物

須恵器 杯身 3区道路断面
①(11.0)　②4.0　③5.8

⑤3/4

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、橙5YR6/8　内、橙5YR6/8
ヘラ記号

須恵器 鉢 3区道路断面
①(15.5)　②6.2　③(8.0)

⑤1/3

外面：回転ナデ、底部磨滅により調整不明瞭

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：不良

C：外、明赤褐5YR5/6　内、明赤褐5YR5/6

須恵器 蓋 3区道路断面
①(17.4)　②5.4　⑤1/8

受部径(20.6)　摘み径2.2

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰10Y6/1
外面降灰

須恵器
大甕

（口頸）
3区道路断面

①(21.6)　②〈5.8〉

⑤1/4口縁部

外面：口縁部回転ナデ、体部擬格子タタキ後カキ

メ

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕、内面

ヘラ記号

A：精良　1～2㎜白色粒子微量　B：良好

C：外、灰赤7.5R4/2　内、暗灰黄2.5Y5/2
ヘラ記号

須恵器
大甕

（口頸）
3区道路断面

①(40.0)　②〈13.2〉

⑤1/8口縁部

外面：回転ナデ、体部平行タタキ

内面：回転ナデ、体部同心円当具痕、頸部付け根

に指頭痕

A：精良　1～5㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/～灰10Y5/1　内、灰N5/
波状文

須恵器 杯蓋 3区
①(13.8)　②1.9　⑤完形

受部径(16.0)　摘み径(2.2)

外面：回転ヘラ切り、回転ヘラケズリ、降灰の為

調整不明瞭

内面：ナデ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、明青灰5B5/1
歪み、外面降灰

須恵器 杯蓋 3区 ①(15.6)　②〈2.9〉　⑤1/5
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：やや不良

C：外、灰N4/　内、灰N4/

摘み部分欠損、内外面

降灰

須恵器 杯身 3区
①(11.2)　②〈2.8〉　⑤1/4

受部径(13.0)

外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰N4/
別個体溶着、外面降灰

須恵器 杯身 3区
①(16.0)　②4.7　③(10.0)

⑤1/8

外面：回転ナデ、高台部回転ヘラケズリ後ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石1㎜白色粒子少量　

B：良好　C：外、灰N4/　内、灰N4/
高台貼付、内外面降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①(10.6)　②3.2　⑤1/3
外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ中心部未調整

内面：回転ナデ、ナデ、指頭痕

A：精良　白色粒子黒色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N6/

須恵器 杯蓋 不明 ①(11.6)　②3.8　⑤1/4

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラケズリ後

ナデ、頂部工具による調整　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色微粒子黒色微粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR6/1　内、灰N4/
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①12.6　②3.8　⑤1/2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ一部手持ちヘラ

ケズリ一部ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、青灰5PB6/1

ヘラ記号、外面降灰、

内面焼き膨れ

須恵器 杯蓋 不明 ①(12.8)　②3.9　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N4/　内、灰N4/

ヘラ記号、重焼痕、焼

成時の気泡、降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①11.8　②3.4　⑤2/3
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、黄灰2.5Y4/1

ヘラ記号、外面降灰、

別個体溶着

須恵器 杯蓋 不明 ①(11.6)　②〈3.6〉　⑤1/3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、頂部工具によ

る調整

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子黒色微粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y4/1　内、灰5Y6/1
ヘラ記号、内面降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①(12.4)　②3.2　⑤4/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子黒色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、黒褐5YR2/1

ヘラ記号、焼き膨れ、

自然釉、内外面降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①(12.6)　②3.0　⑤1/2
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

竹管文、別個体溶着、

外面降灰

須恵器 杯蓋 不明 ①(12.0)　②2.5　⑤3/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1

竹管文、外面降灰、別

個体溶着

須恵器 杯蓋 不明 ①(11.4)　②3.1　⑤1/4
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
竹管文

須恵器 杯蓋 不明 ①(13.4)　②6.2　⑤3/5
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、当具後ナデ

A：精良　石英少量黒色粒子1㎜白色粒子多量　

B：良好　C：外、オリーブ黒5Y3/1　内、灰オ

リーブ5Y5/2

ヘラ記号

須恵器 杯蓋 不明 ②〈1.6〉　⑤破片
外面：回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ　同心円当具痕

A：精良　1～2㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰7.5Y6/1　内、灰7.5Y6/1

須恵器 杯蓋 不明
①(9.5)　②2.5　⑤1/2

受部径(11.6)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、ヘラ切り

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、灰7.5Y6/1　内、黄灰2.5Y5/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 不明
①(8.6)　②2.9　⑤1/3

受部径(10.2)　摘み径1.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ、指オサエ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰N5/　内、灰N6/
ヘラ記号、外面降灰

須恵器 杯蓋 不明
①9.8　②1.1　⑤2/3

受部径11.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、黄灰2.5Y6/1
内外面降灰

須恵器 杯蓋 不明
①10.8　②2.3　⑤2/3

受部径12.5　摘み径2.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、灰黄褐10YR6/2　内、灰黄褐10YR6/2

歪み、自然釉、別個体

融着

須恵器 杯蓋 不明
①12.6　②2.3　⑤3/4

受部径15.7　摘み径1.6

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR7/2　内、にぶい黄橙 自然釉

須恵器 杯蓋 不明
①(13.3)　②3.1　⑤3/4

受部径15.7　摘み径2.3

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、指頭痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、灰黄2.5Y7/2　内、灰黄2.5Y7/2

須恵器 杯蓋 不明
①(11.6)　②2.1　⑤1/5

受部径(14.0)

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y5/1
ヘラ記号、歪み

須恵器 杯蓋 不明
①(11.2)　②〈1.4〉　⑤1/4

受部径(13.6)

外面：回転ヘラ切り、回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：やや不良

C：外、灰褐7.5YR6/2　内、にぶい褐7.5YR6/3

須恵器 杯蓋 不明 ①(18.0)　②0.9　⑤1/3口縁部
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回回転ナデ後ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y5/1

須恵器 杯蓋 不明 ②1.9　⑤1/8
外面：

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量　B：良好　C：外、灰

白10YR7/1～褐灰10YR5/～黒N1.5/　内、にぶい黄

橙10YR7/4～褐灰10YR6/1

内外面降灰、二次焼

成、焼成時膨張

須恵器 杯身 不明
①9.1　②2.8　⑤1/2

受部径11.2

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子1㎜黒色粒子少量　B：

良好　C：外、にぶい黄橙10YR6/3　内、にぶい黄

橙10YR6/4

ヘラ記号

須恵器 杯身 不明
①10.0　②3.9　⑤1/2

受部径12.0

外面：降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色微粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、黒褐2.5Y3/1

ヘラ記号、外面降灰、

溶着片

須恵器 杯身 不明
①9.9　②4.3　⑤完形

受部径12.1

外面：回転ヘラケズリ　回転ナデ　ナデ

内面：回転ナデ　ナデ　指オサエ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、にぶい黄橙10YR6/3　内、褐灰10YR5/1

ヘラ記号、外面降灰、

溶着物
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器 杯身 不明
①10.0　②3.5　⑤ほぼ完形

受部径12.3

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：外、淡黄5Y8/3　内、淡黄5Y8/4
ヘラ記号

須恵器 杯身 不明
①9.5　②3.1　⑤ほぼ完形

受部径11.8

外面：回転ナデ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、にぶい褐7.5YR5/4　内、灰黄2.5Y7/2
ヘラ記号

須恵器 杯身 不明
①(10.4)　②〈3.3〉　⑤1/2

受部径12.4

外面：回転ナデ、底部手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子多量細粒黒色粒子少量　

B：良好　C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰黄2.5Y6/2
ヘラ記号、溶着物

須恵器 杯身 不明
①(9.7)　②4.3　⑤1/2

受部径(11.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N5/
竹管文、外面降灰

須恵器 杯身 不明 ②〈3.1〉　⑤1/6
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子1～2㎜黒色粒子少量　B：

良好　C：外、灰5Y6/1　内、灰N6/
竹管文

須恵器 杯身 不明
①(12.2)　②〈3.7〉　③(6.8)　

⑤2/5　受部径(13.8)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y7/1　内、灰N6/

ヘラ記号、内面降灰、

焼成前穿孔

須恵器 杯身 不明
①(13.5)　②3.7　③(8.7)

⑤1/3　受部径(16.0)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ヘラケズ

リ後ナデ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～3㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、灰褐5YR5/2　内、褐灰5YR5/1
ヘラ記号、一部降灰

須恵器 杯身 不明 ②〈2.0〉　⑤破片
外面：磨滅により調整不明瞭

内面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細石英長石微量　B：不良

C：外、明黄褐10YR7/6　内、明黄褐10YR7/6

ヘラ記号か、焼成前穿

孔、内外面磨滅

須恵器 杯身 不明
①10.7　②3.9　⑤完形

受部径12.8

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　B：良好

C：外、黒褐2.5Y3/1　内、黒10YR2/1

ヘラ記号、内外面降

灰、砂粒溶着物、焼き

膨れ

須恵器 杯身 不明
①(9.2)　②〈3.3〉　⑤1/4　

受部径(11.4)

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ、回転ナデ後ナ

デ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、赤灰2.5YR4/1　褐灰5YR5/1

須恵器 杯身 不明
①10.3　②3.9　⑤完形

受部径12.6

外面：降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　微細～1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰黄褐10YR5/2　内、オリーブ黒5Y3/1
外面降灰

須恵器 杯身 不明
①(9.0)　②〈3.4〉　⑤1/6

受部径(11.4)

外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ　

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、褐灰10YR4/1　内、赤灰2.5YR4/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器 杯身 不明
①9.0　②2.8　⑤1/2

受部径11.4

外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ　

内面：回転ナデ、ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰10Y5/1　内、灰10Y5/1

須恵器
杯蓋

杯身
不明

杯蓋a

①12.6②3.4

杯身b

②3.2受部径12.5

杯蓋c

①12.5②3.5

⑤abc全て完形

杯蓋a

回転ナデ後回転ヘラケズリ、ナデ

杯身b

回転ナデ後回転ヘラケズリ

杯蓋c

外面：回転ナデ後手持ちヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：1～4㎜白色粒子1㎜黒色粒子多量　B：良好　

C：杯蓋a、灰7.5Y5/1

杯身b、灰N4/

杯蓋c、外、暗灰N3/　内、褐灰7.5YR4/1

3点溶着、3点ヘラ記

号、焼き膨れ

須恵器 杯身 不明 ①10.5　②4.4　③5.3　⑤完形
外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ、工具ナデ

A：精良　4㎜石英多量1㎜長石少量　B：良好

C：外、青灰10BG6/1　内、青灰10BG6/1
外面降灰

須恵器 杯身 不明
①14.0　②3.7　⑤1/2

高台径8.3

外面：回転ナデ　底部側面回転ヘラケズリ　底部

ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、黒N2/　内、灰N4/

ヘラ記号

高台貼付　歪み

須恵器 杯身 不明
②〈2.9〉　③(8.4)

⑤高台部破片

外面：高台部回転ナデ　体部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　白色粒子黒色粒子多量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

須恵器
長頸壺

(底部)
不明

②〈1.4〉　③(12.4)

⑤1/2高台部

外面：高台部回転ナデ　底部ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰白7.5Y8/1　内、灰白7.5Y8/1

須恵器 椀 不明 ①(10.7)　②〈4.8〉　⑤1/5
外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英長石角閃石少量　B：良好

C：外、灰白2.5Y7/1、黒5Y2/1　内、灰白2.5Y7/1

外面降灰、自然釉、内

面磨滅

須恵器 杯 不明 ①(16.0)　②5.1　⑤1/2
外面：回転ナデ後カキメ　底部回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：やや不良

C：外、灰白5Y7/1～暗灰N3/　内、灰白5Y7/1
ヘラ記号、溶着物

須恵器
高杯

(杯部)
不明 ②〈4.9〉　⑤杯部破片

外面：回転ナデ後回転ヘラケズリ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰10Y6/1　内、灰N4/
内面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
不明

②〈6.7〉　⑤完形

脚裾径7.8

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、褐灰7.5YR5/　内、灰赤10R4/2

内面ヘラ記号、自然

釉、内外面シボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
不明

②〈3.8〉　⑤1/2脚部

脚裾径(7.2)

外面：回転ナデ

内面：ナデ　回転ナデ、内面ヘラ記号

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好　

C：外、褐灰7.5YR5/1～にぶい橙7.5YR6/4　内、

灰褐7.5YR6/2～にぶい橙7.5YR6/4

内面ヘラ記号、内面シ

ボリ痕

須恵器
高杯

(脚部)
不明

②〈5.0〉　⑤脚部ほぼ完形

脚裾径7.6

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子微量微細金雲母微量　B：

良好　C：外、暗青灰5B4/1～褐灰10YR5/1　内、

暗青灰5B4/1

内面ヘラ記号、降灰、

内外面シボリ痕

須恵器
𤭯𤭯

（口頸）
不明

①11.1　②〈7.0〉

⑤口縁～頸部破片

外面：回転ナデ、ハケ状工具回転ナデ、カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：良好

C：外、褐灰10YR5/1　内、暗灰黄2.5Y5/2

内面降灰、内面シボリ

痕

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
不明

②〈7.6〉　③3.5　⑤体部破片

最大胴部径9.4

外面：頸部カキメ、体部上半部回転ナデ、下半部

手持ちヘラケズリ、底部ケズリ後ナデ

内面：

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、灰5Y5/1　内、灰5Y5/1
内面シボリ痕

須恵器
𤭯𤭯

（体部）
不明 ②〈6.4〉　⑤1/3

外面：回転ナデ後上半部カキメ下半部手持ちヘラ

ケズリ

内面：回転ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好

C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1

内面シボリ痕

須恵器
瓶／壺

（胴部）
不明 ②〈12.2〉　⑤1/4胴部

外面：回転ナデ後上半部カキメ下半部回転ヘラケ

ズリ

内面：回転ナデ、上半部指頭痕あり、指頭痕

A：精良　1㎜石英少量　B：良好

C：外、灰5Y6/1　内、灰5Y6/1

須恵器
瓶／壺

（胴部）
不明 ②〈13.0〉　③(13.2)　⑤1/2

外面：上半部カキメ、下半部カキメ後回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1㎜白色粒子多量　B：良好　C：外、暗

オリーブ灰5GY4/1～褐灰5YR4/1　内、暗青灰

5BG4/1～3/1

歪み

須恵器 把手 不明
断面径〈2.1〉　把手幅4.2

把手高〈2.4〉　⑤片方1/2
ナデ、接合時のオサエ、平行タタキ

A：精良　微細白色粒子少量　B：良好

C：褐灰7.5YR5/
降灰

須恵器
甕

(口縁)
不明

①(8.8)　②〈2.0〉

⑤口縁部破片

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　黒色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：良

好　C：外、灰7.5Y5/1　内、灰7.5Y5/1
内外面シボリ痕

須恵器
甕

（口頸）
不明

①(22.2)　②〈6.8〉

⑤1/3口縁部
外面：口縁部回転ナデ、体部平行タタキ後カキメ　

内面：口縁部回転ナデ、体部同心円当具痕

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：外、オリーブ黒7.5Y3/1　内、オリーブ黒
ヘラ記号、口縁部貼

付、内外面降灰

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈2.2〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石1㎜白色粒子少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y5/1
波状文

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈7.2〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：やや不良

C：外、黄褐2.5Y5/3　内、黄灰2.5Y5/1

波状文、外面降灰、歪

み

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈5.1〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜石英微細長石少量　B：不良

C：外、灰白2.5Y8/2　内、灰黄2.5Y7/2～灰5Y6/1
波状文
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遺物

番号
種　類 器　種 出土地点

法量(㎝・g)

①口径②器高③底径④最大径

⑤残存　※（復元）〈残存〉

形態、技法の特徴 A：胎土　B：焼成　C：色調 備　考

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈6.2〉　⑤破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　長石微細1～2㎜白色粒子少量　B：やや

不良　C：外、黒褐10YR3/1　内、褐灰10YR6/1
波状文

須恵器
大甕

（頸部）
不明 ②〈6.2〉　⑤破片

外面：回転ナデ後カキメ

内面：ナデ、指圧痕

A：精良　1㎜長石少量1～2㎜白色粒子　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/
波状文

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈13.5〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好(二次比

熱)　C：外、橙7.5YR6/8　内、橙7.5.YR6/8
波状文

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈8.9〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　黒色粒子多量3㎜白色粒子少量1㎜白色

粒子多量　B：良好　C：外、灰N6/　内、灰N6/

波状文

内面意図的な器面剥離

須恵器
大甕

（口縁）
不明

①(59.0)　②〈13.0〉

⑤1/10口縁部

外面：回転ナデ、施文後ナデ一部沈線

内面：回転ナデ

A：精良　微細～1㎜白色粒子やや多量　B：不良　

C：外、にぶい黄橙10YR7/3　内、浅黄橙10YR8/3
波状文

須恵器
大甕

（口縁）
不明

①(39.6)　②〈8.6〉

⑤1/5口縁部

外面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

内面：回転ナデ、降灰の為調整不明瞭

A：精良　1～3㎜石英1㎜長石少量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰5Y4/1
ヘラ記号、内外面降灰

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈12.4〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ　

内面：回転ナデ

A：精良　黒色粒子多量1㎜白色粒子少量　B：良

好　C：外、黒N2/　内、黒N2/
粘土継ぎ目痕

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈11.1〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　1～5㎜白色粒子多量　B：やや不良

C：外、にぶい赤褐2.5YR5/4　内、明褐7.5YR5/6

須恵器
大甕

（頸部）
不明 ②〈11.4〉　⑤頸部破片

外面：頸部ハケ状工具回転ナデ、体部平行タタキ

内面：頸部ナデ、指オサエ、体部同心円当具痕

A：精良　4㎜石英多量1㎜長石少量　B：良好

C：外、青灰10BG5/1　内、青灰10BG5/1
ヘラ記号

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈9.2〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ後カキメ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、オリーブ黒5Y3/1　内、灰5Y4/1
斜線文

須恵器
大甕

（口縁）
不明 ②〈6.5〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：精良　微細長石少量　B：不良

C：外、黄灰2.5Y6/1　内、灰N6/

沈線文、斜線文、内面

降灰

須恵器
大甕

（口頸）
不明 ②〈14.6〉　⑤口縁部破片

外面：回転ナデ

内面：体部同心円当具痕、頸部付け根に指オサエ

A：精良　1～2㎜白色粒子少量　B：良好　C：

外、暗青灰5PB3/1～青黒5PB1.7/1　内、暗灰N3/
斜線文、内外面降灰

須恵器
大甕

（頸部）
不明 ②〈7.3〉　⑤破片

外面：回転ナデ

内面：回転ナデ

A：1㎜長石やや多量　B：やや不良

C：外、にぶい橙5YR6/4　内、にぶい橙5YR6/4
接合部で剥離

須恵器
大甕

（体部）
不明 ②〈39.3〉　④〈40.6)　⑤破片

外面：擬格子タタキ後カキメ

内面：同心円当具痕

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、灰7.5Y4/1　内、灰N5/
外面釉だれ

瓦 平瓦 不明
長〈13.1〉　幅〈8.0〉　厚1.7　

⑤破片　側縁部、狭端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ

A：1㎜長石少量　B：やや不良

C：凹、黄灰2.5Y4/1　凸、黄灰2.5Y4/1
布目痕

瓦 平瓦 不明
長〈15.0〉　幅〈8.9〉　厚1.5

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り、ナデ

凸面：ナデ

A：精良　3㎜白色粒子少量1㎜白色粒子多量　B：

不良　C：凹、黒褐2.5Y3/1　凸、褐灰10YR4/1

布目痕、模骨痕、粘土

溶着

瓦 平瓦 不明
長〈10.7〉　幅〈9.6〉　厚1.4

⑤破片　側縁部

凹面：ナデ

凸面：端部面取り、ナデ

A：精良　1㎜石英長石少量　B：良好

C：凹、青灰5BG6/1　凸、青灰5BG6/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈8.9〉　幅〈11.3〉　厚0.9

～1.3　⑤1/10　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：端部面取り、平行タタキ後ナデ、工具痕

A：1～3㎜白色粒子赤色粒子ごく少量　B：不良

C：凹、灰黄2.5Y6/2　凸、黄灰2.5Y5/1

布目痕、模骨痕、糸切

り痕、紐の痕跡

瓦 平瓦 不明
長〈12.2〉　幅〈8.0〉　厚1.9

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：タタキ後ナデ

A：石英少量　B：良好

C：凹、褐灰7.5YR5/1　凸、灰褐5YR5/2

布目痕、模骨痕、糸切

り痕

瓦 平瓦 不明
長〈9.2〉　幅〈7.3〉　厚

〈1.8〉　⑤破片　側縁部

凹面：

凸面：ハケ状工具ナデ

A：精良　1㎜長石少量　B：良好

C：凸、暗青灰5BG4/1

凹面剥離の為調整、色

調不明

瓦 平瓦 不明
長〈8.1〉　幅〈8.9〉　厚1.5

⑤1/20　狭端部、側縁部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　B：やや不良　C：凹、浅黄橙7.5YR8/6　

凸、浅黄橙7.5YR8/4

布目痕、模骨痕、紐の

痕跡

瓦 平瓦 不明
長〈10.8〉　幅〈9.8〉　厚1.8

⑤破片　側縁部、広端部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ

A：1～2㎜石英1㎜長石少量　B：やや不良

C：凹、灰黄2.5Y6/2　凸、灰7.5Y5/1
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈8.8〉　幅〈5.8〉　厚1.1

⑤破片　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：ナデ

A：精良　1㎜石英少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/6　凸、浅黄橙7.5YR8/6
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈5.0〉　幅〈8.4〉　厚1.7

⑤破片

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜白色粒子やや多量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/6　凸、浅黄橙7.5YR8/6

布目痕

凹凸面磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈5.8〉　幅〈6.1〉　厚1.6

⑤破片　側縁部

凹面：端部面取り

凸面：平行タタキ後ナデ

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：良好

C：凹、灰N5/　凸、灰N6/
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈6.9〉　幅〈6.2〉　厚1.7

⑤破片　側縁部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/4　凸、浅黄橙7.5YR8/4
凹凸面磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈10.5〉　幅〈9.5〉　厚0.6

～2.0　⑤1/12　側縁部

凹面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：1～3㎜石英1㎜赤色粒子白色粒子少量　B：不

良　C：凹、浅黄橙7.5YR8/4　凸、橙5YR6/8
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈12.3〉　幅〈8.5〉　厚1.6

～2.0　⑤1/10

凹面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

凸面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

A：精良　微細金雲母ごく少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/3　凸、橙5YR7/6
模骨痕、磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈7.0〉　幅〈13.2〉　厚1.3

⑤破片　広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜石英少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/4　凸、浅黄橙7.5YR8/4
布目痕、凹凸面磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈6.8〉　幅〈5.2〉　厚1.4

⑤破片　狭端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜長石少量　B：不良

C：凹、橙5YR7/6　凸、橙5YR7/6

布目痕、模骨痕、凹凸

面磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈4.8〉　幅〈6.9〉　厚2.1

⑤破片

凹面：

凸面：ナデ、端部ケズリ

A：微細～3㎜石英微細長石少量　B：やや不良　

C：凹、にぶい黄橙10YR7/3　凸、灰白10YR8/2
布目痕

瓦 平瓦 不明
長〈6.2〉　幅〈7.7〉　厚1.6

⑤1/30　側縁部　広端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

A：精良　1㎜白色粒子少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/4　凸、浅黄橙7.5YR8/4
模骨痕、磨滅

瓦 平瓦 不明
長〈8.9〉　幅〈9.8〉　厚2.0

⑤1/18　狭端部

凹面：磨滅により調整不明瞭

凸面：ナデ

A：1～2㎜白色粒子少量　B：不良

C：凹、浅黄橙7.5YR8/3　凸、浅黄橙7.5YR8/3
布目痕、模骨痕

瓦 平瓦 不明
長〈9.1〉　幅〈5.8〉　厚1.8

⑤1/15

凹面：端部面取り、磨滅により調整不明瞭

凸面：磨滅により調整不明瞭

A：1㎜白色粒黒色砂粒赤色砂粒少量　B：不良

C：凹、浅橙5YR8/3　凸、淡橙5YR8/4
布目痕、模骨痕

瓦 丸瓦 不明
長〈8.0〉　幅〈10.8〉　厚1.0

⑤破片　広端部

凹面：弧状の当具痕、一部ナデ

凸面：平行タタキ後カキ目状のナデ

A：白色粒子微細～5㎜石英少量　B：良好

C：外、灰N6/　内、灰N6/

瓦 丸瓦 不明
長〈18.7〉　幅〈5.8〉　厚1.7

⑤破片　側縁部、狭端部

凹面：一部ナデ　

凸面：ナデ

A：精良　B：不良

C：凹、浅黄橙10YR8/4　凸、浅黄橙10YR8/4

布目痕、模骨痕、凹面

磨滅

塼 無文塼 不明
長〈17.3〉　幅10.8　厚

〈11.7〉
工具ナデ

A：精良　B：良好

C：灰10Y5/1
被熱による剥離

須恵器 焼き台 不明
長〈11.0〉　幅〈9.9〉　厚1.8

⑤胴部破片

外面：平行タタキ

内面：同心円当具痕

A：精良　黒色粒子1㎜白色粒子多量　B：良好

C：外、暗灰N3/　内、灰N5/

破断面・表裏面に被熱

あり、溶着物

焼き台 焼き台 不明
長8.9　幅9.7　厚5.2

⑤完形
指オサエ

A：1㎜石英長石少量　B：良好

C：暗青灰5B4/1、橙7.5YR6/6、褐灰10YR6/1

須恵器 切削物 不明 長5.3　幅2.6　厚1.0　⑤完形 棒状粘土を刀削によって平坦にした面が残る
A：精良　白色微粒子黒色微粒子ごく少量　B：良

好　C：外、灰N5/　内、灰N5/
外面降灰

黒色土器 杯／皿 不明 ②〈1.7〉　⑤底部破片
外面：底部糸切り

内面：ミガキ

A：精良　微細石英長石微量　B：良好

C：外、にぶい黄橙10YR7/3　内、黒10YR1.7/1
内面黒色を呈する

須恵器 杯身
月ノ浦窯跡

捨場

②〈3.3〉　③9.4

⑤高台部破片

外面：回転ナデ後ヘラケズリ、ヘラ切り後ナデ

内面：回転ナデ後ナデ

A：精良　黒色粒子多量1㎜白色粒子多量　B：不

良　C：外、灰7.5Y6/1　内、灰白7.5Y7/1
ヘラ記号
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